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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　あらいずみるい
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エイプリルの事件簿［前編］







　ざっ！


　足音さえも響ひびかせて、黒ずくめの一いち団だんがあたしをとり巻まいたのは、その町に入ったとたんのことだった。


　思わず身み構がまえるあたしの前に、十人が一歩前に出る。


「──つかぬことを伺うかがいますが──


『称号の服デイグリー・ローブ』はお持ちですか？」


　彼かの女じよはいきなり、そう問といかけてきた。


　目ま深ぶかにかぶったフードの下の、青い瞳ひとみが、まっすぐこちらを見つめていた。
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　──魔ま道どう士し──


　そう。目の前にい並ならぶ全員が、黒いローブに黒フード、黒いマントを身につけた、典てん型けい的てきな魔道士スタイルをしていた。


「──何か──あったの？」


　逆ぎやくに尋たずねるあたしのことばに、彼女はわずかに視し線せんをそらし、


「ここでは話しかねますな」


　なんだか男っぽい口く調ちようで言う。


　……ふぅむ……これは……


　あたしは彼女に近づくと、声をひそめて、


「──協きよう会かいがらみの事じ件けん、ってわけね──」


　そのひとことに、彼女の片かた方ほうの眉まゆだけが、ぴくんっ！　と小さくはね上がる。


「なぜそう思うのかな？」


「……いや……なぜ、って……


　魔道士が大たい挙きよして動いてて、町に来た魔道士に向かって、いきなり称号の服デイグリー・ローブは持っているか、と問いかける──


　となれば、称号の服デイグリー・ローブに関かんして何かのトラブルがあった、と考えるのが普ふ通つうでしょ」


　あたしは言った。


　──ちなみに、称号の服デイグリー・ローブというのは、魔道士にとっての、一種の表ひよう彰しよう状じようのようなものだと思ってもらえればいい。


　実じつ績せきや実力を認みとめられた魔道士は、その所しよ属ぞくする魔道士協会から、色の称しよう号ごうとともに、その色のマントとローブを送られることがある。


　それが、称号の服デイグリー・ローブ、と呼ばれるものである。


　いつも着ていようがクローゼットの奥おくにしまっていようが、それは各人の自由だが、傷いたんでも、予よ備びがもらえるわけではないので、実じつ際さいに着ている人はそう多くない。


　かくいうあたしも、郷く里にのゼフィーリアでもらったことがあるのだが……


　ともあれあたしはことばを続ける。


　「──ついでに言うと、動いているのがお役人じゃない、ということからすると──


　人ひと殺ごろし、とまではいかない。


　いやがらせ、とか盗ぬすみ、とか、そーいったレベルの事件じゃないか、と思うんだけど」


「──悪くない！」


　言うなり彼女は、あたしの両手を、がっ！　と握にぎりしめ、


「決定だ！


　たった今からあなたを、この私、エイプリル＝ランドマークの助じよ手しゆに任にん命めいする！」


　……………………


「──へ？」


「それじゃあ早さつ速そく、協会で、事件の詳くわしい説せつ明めいをしようじゃないか」


「……いや……あの……ちょっと……!?」


　あたしのことばを聞きもせず、彼女はずるずるあたしを引っぱってゆく。


　──かくて。


　あたしはなんだかうやむやのうちに、この忌いまわしい事件に巻き込まれることとなったのだった──





「──事件が発はつ覚かくしたのは、今から十日ほど前のことだった」


　魔道士協会の応おう接せつ室しつで。


　香こう茶ちやの置おかれたテーブルをはさみ、彼女はなぜかナレーション口調で語かたりはじめた。


　ちなみに他ほかの魔道士たちは、町の入り口に残のこったままである。


　もちろんここでは、彼女はフードをかぶってはいない。


　としの頃ころはあたしよりも少し上。金髪ブロンドのショートカット。端たん正せいな顔立ちだが、多少無む表ひよう情じような感がある──知ち的てき美人という奴やつである。


「セルリアン・シティ魔道士協会の、フラマルド評ひよう議ぎ長ちようが所しよ有ゆうする称号の服デイグリー・ローブが、何者かによって盗まれてしまったのだ。


　調ちよう査さを進めるそのうちに、なんと二人の副ふく評議長の称号の服デイグリー・ローブも盗まれていることが発覚した！


　事件はすべて、この協会建たて物もので起きている。


　フラマルド評議長は、すべての謎なぞを解とくべく、セルリアン魔道士協会随ずい一いちの名めい探たん偵てい、周しゆう囲いから『紫むらさき色いろの脳のう細さい胞ぼう』と呼ばれるこの私エイプリルを調査官に任命したのだった！


　とまあ、これまでのあらすじはこんなところだよ。


　大体わかったかね？」


「……えと……まあ……」


　問われてあたしはあいまいにうなずく。


　……けど……『紫色の脳細胞』って……ひょっとして、脳ミソ腐くさってる、って意味なんじゃあ……？


「大変結けつ構こう。


　──と。そういえば、まだあなたの名前を聞いていなかったね」


「……あたしはリナよ。


　リナ＝インバース」


「ほう!?」


　名な乗のったあたしに、エイプリルは、がたんっ！　とイスから立ち上がり、やたらおーげさなリアクションで、


「リナ＝インバース、というと……！


　ひょっとして、あのリナ＝インバース！」


「……『あの』ってのがどーゆー意味かは考えないことにするけど……


　たぶん『その』リナ＝インバースよ……」


「素す晴ばらしいっ！」


　やや不ふ機き嫌げんに答えたあたしに、彼女は瞳をかがやかせ、


「最高だよ！　きみ！


　名探偵の助手としては最高の人材だ！」


「……そ……そう？」


　助手、というのがちょっと気に入らないが、最高、と言われて悪い気はしない。


「そうとも！


　私が頭ず脳のう労ろう働どう担たん当とうで、きみが暴ぼう力りよく担当！


　素晴らしい組み合わせだ！」


「……をい……」


「おまけに、甘あまいものに塩しおをすこし加くわえると甘みが引き立つのと同じ理り由ゆうで、探偵たるこの私の色いろ気けを引き立てる役にも……！」


「…………風波礫圧破デイミルアーウインっ！」





　づどぉぉぉぉんっ！





　──事件は、あやうく殺人事件へと発はつ展てんするところだった──





「……推すい理りに没ぼつ頭とうするあまり、ついつい他ほかのことには気が回らなくなってしまう──


　天てん才さい肌はだの名探偵には、ままあること。決して珍めずらしいことではないよ。リナくん」


「……で？　他に言うことは？」


「…………………………」


　傲ごう然ぜんと見下ろすあたしに、彼女はしばし沈ちん黙もくし、


「……私が悪かった……もぉ言わないように心こころ掛がけよう……」


「すなおで結構」


　あたしはこくこくうなずいた。


「ところで──


　あんたが調査官で、あたしを助手に任命した──ってことは、助手に手数料とかは、ちゃんと出るんでしょーね？」


「もちろん」


　なんとかイスにはい上がり、彼女はきっぱりうなずいた。


「事件解かい決けつのあかつきには、金きん貨か二十枚は確かく実じつに」


「──ほう──」


　依い頼らい料りよう激げき安やすが相そう場ばの魔道士協会がらみの話にしては、なかなか悪くない額がくである。


　金きん額がく自体は、それほどたいしたものでもないが、めちゃめちゃヒドいわけでもない。


　なおかつ、協会のトラブル解決に協力するのは、長い目で見ればなにかといいこともある──はずである。


「となれば、さっさと捜そう査さを進めて、さくさく事件解決するまでよっ！」


　言ってあたしは戸口に向かい──


「違ちがうだろそれはッ！」


　びしぃっ！


「あだっ!?」


　そのあたしのうしろあたまを、エイプリルのチョップが襲おそう！
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「……ちょっ……！


　ちょっと！　何すんのよっ!?」


　怒おこるあたしに、しかし彼女は眉まゆをつり上げて、


「それはこっちの言葉だよ！


　きみはあくまで助手なんだよ！


　謎なぞ解ときものの助手といえばっ！　なんか無む意い味みにあたりをうろついたり、いきなり犯はん人にんに狙ねらわれたり、『それで、次はどうするんだい？』とかゆー間ま抜ぬけな質しつ問もんをするのが仕事なんだよ！


　間違っても場を仕し切きるなんてマネをしちゃいけないんだ！」


「……そ……そーなの……？


　……ってゆーか、それって、いてもいなくてもいっしょなんじゃあ……？」


「それは違うよリナくん！」


　彼女は、びしぃっ！　と、あらぬ方向を指さして、


「時々犯人と格かく闘とうして、事件途と中ちゆうなら取り逃にがしたり、自分ではそれと気づかないうちに、犯人へとつながる重じゆう要ような証しよう拠こを手にして、探偵にそれを指し摘てきされてびっくりしたり、という、重要な任にん務むもあるんだよ！」


　……重要……なのか……？


「ともかく！


　私はきみを、あくまでも『助手』として任命したのだからね。そういうふうに動いてもらうよ！


　わかったかね！」


「……わ……わかったわよ……」


　多少釈しやく然ぜんとしないものは残ったが、ここでへたに反はん論ろんして、『じゃあ依頼料減へらす』などと言われてもつまらない。


　とりあえずあたしはおとなしく、こっくりうなずいた。


「……でエイプリル、大体の容よう疑ぎ者しやってのは絞しぼってあるの？」


「その点ぬかりはないよリナくん。


　すでに容疑者は二人にしぼられている。


　一人は、今年も称号の服デイグリー・ローブをもらいそこねたパトリック＝ヘンダーソン。


　もう一人は、不ふ祥しよう事じを起こして称号の服デイグリー・ロープを剝はく奪だつされたフラガン＝カナーン」


「なるほど……ね……」


「『なるほどね』じゃないッ！」


　びすしっ！


「あだっ!?」


　ふたたびエイプリルのチョップがあたしの顔がん面めんを襲う。


「こーいう時にはすかさず『なぜその二人が怪あやしいと？』とか質問をするのだよ！


　そこで私が『初しよ歩ほ的てきな推すい理りだよ』と言いながら、なぜその二人が怪しいと推理したかを、理り論ろん立だてて解かい説せつするのだよっ！」


「ンなもんいちいち解説されなくても、今の聞いただけで、動どう機きあふれまくってるの丸わかりでしょーがっ！」


「あふれていようがなんだろうがっ！　あえてそこには気づかずに聞いてみるのが探偵助手の仕事というものなのだよっ！」


「……ひょっとしてあんた……


『探偵の助手』って、『バカ』の同どう義ぎ語ごだとか思ってない……？」


「そんなわけないだろう！


　私はただ純じゆん粋すいに、『助手が鋭するどいと探偵が目立たなくなるからいやだ』と言ってるだけなのだよっ！」


「……し……正しよう直じきなご意見ありがとぉございます……


　……で……？


　これからどうするの？　エイプリル？」


「ふむ──そうだね──」


　あらためて問うあたしに、彼女はしばし、あごに手を当て、考えて、


「きみはどう考える？　リナくん」


　あれだけうだうだ言っといてあたしに聞くのか。結けつ局きよく。


「……そ……そーねー……


　あたしとしてはとりあえず、ここの評議長にあいさつがてら、事件のくわしい話を聞くとか……」


「残ざん念ねんだがそれは時間の無む駄だだね。


　事件の聞き取りは終わっているし、挨あい拶さつなどはあとでもできる」


「なら……容疑者たちの家を直接訪たずねて面めん談だんする、っていうのは？


　もし相あい手てが盗んだローブを家に隠かくしているなら、その家で話をする、というのは、精せい神しん的てきに相手にプレッシャーをかけられるはず。


　うまくすれば、何か出てくるかも、よ」


「ふむ……まあ悪くはないね……


　なら早さつ速そく、聞き込みに行こうか。リナくん」


「はいはい」


　やる気まんまんな彼女の宣せん言げんに、あたしはてきとーにあいづちを打ったのだった。





「しばらく前、評議長は、近くの魔道士協会に出かける用事ができた」


　容疑者その一──称号の服デイグリー・ローブを欲ほしがっていたパトリックの家へと向かう道すがら。


　エイプリルは、あたしに事件の詳しよう細さいを説明した。


「ひさしぶりに称号の服デイグリー・ローブでも着ていこうか、と、評議長室に置いてあるクローゼットを開けて──


　いつも掛かけておいたローブがなくなっていることに、はじめて気づいたんだよ」


　午後の通りには人がにぎわい、露ろ店てんが軒のきを並べている。


　二人は話をしながら、人通りを北へと進んでいた。


「そこで評議長は、称号の服デイグリー・ローブを持つもう二人、つまり副評議長たちに確かく認にんしたところ、やはり二人の部へ屋やからも服が盗まれていた。


　ちなみに三人とも、部屋にもクローゼットにも、カギはかけていなかった。


　犯はん行こうの時じ刻こくは特とく定ていできず、ゆえに犯人の特定も困こん難なん、というのが現げん状じようなのだよ」


　カギもかけてないとは物ぶつ騒そうな──と思うかたもいるだろうが、こと魔道士協会の中では、こういうパターンは少なくない。


　──と、いうのは他でもない。魔道士の中には、解錠アンロツクの呪じゆ文もんを使える者もいたりするからである。


　つまり。魔道士協会の建物の中では、部屋にカギなどかけてもかけなくても、安あん全ぜん管かん理りという点では大差ないのである。


　当とう然ぜん、本当に重要なものは、自分の研究室か自じ宅たくに持ち帰り、協会の部屋には雑ざつ物ぶつがあふれる、ということになる。


　称号の服デイグリー・ローブという奴やつは、もらうことに価か値ちはあっても、ローブそのものにさしたる値ね打うちはない。そこでローブは、部屋のクローゼットにほうり込みっぱなしにしておく、というパターンも多い。


　ただ今回は、協会の中での窃せつ盗とう事件なので、放ほう置ちしておくわけにもいかず、捜そう査さが開始された、ということなのだろう。


　ま、仕事場で、飾かざっておいた表彰状が盗まれたよーなものだ、と思ってもらえればわかりやすいだろうか。


「……ところでエイプリル、ここの協会に、他に称号の服デイグリー・ローブ持ってるひとっているの？」


「なかなかいい質問だね。リナくん」


　彼女は満まん足ぞくそうにうなずいて、


「もうここの協会には、称号の服デイグリー・ローブを持っているひとはいない。


　だからこそ私は、外から来る魔道士たちが、称号の服デイグリー・ローブを持っていないかどうか確認していたんだよ」


「なるほ……じゃない、つまり、外から来た魔道士たちも被ひ害がいに遭あう可か能のう性せいがある、ってこと？」


「その通とおり！」


　理り解かいできないフリして問い返すあたしに、彼女は満足げにうなずいて、


「犯人の目的が、この町の魔道士協会に対する歪ゆがんだ報ほう復ふく行こう為いだとすれば──


　効こう果か的てきなのは、たまたま町を通っただけの魔道士を事件に巻き込み、被害者とすること。


　内部のごたごたに、無関係な者が巻き込まれた──などということになれば、それこそセルリアン魔道士協会の名めい誉よは地に落ちるからね。


　となれば旅の魔道士たちをノーチェック、というわけにはいかないだろう？」


「はあ……」


　あいまいな口く調ちようで答えるあたし。


　最さい初しよエイプリルといっしょにいた魔道士たちは、今も彼女の命めい令れいで、町の出入り口をチェックしているはずだった。


「そういえばリナくん、まだ答えを聞いていなかったね。


　きみは『称号の服デイグリー・ローブ』は？」


「……一いち応おう、協会からはもらったけど、実じつ家かの方に置いてるわ」


「ふむ……


　実家というと？」


「ゼフィーリアよ。


　首しゆ都と、ゼフィーリア・シティ魔道士協会」


「なるほどなるほど。


　──で、ローブの色は？」


　……[image: ]っ……！


　聞かれてあたしはことばに詰つまる。


　……い……


　言えるかぁぁぁぁぁ！　どピンク！　しかもフリルつきだったなんぞとッ！


　なんでも『女の子だからかわいい方がいいに決まってる』とゆー、なんだかわけのわからん主しゆ張ちようのもとにデザインされ、ピンクで、しかもフリルつき、などとゆーふーに仕上がったモノを、あたしは授じゆ与よされたのだった！


　その時はもぉ、姉ねえちゃんにからかわれるわ両親に必ひつ死しで笑わらいを嚙かみ殺ころされるわ夢ゆめ見るわと、さんざんな目にあって、結局ローブはそのまま押おし入いれの奥で眠ることとなったのだ。


　むろんンなくそ恥はずかしいこと、言えるわけはない。


「……まあなんにしても、今持ってない以い上じよう、あたしが狙ねらわれるおそれはないわよ」


　あたしは答えをはぐらかす。


「確たしかにその通りだ。リナくん」


　言って彼女は、ひたりっ、とその歩あゆみを止めた。


　大通りに面めんした、小さな家の前である。


「──ここが──？」


　あたしの問いに彼女はうなずき、


「そう。


　ここが第一の容疑者、パトリックの家だ」





「──パトリック！　エイプリル調査官だ！


　あなたに聞きたいことがある！　開けてもらえるかな！」


　エイプリルが、ドアをノックし、呼びかけたそのとたん。


　──がしゃぁぁぁぁっ！


　何かの壊こわれるその音は、扉とびらのはるか奧で聞こえた。


　はっ！　となって、思わず顔を見合わせるあたしたち。


「……まさか……逃げた!?」


　エイプリルが愕がく然ぜんとつぶやいた時には、あたしはすでに呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終えていた。


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごがぁっ！


　あたしの放はなった一いち撃げきが、カギのかかったドアノブ部分を吹ふっ飛ばす！


　扉を蹴けり開け、二人は中に。


　廊ろう下かを突っ切り、適てき当とうな部へ屋やの扉を片かたっ端ぱしから開き──


「リナくん！」


　エイプリルの声に、彼女が開いたドアの奥をのぞいてみれば、書しよ斎さいとおぼしきその部屋の、外に面した大きな窓まどガラスがぶち破やぶられている。


「ここから逃げたか!?」


　あわてて窓まど辺べに駆かけ寄よるあたし。


「まだそう遠くには行ってないはず！　追うわよ」


　言って窓から外へと飛び出す。


　そこは、細い一本道の裏うら路ろ地じだった。


　左右を見ると、その一方に、路地を抜けて角を曲まがる、一人の男の後うしろ姿すがたが目に飛び込んできた。


「見つけた！」


　あたしはダッシュでそちらに向かって駆け出した。


「……なんてことをしたんだ……！　パトリック……」


　追いつき、あたしのすぐ後ろで、エイプリルは悼いたましい口調で言う。


　彼女は血を吐はくような声で、


「……この局きよく面めんで逃げ出すなんて……


　自分が犯人だって言ってるようなものじゃないか！


　これじゃあ、事件が密みつ室しつ殺人とかに発展したあげく、私の鋭するどい推すい理りで追いつめられた犯人が、悲かなしい過去を語かたりまくってから服ふく毒どく自殺する、という私の緻ち密みつな計画が……！」


「惨さん劇げきのエスカレートを望のぞむなぁぁぁっ！」


　どがしぃっ！


「ぶごべっ!?」


　足を止めての後ろ蹴げりが、エイプリルのみぞおちにもぐり込む。


「事件解決しろっ！　あんたはっ！　それじゃあ探偵じゃなくてタチの悪いヤジ馬でしょーがっ！」


「わかっていないね。リナくん。


　どれほど名探偵たる資し質しつを持ち合わせていようとも、ふさわしい難なん事じ件けんに出会わなければ、結局ただのしがない探偵。


　自みずからの才さい能のうを遺い憾かんなく発はつ揮きできる場ばを求めるのは当然の権けん利りっ！」


「探偵と軍ぐん人じんと葬そう儀ぎ屋やにその権利はないッ！」


「盗とう賊ぞくとかにはあるのかっ!?」


「あれはしごとじゃなくて犯罪よっ！


　とにかく今はとっとと追うわよ！


　ここでとり逃がしたら、あんた、名探偵どころかタダの無む能のうよっ！」


「……むの……！


　──追うぞリナくんっ！」


「言われるまでもなくっ！」


　ふたたび駆け出し、裏通りを抜け、多少は広い通りに出る。


　住じゆう宅たく街がいといったところか。人の姿はまばらである。


　そのまばらな人通りの中を、駆けゆく男の後ろ姿。


「いたっ！」


　叫さけんでそちらの方へとダッシュ。


　高速飛行の術を使えば、一気に追いつくこともできるのだが、まばらとはいえ人通りのあるこんな場所で使えば、通行人をなぎ倒たおしまくることうけあいである。しかたなくまともに全ぜん力りよく疾しつ走そうするしかない。


　幸さいわい相あい手ての足はそれほど速はやくない。差はすこしずつ詰つまって──


　唐とう突とつに。


　男がふり向く。


　同時にこちらに向かって──


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　いきなり呪文をぶちかましてくる！


　ごがぁっ！


　狙いが外はずれたのか、もともと当てるつもりがなかったのか、一撃は誰だれもいない石いし畳だたみをえぐった。


　悲ひ鳴めいを上げ、あたりのひとが散ちってゆく。


　──おにょれっ！　おーはずれとはいえ、あたしのいる方に向かって呪文ぶっ放ぱなすとはもう許ゆるせんっ！


　幸い今ので通行人たちは道をあけている。あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「地雷破ダグ・ウエイブっ！」





　づどぉぉぉぉんっ！





「にぎゅおおぉぉぉぉぉぉぉっ!?」


　ふき上げた石畳が、まともに男を吹っ飛ばしたのだった──





「……きみが犯人だったのか……」


「……くっ……！」


　苦にが々にがしい顔で言ったエイプリルに、パトリックは、小さく呻うめいてそっぽを向いた。


　二十代後半、といったところの、細ほそ面おもてで黒くろ髪かみの男である。


「……なんてことをしたんだ……いきなり逃げ出すなんて！


　これじゃあ私の活かつ躍やくの場が……」


「エイプリルエイプリル。だから怒おこるポイント間違ってるって」


　横からチェック入れるあたし。


　彼女は一瞬、不ふ満まんげな表情を浮うかべるが、気をとりなおして、


「……それで……


　結局、三人のローブはどこに？」


「……は……？……ローブ？」


　尋たずねる彼女に、彼は眉まゆをひそめて間まの抜ぬけた声を上げた。


「評議長たちから盗んだローブだよ」


「……ちょっ……！　ちょっと待てっ！


　ひょっとして、称号の服デイグリー・ローブがなくなった、って事件の捜査か!?　これは!?」


「当然だよ」


「なら俺おれは無む実じつだぞ！　やっていない、って以ま前えにも言っただろうが！」


「では何な故ぜ今逃げたのかな？」


「……いや……俺はてっきり……


　昨日きのうの夜、はらいせに、フラマルド評議長の家に振動弾ダム・ブラス二、三発叩たたき込んだ件けんで問いつめられるのかと思って……」


　をいをい。


「そんなことはどうでもいいんだよ」


　いーのかほんとにエイプリル。


「……つまり……ローブの件は本当に知らないと？」


「知らないって」


「……ふむ……」


　エイプリルは、あごに手を当て、考えて、あたしに向かってこっそりと、


「……この態たい度どからすると……彼はシロのような気がするね。リナくん」


「……いや……シロってゆーか……評議長の家に振動弾ダム・ブラスの件は……？」


「勘かん違ちがいしてはいけないよ。リナくん。


　我われ々われが捜査しているのは、あくまでも、ローブ窃せつ盗とう事件なのだから。


　それに、巨きよ悪あくを暴あばくためには、時として小さな悪あく事じに目をつぶってみせることも、探偵としては必ひつ要ようになることもある」


　……いや……評議長の家に攻こう撃げき呪文がぶち込まれた、っつーのはじゅーぶん重大事件のよーな気がするのだが……


　しかし、そうツッコミを入れたところで、彼女の意見は変わらないよーな気がひしひしとする。


「……そういうことならもう結けつ構こうだよ。パトリックくん。


　──さ、リナくん。次の面めん談だんに向かうよ」


　言って彼女は身をひるがえす。


「……いーのか……ほんとに……」


「この紫むらさき色いろの脳のう細さい胞ぼうに間違いはないよ」


　……だから……絶対壊え死ししてるって……それ……


　抗こう議ぎのことばを飲み込んで、あたしはしかたなく、彼女について歩き出したのだった。
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「……ところで、次の容疑者──フラガン、だっけ？


　不ふ祥しよう事じを起こして称号の服デイグリー・ローブを没ぼつ収しゆうされた、って言ってたけど──


　何やらかしたの？」


　道すがら、あたしが聞いたその問いに、彼女は言いにくげに眉まゆをひそめ、


「……恥はずべき事件だよ。リナくん。


　……魔法の道具マジツクアイテムと精神世界面アストラル・サイドからのマーキング。風を使い、音声を別の場所へと運ぶ魔道。相手の精神に干かん渉しようするのではなく、空間の屈くつ折せつ率りつそのものを変化させることによって生じさせられるリアルな幻げん影えい。


　風使い、とまで渾あだ名なされていた彼は、持てるあまたの魔道技術を駆く使しして、女性の下着泥どろ棒ぼうをやっていたのだよ」


「……本気で恥ずかしいわね……それは……」


「彼は、自分の持つ青い『称号の服デイグリー・ローブ』が自じ慢まんだったからね。


　取り上げられて逆さか恨うらみをする、という可能性は充じゆう分ぶんに考えられる」


「けどまた、行ったとたんに逃げられたりしないでしょーね？」


「それはごめんこうむりたいね。はははは」





　本当に逃げられた。





「……どう思う？　リナくん」


　暮くれゆく町を歩きつつ、エイプリルはあたしにそう問いかけた。


　なんのかんのあってフラガンをとっ捕つかまえて聞いたところ、彼が逃げた理り由ゆうは、またまた最近下着ドロをやっていて、そのことが発はつ覚かくしたのだと思ったかららしい。


　例れいによって例のごとく、またまたエイプリルは、ローブ盗とう難なん事件には直接関係ないから、と、あっさりきっぱり言い切ったが。


「……そーね……あたしの率そつ直ちよくな意見としては……


　あの二人を攻撃呪文で吹っ飛ばして、一応事件は解決した、ってことにするのが一番のよーな気がするわね」


「はははは。面おも白しろい冗談だね」


「……いや……あたし、限かぎりなく本気なんですけど……」


「動どう機きはあるとはいえ、直接面談した限りでは、二人はシロのように見える」


「……そーかなー……？


　たとえローブの件でシロでも、今のうちに処しよ分ぶんしておいた方がいいよーな気が……」


「いや。やはりまずはこの事件を解決するのが先だよ。


　……ふむ……」


　エイプリルはしばし考えて、


「──とりあえず、今日の捜査はここまでにしよう。


　どこかに宿やどでも取って、今夜はたっぷり眠ねむって英えい気きを養やしなってくれたまえ。


　明日あしたは──そうだね。昼前に、協会前に来てくれるかね？」


「……わかったわ」


　ンなにのんびりしてていーのか、とゆー気がしないでもないのだが、とりあえず、あたしはこっくりうなずいたのだった。





「──待っていたよリナくん」


　その翌よく日じつ。


　朝食をとってひと息ついて。のんびり協会へと向かったあたしを、なぜか目の下にクマをつくったエイプリルが出で迎むかえた。


「……どーしたの？


　ひょっとして昨日きのう寝てないとか……？」


「そんなところだよ。


　それよりも、さあ、こっちに来てくれたまえ」


　言って彼女は、あたしを協会の奥へと導みちびいて、一枚の扉の前で立ち止まる。


　こんっ、こんっ、とドアをノックして、


「エイプリルです」


「──入りたまえ」


　扉の向こうから男の声。


　エイプリルはノブに手をかけ、大きく開く。


　赤いじゅうたん、大きな机つくえ。部屋の隅すみには、壁かべに埋うめ込まれたクローゼット。


　決して豪ごう華かでも広くもないが、しっかりとしたつくりの一室。


　セルリアン・シティ、魔道士協会評議長室。


　机の前には、一人の男が立っていた。


　としの頃ころなら四十前後。あごひげを生はやした、どこにでもいそうなおっちゃんで、これまたどこにでもありそうな黒いローブを身にまとっている。


　──見た目は平へい々へい凡ぼん々ぼんだが、おそらくこのひとが──


「──話を合わせてくれたまえ。リナくん」


　あたしにだけ聞こえる声で、そっと小さくつぶやくと、エイプリルは部屋の中へと入ってゆく。


　とりあえず、おとなしく従したがうことにして、半歩遅れて続くあたし。


「ご紹しよう介かいします。評議長」


　と、彼女はあたしを手で指して、


「こちらは、昨日づけで私が助手として任命した旅の魔道士、リナ＝インバースくんです。


　リナくん。あちらがフラマルド評議長だ」


「──はじめまして。リナ＝インバースと申します」


「──うむ」


　一礼を送るあたしに、評議長は鷹おう揚ようにうなずくと、エイプリルに視線を向けて、


「事件のことで話がある──と聞いたが？」


「ええ。


　実じつはこのリナくんも、称号の服デイグリー・ローブを持つ魔道士なのですよ。


　そこで、評議長には一つお願ねがいがあるのですが」


「──何かね？」


「この町に、称号の服デイグリー・ローブを持っているリナ＝インバース殿どのが滞たい在ざいしている、という話を大々的に流していただきたいのです」


『……な……!?』


　あたしと評議長、二人は同時に声を上げていた。


「……ま……待ちたまえ、エイプリルくん。


　それはつまり……おとり捜そう査さをする、という意味かね!?」


　問われて彼女はうなずくと、


「噂うわさを聞きつけた犯人は、必ず彼女を狙ねらって来るはず。


　そこを──」


「……捕とらえる、というのか？」


　迷まよわず無む言ごんでうなずく彼女。


「……し……しかし……そんなことで犯人は現あらわれるのかね」


「絶対です」


　彼女はきっぱり言い切った。


「犯人は必ず現れます。この紫色の脳細胞に賭かけて」


　……いや……ンなもんに賭けられても……


「……しかしだな……


　話を流す、といってもな……


　不ふ自し然ぜんにやると、その……犯人に罠わなだと気づかれるだろうし……」


「簡かん単たんなことです。


　幸いこちらのリナくんは、魔道士のみならず、一いつ般ぱんの間でもかなり名前の知れた魔道士。


　サイン会とか握あく手しゆ会かいとか、適当な名めい目もくのイベントを開いていただき、それにリナくんが、称号の服デイグリー・ローブを着て現れる。


　それで噂はひろまります」


　──エイプリルにも言ったことだが、むろん今、あたしは称号の服デイグリー・ローブを持っていない。


　しかし彼女は、この話がはじまる前に、『話を合わせろ』と言っていた。


　さてさて一体どうする気なのか、とりあえずはお手て並なみ拝はい見けん、というところである。


「……うぅむ……しかし……」


「犯人逮たい捕ほのためには必ひつ要ような措そ置ちです」


　迷まよう評議長に押すエイプリル。


「……わかった……なんとかしてみよう」


　ため息とともにことばを吐はき出す評議長に、エイプリルはにっこりほほえむと、


「宜よろしくお願いします。


　──では、私たちはこれで」


　言ってくるりときびすを返す。


　あたしも一応、評議長に一礼を残し、彼女のあとに続いたのだった。





「──で、どーするのよエイプリル」


　場所を変え、協会近くのエイプリルの自じ宅たくで。


　部屋の扉を閉しめるなり、開かい口こう一いち番ばん、あたしは聞いた。


「あたし称号の服デイグリー・ローブは実家に置いてる、って言ったでしょ？」


「その点は心しん配ぱいないよ。リナくん」


　言って彼女は、ベッドの下から包つつみを出すと、それをテーブルの上に置く。


「開いてみたまえ」


　言われるままに、あたしはその包みを開いて──


「──昨日、協会の隔幻話室ヴイジヨン・ルームを使って、ゼフィーリアの協会と連れん絡らくを取ってね。


　──デザインの詳しよう細さいが残っていて助たすかったよ。


　こう見えても私は、裁さい縫ほうも得とく意いでね。


　昨さく夜や徹てつ夜やで、なるべく忠ちゆう実じつに再さい現げんした」


　──エイプリルの声を、どこか遠くに聞きながら──


　あたしはただただぼーぜんと、包みの中から現れた物体──フリルのついたどピンク色のローブを眺ながめていたのだ──
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（エイプリルの事じ件けん簿ぼ：つづく）
















　次回予告





　封ふうじられたはずの忌いまわしい過か去こ──時間の果はてに置おき去さったはずの悪あく夢む──


　すなわちどピンクのローブを、ふたたびリナは着ることとなるのか!?


　はたしてリナは、事件の解決とプライドのどちらを取るのか!?


　てゆーか、たとえプライド捨すてたところで、はたしてエイプリルに事件解決できるのか!?


　そして事件の犯人は!?　いやこの際さい誰だれでもいーという説はあるけどそれは置いといて！　ともあれ、次回『エイプリルの事件簿』後編を待ってくれるとうれしいような気がしないでもないっ!




エイプリルの事件簿［後編］













　あらすじ





　セルリアン・シティ魔ま道どう士し協きよう会かいで起きた事じ件けん、それはフラマルド評ひよう議ぎ長ちようと二人の副ふく評議長の持つ称号の服デイグリー・ローブが盗ぬすまれるというものだった！


　町を通りかかったリナは、捜そう査さ官かんエイプリルの助じよ手しゆとして、捜査にあたることとなったのだった！


　いかにも怪あやしげな二人の容よう疑ぎ者しや、パトリックとフラガン。


　しかし事件捜査に決め手は欠かけ、ついにエイプリルはおとり捜査を決意する！


　そして今！　リナの目の前に、どピンク色したローブが準じゆん備びされたのだった！







　世界は静せい寂じやくに包つつまれていた。


　静しずかな──静かな夜。


　宿やどの一階かいにある、酒さか場ばのざわめきさえ途と絶だえ、聞こえるものといえばただ、ときおり窓まどの外を吹ふきゆく風の音のみ。


　おっしゃああああぁぁぁっ！　今がチャアァァァアアンスっ！


　あたしは荷に物もつの入ったザックを背せ負おい、足音殺ころして窓まど辺べに歩あゆむ。


　口の中で小さく浮遊レビテーシヨンの呪じゆ文もんを唱となえ、そうっと窓を開あけ放はなち、唱えた呪文を──


「ぶっ!?」


　呪文を中ちゆう断だんして思わず吹ふき出す。


　窓を開いたその向こう、空にかかった月を背せに、佇たたずみ在あるのはエイプリル！


「残ざん念ねんだけどきみを逃にがすわけにはいかないんだよ。リナくん」


　二階の窓の外に浮うかんだままで、彼かの女じよはいつもの口く調ちようで言った。


「……な……なにゆえッ!?」


「ふっ。簡かん単たんな推すい理りだよリナくん。


　最さい初しよ、称号の服デイグリー・ローブを着ることを、あれだけいやがっていたきみが、私が説せつ得とくしているうちに、急に手のひらを返したように納なつ得とくした。


　その時。私の紫むらさき色いろの脳のう細さい胞ぼうが告つげたのだよ。


　──これはトリックだ。納なつ得とくしたふりをし、相あい手てを油ゆ断だんさせたところで、隙すきを突ついて逃げ出すつもりだ──とね」


　右手をあごに、左手を右ひじに当てたポーズのままで、彼女は滔とう々とうと語かたる。
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「きみは頭のいいひとだ。こちらがそのことに気づいている可か能のう性せいも考えるだろう。


　そうなると、脱だつ出しゆつは、見み張はりがいるかもしれない出入り口からじゃあなくて窓から、おそらく浮遊レビテーシヨンの術じゆつか何かを使って行われるだろう。


　私はそう推理したのだよ」


　……お……おにょれぇぇぇいっ！　よけーなところでカンのいい奴やつっ！


「そこで、浮遊レビテーシヨンの術が使えない私は、宿の屋や根ねからずっとロープで吊つり下がって警けい戒かいし、こうしてきみの逃とう亡ぼうを防ふせいだわけだよ」


　……あ。ほんとだ。おなかのところロープでくくってある。


　………………………………


　……ってことは……


　あたしは、したっ！　と右手を上げると、エイプリルに向かってひらひら振ふって、


「じゃ、玄げん関かんからふつーに出れば万ばん事じオッケーってことね。


　それじゃあ元気でねー♪」


「…………………………


　し………………しまったぁぁぁぁぁ！


　待ちたまえリナく……」


　ばたむ。


　あたしは窓閉しめ、カギをかけ、スキップしながらドアから外へ。


　宿は四階かい建だてだから、彼女が屋根にはい上がって降おりてくるまでは、しばし時間がある。


　余よ裕ゆうの足取りで。一し階たへと降りて、玄関の扉とびらを開けて──


「……すこし甘あまかったようだね。リナくん」


「どえぇぇええぇぇぇっ!?」


　目の前に佇たたずむエイプリルの姿すがたに、あたしは思わず声を上げていた。


　意外だったから──というだけではない。全身やたらと薄うす汚よごれ、おまけにおでこからはだくでく流りゆう血けつしていたりする。


「──ちょっ……！　ちょっとあんたっ!?」


「……ふっ。簡単なことだよリナくん。


　単たんに、持っていたナイフでロープを切って先回りしただけの話だからね……


　着地に失しつ敗ぱいしたせいで……ちょっと……痛いたかっ……


　……はうっ。」


　ことば半なかばに、いきなし、ぽてりっ、と倒たおれ伏ふす。


「ちょっとぉぉぉぉぉっ！」


　あわててあたしは、彼女に駆かけ寄よったのだった。





「いや。理り解かいしてくれて実にうれしいよ。リナくん」


「んっふっふっふっ。別に理解したわけじゃあないんだけどね」


　にこやかに言うエイプリルに、あたしは、殺さつ意いすらこもったまなざしとともにことばを送る。


　──宿での脱だつ出しゆつ劇げきがあってから数日後──


　とぉとぉこの日がやって来た。


　すなわち──


　セルリアン・シティ魔道士協会主しゆ催さいの、リナ＝インバースサイン会の日がっ！


　とーぜんあたしが身につけるのは……どピンク色した怪物体デイグリー・ローブっ！


　……い……


　いやぢゃぁぁぁぁぁぁぁッ！


　むろんあたしは心の底からいやがった。逃とう亡ぼうしようと試こころみた。


　しかし──エイプリルは、ほとんど捨すて身みでそれを阻そ止ししたのだ。


　──むろんまたまた逃げようとすることはできたが、もしそうなればエイプリルは、やはり捨て身で阻止しようとしただろう。


　……あたしが逃げようとしたせいで、エイプリルが転てん落らく死しでもした日には、それこそ毎晩夢ゆめに見る。


　さすがにそれはいくらなんでもヤなんで、しかたなく、おとなしくしていた、というわけである。


　……が……


　そのせいでピンクのローブを着たうえに、なおかつひとまえに出るとゆーのはっ！


　協会の一室にひかえ、ぶつぶつつぶやくあたしを──


　がしぃっ！　といきなり後ろから、エイプリルがはがい締じめにする！


「会場には、人もだいぶ集まってきたみたいだよ。


　──さ。それじゃあそろそろ服を着き替がえようか、リナくん」


「いぃぃいいぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


「くくくくく。もう遅おそいよリナくん。おとなしくしたまえ。きみの逃げ場は、もうどこにもないんだからね」


「あたしを追いつめてどーすんのよあんたはぁぁぁっ！　追いつめるなら犯はん人にん追いつめろぉぉぉっ！」


　──あたしの抗こう議ぎの絶ぜつ叫きようが、協会の一室にむなしくこだましまくったのだった──





「──ねーねー、ちょっと、あれ見てよ」


「何あれ？　やーねー……


　ピンク色ならかわいいとか思ってるんじゃない？


　センス悪ぅー」


「なんだろ？　ひとが集まってるけど。


　フーゾクとか？」


「まっさかぁ。あんなイロケも胸むねも何もないのが？」


『きゃははははははは♪』


　………………………………


　ぶちぶちぶちぶちぶちぶちぃっ！


　脳のうミソの血けつ管かんがグロス単たん位いでぶち切れる音を聞きながら、あたしは迷まよわず竜破斬ドラグ・スレイブの呪じゆ文もん詠えい唱しようを開かい始しした！


「うわわっ！　落ち着きたまえリナくんっ！」


「お願いですから攻こう撃げき呪文だけはっ！」


　あわてて止めに入るエイプリルと係かかり員いん。


　……っくはーっ！　くはーっ！


　あたしはなんとか呼こ吸きゆうを整ととのえ、鋼こう鉄てつのよーな自じ制せい心しんで、呪文の詠唱を中ちゆう断だんした。


　──聞こえよがしなたわ言ごとをぬかした、通行人その一からその三は、すこし離れた場所に陣じん取どって、興きよう味み津しん々しんたるまなざしを、こちらの方に向けている。


　……お……おにょれっ！　あたしだって好きでこんなかっこうしているわけではないのだっ！　そんなあたしの気持ちも知らず、無む神しん経けいなセリフを吐はきまくるとは許ゆるすまじっ！


　この場で手出しはできないが、月の明るい夜ばかりだとは思わないことであるっ！　てゆーか、月が明るくても出会ったらヤるっ！


「……え……えー、それでは……


　ただいまより、セルリアン・シティ魔道士協会主催による、リナ＝インバースさんサイン会を開かい催さいします」


　あたしの怒いかりをよそに、司し会かい者しやの魔道士が、サイン会のはじまりを宣せん言げんした。


　……ぱちぱちぱち……と、やたらまばらに拍はく手しゆが起きる。


　正しよう直じきな話、これはあくまで犯人をおびき寄せるためのイベントである。人など来ないんじゃあないか、と思ったのだが、なぜかけっこう集まっていたりする。


　ものめずらしさ、というのももちろんあるのだろうが、サイン会がはじまる以前に、すでに十人以上の人たちが並ならんでいるのだ。


　こりはひょっとして……ぢつはけっこぉ人気あるのかあたしっ！


「……よろしく……」


「あ。はいはい♪」


　最初に並んでいた、マントとローブで身と顔を隠かくした中ちゆう年ねんのおっちゃんに営えい業ぎようスマイル浮かべつつ、あたしは手にした羽は根ねペンで、羊よう皮ひ紙しに──


　……ん？


　あたしがその気け配はいを感じた刹せつ那な！


「おりゃ死ねやリナ＝インバァァァスっ！」


　吠ほえると同時に、目の前の男がナイフ片かた手てにつっかかってくる！


　しかぁしっ！　余よ裕ゆうで身をかわし、間ま合あいを取って対たい峙じする。


「──どういうつもり!?」


　あたしは言った。


　むろんあたしの称号の服デイグリー・ローブが狙ねらい──ではない。


　もしもそうなら、いきなし殺さつ気きモロ出しでつっかかってきたりするはずがない。


「知れたこと！」


　言って男は、自分のマントとローブをむしり取る！


　その下に現あらわれたのは、としの頃ころ三十前後の悪あく党とうヅラ！


「忘わすれたとは言わさんぞ！　オレの顔を！」


「忘れられるわけがないわっ！　そもそもおぼえてすらいないんだからっ！」


　あたしはきっぱり言い切った。


　おそらくは、あたしが今までにつぶした盗とう賊ぞく団だんの残ざん党とうとかなのだろうが、ンな連れん中ちゆうの顔なんぞ、いちいちおぼえているわけもない。


「……お……おのれぇっ！　バカにしやがってぇぇぇっ！」


　吠えてふたたびつっかかってくるのを、あたしはまたまた楽々かわす。


　口の中で呪文を唱え、男に向かって──


　──！


　瞬しゆん間かん。あたしはあることを思いつき、呪文を放はなつのを延えん期きする。


「──くそっ！　ちょこまかとっ！」


　吠える男を中心にまわり込み──


　おしっ！　ここだっ！


「炎の矢フレア・アローっ！」





　きゅぼごごぉぅっ！





『にゅごおぅをぉぉぉっ!?』


　あたしの放った十数本の炎ほのおの矢に直ちよく撃げきされて、つっかかってきた男と、不ふ幸こうにもたまたまその後ろの方にいた数人──あたしのことを、センス悪いだのフーゾクだの色いろ気けがないだのと言っていた連中が、悲ひ鳴めいを上げてぽてくりこける。


「ちょっと待てリナくん今何か後ろの連中狙わなかったか!?」


「……ふっ……不幸な事じ故こって、ほんっと、こわいわねー」


　小声で何やら抗議するエイプリルを無む視ししてあたしは言う。


「これもみんな、いきなり襲おそいかかってきたこの男が悪いのよっ！」


「……いやしかし……」


「──それとも──」


　なおも何やら言おうとするエイプリルに向かって、あたしは声をひそめて、


「あなたが発はつ案あんしてここの魔道士協会が主催したこの会で、あたしがわざと通行人を巻まき込んだ、とでも？


　……もしもそうなら、あたし以外にも、責せき任にん、ってもんを取らされるひとも出てくるでしょーね」


「……うっ……！」


　彼女は小さく呻うめいてから──こほんっ、とせき払ばらいをして、


「……ま……まあ、こういう不幸な事故も、世の中にはままあることだからね。


　誰だれが悪いというわけでもないよ」


「同どう感かん同感」


　こくこく大きくうなずくあたし。


　目の前に倒れた男を、協会のスタッフたちがずりずり引きずってゆく。


　エイプリルは、ふたたびせき払いをしてから、広場の人たちに向かって、


「……不幸な事故がありましたが、お気になさる必ひつ要ようはありません。悪人は無ぶ事じに成せい敗ばいされましたから。


　──それでは気を取り直して、サイン会の続きを行います。


　次の方、どうぞ」


　うながされ、二番目の男が、ずいっ、と歩み出て──


「リナ＝インバース覚かく悟ごぉっ！」


「またかぁっ！　振動弾ダム・ブラスっ！」


　ちゅどぉぉぉんっ！


　そして──二人目も石いし畳だたみの上に転ころがった。





「──結けつ論ろんから言うと──


　どうやら作さく戦せんは失しつ敗ぱいだったようだね」


　サイン会から二日がたったその日の昼。


　宿の一し階たにある食堂で出会うなり、れーせーな口く調ちようでエイプリルはそう言ったのだった。


「──ってあっさり言うなぁぁぁぁぁッ！」


　どめしゃあぁぁっ！


「げぶぅぅぅぅっ!?」


　絶ぜつ叫きようとともにあたしの放ったコークスクリューパンチは、エイプリルの顔がん面めんをまともに捕とらえていた。


　ほかの客たちがなんだか若じやつ干かんおびえた目をしてこっちの方を見ているが、それはささいなことである。


「……な……何をするんだねリナくん!?」


「どやかましいっ！」


　身を起こして言うエイプリルに、あたしは眉まゆをつり上げて、


「ひとにあぁぁんなくそはずかしいことさせといて『失敗だったね』で済すませるなぁっ！


　大体、あのサイン会にしてみても、並んでたひとの半分以上はあたしを逆さか恨うらみしたごろつき連中だったし……


　ちゃんとあたしのサイン持って帰ったひとは半分以下……


　ンなサイン会があるかぁぁぁっ！」


「──それは違ちがうよ。リナくん」


「どぉ違うってのよ」


　憮ぶ然ぜんと問とうあたしに、彼女は真しん剣けんなまなざしで、


「この二日で、きみがサインをした羊皮紙が、町はずれの木にクギで打ちつけてあったり、ゴミ捨て場に投とう棄きしてあったりするのが大量に見つかっている。


　つまり、私の鋭するどい推理によれば、サインをもらった人の大半は、ものめずらしさだけで並んでいた人間で、実じつ際さいにきみのサインを持って帰ったのはおそらく数人……」


「なお悪いわぁぁぁぁぁっ！」


　どがしゃぁぁぁっ！


「めぎゅぅぅぅうっ!?」


　あたしのパンチが、ふたたび彼女を地に這はわせた。


「……な……何を怒おこっているんだね……？」


「怒らいでかぁぁぁっ！」


　吠えてから、あたしはやや声をひそめ、


「……あんたの言った通り、おとなしくサイン会やって……


　それから二日！


　宿に泊とまっていても、犯人が、あたしの持ってる称号の服デイグリー・ローブを狙ってくる気け配はいは全ぜん然ぜんなしっ！


　これじゃあ単に、あたしが見せ物になっただけじゃないのっ！」


「……確たしかに妙みようだね……」


　ふたたびイスに座すわりなおし、エイプリルは腕うでを組み、


「……私の紫色の脳のう細さい胞ぼうが導みちびき出した作戦に、間違いがあるはずはないのだが……」


「……そーかなー……」


　……あたしとしては……こいつの言うことをカケラでも信じたこっちが間違っていたよーな気がしないでもないのだが……


「──あるいはひょっとして──


　まさか、これが罠わなだと見み抜ぬかれたとか！」


「………………をい……」


　……エイプリルのことばに、あたしの目が点になる。


「……あの……もしもし、エイプリル」


「何かね？……リナくん」


「……まさかとは思うけど……


　罠だと気づかれない、なんて思ってたんじゃあないでしょーね……？」


「……え……？」


「いや、だから……


　称号の服デイグリー・ローブ事件の捜そう査さしているまっ最中に、いきなりなぜか魔道士協会主催で、通りすがりの魔道士が、わざわざ称号の服デイグリー・ローブを着てサイン会を開く……


　これってどう考えても、『こいつの服を盗めるもんなら盗んでみろ』って言ってるよーなもんじゃない」


「……う……うむ……そういうモノの捉とらえ方もあるかもしれないね」


「……とゆーか……そーとしか考えられないでしょーが。


　犯人が、『よしその挑ちよう戦せん受けて立つ！』って性格の奴なら、のこのこ出てくるかもしんないけど………『そんな挑発に乗るか』って奴なら、とーぜん現れない……


　……ってまさかあんた……ひょっとして、そこまで考えてなかった、とか言うんじゃないでしょーね？」


「ははははは。目が怖こわいよ。リナくん。


　いやまあ、なんと言うかその」


　……やっぱし……考えてなかったのか、こいつは……


　……って待てよ……とゆーことは、まさかとは思うが──


「……ね、エイプリル……


　聞くけど、あたしがこの宿に泊まってるってこと、誰だれかに話した？」


「もちろん」


　彼女は胸を張り、


「誰にも話すわけないじゃないか。


　私自身、ここに来る時は極きよく力りよく尾び行こうには気をつけてるし、実際今ここに来るときも、誰かに尾つけられている気配がしたんで、ちゃんと撒まいてから来たんだからね」


「あほかぁぁぁぁぁっ！　極ごく秘ひにしてどーすんのよっ！


　それじゃあおとりの意味ないじゃないっ！


　犯人があたしの居い場ば所しよ知らなきゃ、やって来るわけないでしょーがっ！


　そーゆー時は、さりげなくいろんな人に、あたしの居場所をしゃべってみたり、尾行に気づかないフリしたりするのよっ！」


「なるほど……そういうモノの捉え方も……」


「こーゆーモノの捉え方しかないっ！」


「……む……むぅぅ……


　しかしこれでは、どちらが探たん偵ていでどちらが助手なのか……」


　言う彼女に、あたしはにっこりほほえんで、


「……ところでエイプリル。


　あたしにあんなくそ恥はずかしい格かつ好こうまでさせてさらしものにしたあげく、いつまでたっても犯人が捕つかまんない、なんてことになったら、あたしの怒いかりっつーもんは、一体どこに向かうと思う？


　……あ。ちなみにあたしの攻撃魔法の力は、二日前に見たと思うけど、あれで力半分ってところなんでよろしく[image: ]」


「わわわわわわわわかったよリナくん。私もそろそろ本気を出さねばならない頃ころだと思っていたんだよっ！」


「んっんっんっ。本気出せるなら最初っから本気出してね。命が惜おしけりゃ」


「はっはっはっはっ。わ、わかったよリナくん。それじゃあ私は早さつ速そく協会に戻って、きみの居場所を吹ふい聴ちようしてまわってくるよ」


　言うなりイスから立ち上がる。


「あくまでも『さりげなく』よ！　わかってるわねっ！」


　……あたしの声を背に浴あびながら、彼女はなぜか、逃げるようにそそくさと出て行った。


　……んーむ……しかし……エイプリルだけに任まかせておいたら、解かい決けつできる事件も一生解決しないよーな気がするのは、はたしてあたしの気のせいだろーか？


　こーなったらあたしも、探偵の助手役だのなんだのと言ってないで、本ほん格かく的てきに動かなければ、このままずるずるこの町にとどまるハメに陥おちいる。


　──とはいえ──


　犯人が何かの動きを見せない限かぎり、事じ態たいが進しん展てんしないこともまた、事じ実じつなのだった──





　唐とう突とつに──あたしは目を覚さましていた。


　その日の夜。宿の自室でのことである。


　感じたのだ。夜の空気に混まじって届とどく、一すじの、冷れい気きの糸のような感かん覚かく──


　すなわち──殺気を。


　反はん射しや的てきにベッドから飛び降りたその瞬間！





　ぐがぁっ！





　ベッドわきの壁かべが、轟ごう音おんとともに砕くだけ散ちった！


　攻撃呪文!?　おそらくは──振動弾ダム・ブラスか！


　──と待てよ！　振動弾ダム・ブラスといえば──！


　とりあえず、あたしはマントをひっ摑つかんで羽は織おりつつ、口の中で呪文を唱える。





　どがぁっ！





　続く呪文が、壁に二つ目の大穴を開けた。


　同時にあたしは、一つ目の穴から顔を出し、唱えた呪文を解とき放つ！


「明かりライテイングよ！」


　かっ！


「うあっ!?」


　生まれ出た光を直ちよく視ししたか、男の悲ひ鳴めいが闇やみ夜よに響ひびく。


　むろんあたしは、明りを直視していないが──その光に照てらし出されて、夜の路ろ上じように佇たたずむのは、細ほそ面おもてで黒くろ髪かみの男、容よう疑ぎ者しやその一、パトリック！


　こいつかっ！


　あたしは次の呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術で夜空へと飛び出した！


「──ちいっ！」


　あわてて逃げ出すパトリック。しかし逃がすつもりはさらさらないっ！


　気力をふりしぼってスピードを上げる！


　さほども走らぬそのうちに、パトリックはいきなり立ち止まると、ふり向きざまにこちらに向かって右手をつき出す！


　おそらく攻撃呪文を放ったのだろう──だがっ！


　がづっ！


　一瞬、小さな衝しよう撃げきが襲おそい、わずかに飛行の進しん路ろがそれて──それだけだった。


　今あたしが使っているのは、術者のまわりを風の結けつ界かいで包つつみ込み、高速飛行をする術である。パトリックの放った攻撃呪文は、その風の結界によってあっさりはじかれたのだ。


　驚きよう愕がくの表情を浮かべるパトリック。


　そこに──





　どがぁっ！





　結界をまとったままの、あたしのぶちかましが決まったのだった！





「……う……ぐっ……」


「ふっ。どーやら気がついたよーね」


　両手両足縛しばりつけ、転がるパトリックを見下ろして、あたしは腕うでを組み、言い放った。


「……うっ！　貴き様さまっ……」




[image: ]


「んっふっふっふっ……


　あたしにケンカを売ったのが運うんの尽つき。こーなったからにはもぉ言い逃のがれはきかないわよっ！


　さあっ！


　おとなしく白はく状じようしてもらいましょーかっ！


　三人の称号の服デイグリー・ローブをどこに隠かくしたのかっ！」


「……は？」


　あたしの宣せん言げんに、しかしパトリックは間の抜けた声を上げ、


「何言ってんだあんたは……？


　前にも言っただろうが！　俺おれはローブ盗とう難なん事件には関係していない！　と！」


「うそつけぇぇぇぇっ！


　だったら、なんであたしの寝ねてるところに攻撃呪文ぶち込んだりしたのよっ!?」


「二日前のサイン会っ！　あんたがそこでぶっ放した攻撃呪文の一発が、うちを直撃したからだっ！」


「……[image: ]……？」


　きっぱりはっきり言い放たれて、逆に一瞬絶ぜつ句くするあたし。


　……そー言えば……こいつの家って大通りに面めんした……広場の近くだったよーな……


　たしかにサイン会の時、あたしの撃うった攻撃呪文の流ながれ弾だまが、どこぞの民みん家か粉ふん砕さいしてたよーな気もするし……


　って、はっ！　マズいっ！　ここで弱気になったら負けであるっ！


　あたしは負けじと胸を張り、


「逆さか恨うらみもいーかげんにするのねっ！　イベント企き画かくしたのはエイプリルなんだから、恨むならそっちの方を恨むよーにっ！」


「うあ。サラっと無茶言うな。」


「どやかましいっ！


　あんたしばらく前にも、『称号の服デイグリー・ローブがもらえなかった』なんてちっちゃな理り由ゆうで、評議長の家に振動弾ダム・ブラスぶち込んだでしょーがっ！


　つまりあんたは、ちっちゃなことでも気に入らないと、相手の家に攻撃呪文ぶち込むよーな性格なのよっ！


　逆に言うなら！


　あたしがあんたの家粉砕したことも、ちっちゃなことだ、とゆーことにっ！」


「ならんならんっ！


　第一っ！　俺が評議長の家に攻撃呪文ぶち込んだのは、称号の服デイグリー・ローブをもらえなかった、なんて理由じゃないっ」


「ほぉう。じゃあどんな理由だってぇのよ？


　聞かせてもらおーじゃないの」


「……それは……」


　問われて彼は、言いにくそーに視し線せんをそらす。


「……ふっ。やっぱし口から出まかせ……」


「違うっ！　奴は……俺の大事な女ひ性とを奪うばったんだっ！」


「……えぇぇっ!?　いきなりンなヘビーなことをっ……！」


「……ジェシカは……俺の恋こい人びとは……素す直なおで自分に正しよう直じきな可愛かわいい娘こだった……


　ところがっ！


　彼女を見み初そめた評議長の『家も、好きなものもなんでも買ってやる』という言葉に、純じゆん真しんな彼女は騙だまされて……！」


「……あの……そーゆー奴って……『あっさりとモノにつられるワガママバカ女』って言わない？　ふつーは……？」


「美人だったからいーんだっ」


「あー。さいですか」


　……ったく……男ってぇのはこれだから……って……


「──ちょっと待ってよ。評議長って、奧さんとかいないの？」


「いるっ！　つまり不ふ倫りんとゆー奴だっ！


　これが許ゆるせると思うかっ!?」


「んーむ。バカ女はどーでもいーとして、たしかにそーゆーのは許せないわね……って、それっていつのこと？」


「評議長が彼女をたぶらかしたのは、ひと月ほど前のことだっ！　半月ほど前には家が完成して……あああっ！　腹立つっ！」


「……ふむふむ……で、今その家にはそのジェシカが住んでて、時々評議長がやって来る……と？」


「……ああ……」


　不ふ機き嫌げんに答えるパトリック。


　……ふむぅ……まさかとは思うけど……


「──ねえ、パトリック、あなた、『ローブを盗んだ犯人じゃないか』なんて疑うたがわれ続けるの、イヤでしょ？」


「当然だ。疑われてうれしいわけがないだろ」


「ならちょっと、手をかしてくれる？


　ひょっとしたら──全部丸くおさまるかもしんないわよ」





　ばたむっ！


　あたしが部屋の扉を開けると同時に、中にいた二人がイスから立ち上がる。


　すなわち──フラマルド評議長とエイプリル。


「……どういうことかね？　リナくん」


　あたしたちの方を見て、眉まゆをひそめて問うエイプリル。


　あたしたち──つまりあたしと、第一容疑者パトリック、そして、やせぎす中年男、第二容疑者フラガンの、合計三人である。


　場所は、魔道士協会の一室。


　エイプリルと評議長には、事件のことで話があるから、と、この場所で待つように連れん絡らくをしておいたのだ。


　……ま、探偵助手役と、最重要容疑者二人とが足並みそろえてやって来たのだ。エイプリルがとまどう気持ちもわかるが──


「どーゆーこと、って──


　こーいうことよ」


　言ってあたしは、手にした布ぬの袋ぶくろの中身を、部へ屋やの中央──テーブルの上にほうり出す。


「──こ──これはっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げる評議長。


「称号の服デイグリー・ローブ!?」


　──そう。


　テーブルの上にわだかまる、三つの色の布きれは、盗まれたはずの称号の服デイグリー・ローブ！


「なぜこれを!?　──まさか」


　エイプリルはあたしの方を見て、


「犯人はリナくん!?」


「なんでそーなるのよっ！


　……これが見つかった、ってことがどういうことか……


　もうわかるわね？


　フラマルド評議長？」


「……くっ……！」


　言われて評議長は、がっくりその場にひざをついた。


「……え!?　一体……!?」


　事情がわかっていないのが若干一名。


「つまりね、エイプリル。


　すべての事件の犯人は、フラマルド評議長だ、ってことなのよ」


「……な……！」


　さきほどパトリックとフラガンに説せつ明めいしたことを、あたしはもう一度くり返す。


「たぶん──よくあるパターンの話じゃないかと思うのよ。


　つまり。


　とある相手と浮うわ気きをしてた評議長は、自じ慢まんたらたら称号の服デイグリー・ローブを見せびらかす」


「……[image: ]っ……」


　なにやらイタいところを突つかれたらしく、うずくまったまま小さく呻うめく評議長。


「ところがっ！


　奥さんへのシットかはたまた冗じよう談だんか、相手はその称号の服デイグリー・ローブを隠かくしてしまう！


　ここであわてたのが評議長。


　称号の服デイグリー・ローブがない、ということになれば、どこでなくした、という話になり、浮気もばれるおそれがあるっ！


　ならばいっそ、盗まれた、ということにしてしまえばいい！


　短たん絡らく的てきにそう考えた評議長は、ほか二人の称号の服デイグリー・ローブを盗み、『称号の服デイグリー・ローブ盗難事件』をでっち上げたのよっ！


　……フラガンに頼たのんで、評議長の自宅の書しよ斎さいと、浮気相手の家に忍しのび込んでもらって、この称号の服デイグリー・ローブを見つけたのよ。


　これが動かぬ証しよう拠こよっ！」


　あたしのことばに、評議長は床ゆかにうずくまったまま、苦く悶もんの表情でこちらを見上げ、


「……くっ……！


　しかしなぜだ……！　いつから……なぜ私が怪あやしいと……!?」


「ふっ。最初からよ。理由はいたって簡かん単たんなことっ！」


　あたしは、びっ！　とエイプリルを指さして、


「こぉんな、脳ミソのかわりにブルーベリージャムが詰つまってそーなのを捜査官に任にん命めいした時点で、ヤル気がぜんぜんないのが丸わかりなのよっ！」




[image: ]


「しまったぁぁぁぁぁぁっ！」


「ちょっと待てきみたちっ！」


「……たしかに……カンの鋭い奴を任命して、真実にたどり着かれてはまずい、という思いがあったのは事実……」


　エイプリルの抗こう議ぎは無視し、がっくりうなだれ、言う評議長。


「……しかしそれが……こんな結けつ果かになろうとは……」


「……ま……こればっかしは、自じ業ごう自じ得とく、ってことね」


　言ってあたしは、ぱちんっ！　と指を鳴らす。


　その合あい図ずに応こたえて扉の陰かげから現れた魔道士二人が、評議長を支ささえるようにして連れてゆく。


　──二人の副評議長には、あらかじめ話を通し、人を配はい置ちしておいたのだ。


　彼を役人につき出すか否いなかは、副評議長たち次し第だいだが、これでフラマルドは、評議長の地位も失うしなうことになるだろう。


「いやいや。パトリック、フラガン、助かったわ[image: ]」


「お安いご用だ」


「礼れいを言われるほどのこともない」


　ふんぞりかえる二人に、あたしはにっこりほほえみながら、ぱちんっ！　とふたたび指を鳴らした。


　またまた出てくる魔道士たち。


「……感かん謝しやは感謝として……この二人も器き物ぶつ破は損そんと、家か宅たく侵しん入にゆうおよび窃せつ盗とうなんで役所につき出すよーに[image: ]」


「ちょっと待てぇぇぇいっ！」


「それはないだろそれはっ！」


　何やら文もん句くをたれながら、魔道士たちにずりずり連行されてく二人。


　かくて──


　部屋には、あたしとエイプリルの二人だけが残った。


「──これで事件も無事解決ね。


　……てことで報ほう酬しゆうよろしくね[image: ]　エイプリル[image: ]」


「ちょ……ちょっと待ちたまえリナくんっ！


　私はきみをあくまで探偵助手として雇やとったのであって……！」


「今回の事件！　あなたが出るほどのものじゃなかった、ってことよ」


　ことばを遮さえぎり、フォローするあたし。


　ここでへそを曲まげられて、『依い頼らい料りようなし』などとゆーことになったら台だい無なしである。


「わざわざエイプリルが出るまでのことはなかったから、助手のあたしが、ちょちょいっ、と片かたづけたのよ」


「……し……しかしそう言うわりには、さっきは脳のう味み噌そブルーベリーとか……」


「あれは思考が柔やわらかいってことよっ！


　──世の中には、もっと複ふく雑ざつ怪かい奇きな事件もごろごろしてるのよ。


　あなたの頭ず脳のうは、そういうのに立ち向かうためにこそあるのよっ」


「……そうかな……？」


　おしっ！　その気になってるっ！　もぉひと押おしっ！


「そーよっ！　だから、こんな単たん純じゆんな事件は助手にでも任まかせるべきっ！


　だからあたしのやったことは、まぎれもなく、あなたの助手としてのしごとだったのよっ！」


「そう言われれば……そんな気が……」


「でしょ？


　──とゆーわけで依頼料[image: ]」


「よし！　待っていたまえ！」


　あっさりすっかり機き嫌げんを良くし、部屋を出てゆくエイプリル。


　……ふぅ……単純で助かった……


　やがてほどなく──


「お待たせリナくんっ！」


「わーい[image: ]　依頼料[image: ]」


「経けい理りに頼たのんだが出なかったよ」


　……………………………………


　さらり、と何か、とてつもないことを言われた気がして、あたしは一瞬沈ちん黙もくした。


「……えと……今……何て……？」


「いやぁ。経理の人間によると、事じ前ぜんのちゃんとした契けい約やくがないと出せない、とか言うんだよ。


　本当に残念だよ」


「……って……たしか最初……金貨二十枚は確かく実じつ、って……？」


「うむ。私の推理によれば金貨二十枚くらいは確実に出るのではないかと……」


「単なる当てずっぽうかぁぁぁぁっ！」


　どがしゃあああっ！


「うあああっ！　リナくん何をいきなり暴あばれだすんだぁぁぁっ!?」


「どやかましいぃぃぃぃっ！」





　──かくて──


　この、恥はじさらしまくった上に依頼料なしといういまわしい事件は、セルリアン・シティ魔道士協会応おう接せつ室しつの壊かい滅めつとともに、幕まくを下ろしたのだった──





　──どちくしょう。







（エイプリルの事件簿：おわり）





プライド・オブ・ダークネス［前編］







「──静しずかね──妙みように──」


　つぶやいたあたしの声は、夜や気きの中ににじんで溶とけた。


　生おい茂しげる木の葉の間はざまから満天の星空が見えている。


　……ばちっ……


　たき火が小さな音を立て、はじけ──聞こえる音といえばそれくらい。


「……たしかに……


　虫や夜や鳥ちようの声も聞こえない、っていうのはおかしな話ね」


　たき火の向こうで旅の連れ──とゆーか、金魚のふんとゆーか寄き生せい虫ちゆうとゆーか、とにもかくにも腐くされ縁えん、白蛇サーペントのナーガが、シリアスな顔でうなずいた。


　……予定では明日あしたの朝ごろが、本ほん格かく的てきなしごとはじめの時間になるはずだったのだが……このぶんでは少々、スケジュールがくり上がりそうである。


「……わざわざお出で迎むかえしてもらえるとは思ってなかったわね……」


　言ってふり向いた、あたしの視し線せんのその先に──


　それはいた。





　あたしとナーガの二人が町についたのは、その日の昼ごろのことだった。


　決して小さくはない──しかし、うらさびれた陰いん鬱うつな空気が漂ただよう町。


　客の少ない食しよく堂どうで、陰いん気きなおやじが調ちよう理りして、陰気なウェイトレスの持ってきた食事をとっているそのうちに──


「……お食事中、突とつ然ぜんに申もうし訳わけありませんのじゃが……」


　横手からかかった声にふり向けば、そこに立っていたのは、陰気な顔の老ろう人じんだった。


『……はい……？』


　あたしとナーガは、とりあっていたロースト肉にフォークをつき刺さしたポーズのままで硬こう直ちよくし、同時に声を上げていた。


「……わしはこの町の町長をやっておる者なのじゃが……


　お二人は……魔ま道どう士しの方とお見み受うけするのですが……」


「……まあ……たしかに……」


　言ってあたしは、右手のナイフでロースト肉を、あたしのフォークが刺さっているところが大きくなるように切りわける。


「魔道士だけど──何の用？」


　言いながらナーガの操あやつるナイフが、あたしのフォークが刺さっている部分だけを小さく切り取った。


　──さすがにやるっ！


「……実じつは……


　無む理りを承しよう知ちで、お二人にお願ねがいしたいことがあるのですが……」


　しかしあたしは右手のナイフで、切り離はなされた大きなパーツを突き刺し、強ごう引いんに自分の取り皿へと運ぶ！


　ナーガの瞳ひとみに痛つう恨こんの色。


「……くっ……！　さすがにやるわねリナ！


　けど今のはマナー違い反はんよ！」


「んっふっふっふっ。一つの肉に二人でフォーク二本おっ立ててる時点で、すでにじゅーぶんマナー違反のよーな気はするけど……


　そんなこといちいち気にしてちゃあ、あんたと同じテーブルは囲かこめないわよっ！」


　あたしとナーガ、二人の視線が一いつ瞬しゆん、火花を散らし──


「……あぁぁぁぁ……やっぱりそうじゃ……」


　ため息とともに流れ出た。魂たましいをひきさかれるような悲ひ痛つうな呻うめきに、あたりの温度が一気に下がる。




[image: ]


　町長は、テーブルのそばでぐったりうなだれて、


「……わしのような老おい先短い年とし寄よりの言うことなど……若い者は誰だれも聞いてはくれん……町長などと持ち上げられていても……しょせんは体ていよくやっかいごとを押おしつけられるだけの役……


　……わしの人生……


　……一体何じゃったんじゃろうなぁ……」


「……あの……？」


「もしもし……？」


　さすがにその陰気さに耐たえきれず、あたしとナーガは食事の手を止め、声をかけた。


「……えっと……何か話がおありのようですね……？」


　無む視しすることはできるのだが、横でえんえんと年寄りにぐちを垂たれられては、ごはんをおいしく食べられない。


　相あい手てが若いにーちゃんやねーちゃんならば、『どやかましいっ！』のひとことでぶっ飛ばしても、さしたる問題はないのだが、なにせ相手はよぽよぽのお年寄り。ぶっ飛ばしてぽっくり逝いかれた日にゃあ、とことん困こまったもんである。


　あたしの呼びかけに、町長は、じっとりとしたまなざしをこちらに向けて、


「……話を聞いてくれるかの……？」


「ふっ。どうやら聞いてあげないことには、落ち着いて食事もできないみたいだし。


　いいわ。


　この白蛇サーペントのナーガとその他一名が、話を聞いてあげるわよ。陰気な町長さん」


「『陰気』とは人聞きの悪い……


　……どうして最近の若い者は、こぉも相手に面めんと向かって無む神しん経けいなことを……」


「そこらへんが陰気ぢゃぁぁぁぁっ！」


　またまたぶちぶちつぶやきはじめる町長に、あたしはすかさずツッコミ入れて、


「……で？


　それより、何か話があるんでしょ？」


「……おお……そうじゃそうじゃ……


　……実はのぅ……


　今からひと月ほど前のことなんじゃが……


　西の山の中に猟りように行ったもんが、そこに、大きな城しろを見つけた……


　それが、すべてのはじまりじゃった……」


「城……？」


　町長のことばに、あたしは思わずおうむ返しにつぶやいた。


　町長は、こっくりと首を縦たてに振ふり、


「そやつは、その二、三日前にも同じあたりを通ったんじゃが……その時は、むろんそんなものなどありゃあせん。


　ほんの数日の間に、いきなり城が建たったんじゃ」


　……いや……数日の間に……って……


　それがどれくらいの規き模ぼの建たて物ものなのかは知らないが、一いち応おう『城』というからには、それなりの大きさはあるはずである。


　ンなものを、たった数日で建てることなど絶ぜつ対たいに不ふ可か能のうである。


　──普ふ通つうなら。


「……町に帰ってきた猟りよう師しは、皆みなにこの話をした。


　──むろん皆は信じんかった。


　……町に吸血鬼ヴアンパイアたちが現あらわれるまでは……」


『吸血鬼ヴアンパイア!?』


　町長のことばに、あたしとナーガは、思わず声を上げていた。


　──吸血鬼ヴアンパイア──


　あまりにも有名な彼らについて、多くを語る必ひつ要ようはないだろう。


　人の血を啜すすることによって生き続け──いや、在あり続けることのできる不死なるものアンデツド。


　半なかば永えい遠えんに近い命と果はてしない再生力。人間をはるかに上回る力と魔ま力りよくとを持ち──


　太陽光ダメにんにくキライ、十じゆう字じ架かニガテで流れ水の上通れない、とゆー幼よう児じのよーなワガママオンパレード。


　強いんだか体弱いんだか、よくわからん連れん中ちゆうである。


　そして彼らをもっとも特とく徴ちようづける点──すなわち、吸血によって死し亡ぼうした者もまた、同じ吸血鬼ヴアンパイアとなって甦よみがえることこそが、彼らの最大の恐きよう怖ふだった。


　……ま、あたしやナーガにとっちゃあ単たんなるザコだけど。


　しかし普通の人にとっては、たしかにそれは、恐怖以外のなにものでもないだろう。


「……じゃあ……この町が、ミョーにさびれてるのは……？」


　尋たずねるあたしに、町長はこっくりうなずいて、


「……多くの町の者たちが、吸血鬼ヴアンパイアたちからの害がいをおそれ、はやばやと町を捨すてて出てゆきました……


　……吸や血つ鬼らは時々、群むれで現れて、わしらをあざわらうように町の中をねり歩いてゆくのです……


　……わしらを……なぶって楽しんでおるのです……


　……今はまだ、これといって被ひ害がいも出てはおりませぬが……奴やつ等らが……わしらがおびえるのを見るのにあきた時……」


「──本格的な殺さつ戮りくが始まる──ってわけね」


　さらりと言ったナーガのことばに、町長の体が小さく、びくんっ！　とふるえる。


「……おそらくは……


　──むろん、領りよう主しゆ様さまのもとへ訴うつたえは出しました。


　しかし一いつ向こうに、軍ぐん隊たいが討とう伐ばつにやって来てくれる気け配はいはありませぬ。


　……いつ来てくれるかもわからぬ軍隊をあてにしておる時間はありませぬ。


　吸や血つ鬼らがいつ、気まぐれを起こして襲おそってくるかもわかりませぬから……


　……そこでその……


　あなたがたへのお願ねがいと申しますのは……ほかでもない……その……」


　言いにくそうに、町長は口の中でもごもごとつぶやく。


　──しかし──皆まで言う必要はない。


　吸血鬼ヴアンパイアといえば、たんまりお宝たからをため込んでいるかもしれないし、何より、こんなヘビーな話を聞いて無視したとあっては、いくらなんでも寝ね覚ざめが悪い。


「──言っときますけど──」


　言いながら、あたしは町長さんにウインクひとつ。


「結けつ構こう値ねが張はりますよ。吸血鬼ヴアンパイアたちの退たい治じ料りようって」





「──こんな所でレディが二人、野の宿じゆくとは……いささか物ぶつ騒そうではありませんか」


　ゆっくりと。


　あたしとナーガは立ち上がり、その男と対たい峙じした。


　黒い服とマントに身を包んだ、見た目は二は十た歳ちほどの長身の男だった。


　ハンサムと言っていい顔立ちに、やわらかな金髪ブロンド。


　血と同じ色をした両の瞳ひとみが、男の素す性じようを物もの語がたっていた。
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　──吸血鬼ヴアンパイア──


「……なるほど……


　あんたみたいな物騒なのがうろついてる、ってわけね」


「この私を物騒とは──心外ですね」


　あくまでキザな口く調ちようで彼は言う。


「ふっ。ずいぶんと余よ裕ゆうね」


　ナーガが大きく胸むねを張はり、ずいっ、と一歩前に出て──びしぃっ！　と相手を指ゆびさし、


「しかぁぁぁぁしっ！


　この白蛇サーペントのナーガが来た以い上じよう、あなたたちももうおしまいよっ！


　一体何をたくらんでいたのか知らないけれど、これが年ねん貢ぐのおさめどきと観かん念ねんすることねっ！」


　声たからかに言い放はなつ。


　そして──


「……ふ……


　ふはははははははは！」


　吸血鬼ヴアンパイアの哄こう笑しようが夜空にこだました。


「……いや……失礼……


　あまりにも誤ご解かいがありすぎたようですので、つい……


　我われ々われがここで何をやっているかもご存ぞん知じないとは……


　──いいでしょう！


　ならば教えてさしあげましょう！


　我われ等らの崇すう高こうな目もく的てきを！」


　言って、ばさりっ！　とマントをはためかせる。


　夜にはばたく怪け鳥ちようのように。


「かつて人間だったとはいえ、我々吸血鬼ヴアンパイアは、人間をはるかに超ちよう越えつした存在！


　つまり、人間よりも高こう等とうな種しゆ族ぞくと言っても差さし支つかえはありません！」


　……なるほど……下等種族には従じゆう属ぞくか死、というわけか……


　夜の中で、男は朗ろう々ろうとことばを続けた。


「しかしっ！


　その高等種族が、下げ品ひんなふるまいに及およんでよいものでしょうか!?


　答えはもちろん否いな！


　人間を見み下くだしておきながら、その人間に、『化け物』だの『おぞましい』だのと言わせておくのは我々のプライドが許ゆるしません！


　そこでっ！


　我々は、高等種族にふさわしい、紳しん士し淑しゆく女じよとしての礼れい儀ぎ作さ法ほうを修しゆう得とくするべく、この地で修しゆ行ぎようをしているのです！」


『……はい……？』


　思わずつぶやくあたしとナーガ。


　かまわず続ける吸血鬼ヴアンパイア。


「その名もヴァンパイア・ハイソサエティ・クラブ！


　……あ。申もうし遅おくれました。


　私、営業のアレクサンドル＝ニコルソンと申します。


　……そもそも従じゆう来らいの吸血鬼ヴアンパイアの中には『闇やみの貴き族ぞく』などと自じ称しようしながら、いささか礼儀に欠かけた者が多かったことは事じ実じつです。


　これでは、いくら大たい層そうなことを言ったところで、人間の方かた々がたに我々の実じつ像ぞうを認みとめてもらえるわけがありません。


　そこでっ！


　当ソサエティ・クラブでは、『貴族』の呼び名にふさわしい礼儀作法の教きよう育いくと訓くん練れんを行うことによって、以前は『凶きよう暴ぼうな坊ぼうや』などと呼ばれていたヴァンパイアが、見み違ちがえるようなジェントルメェンに大変身。


『ひらかれたヴァンパイア』をモットーに日夜活かつ動どうを続け、ゆくゆくは人間との共きよう存ぞん共きよう栄えいを望のぞんでいるのです！」


「……はあ……」


　眉み間けんにシワを寄よせたまま、あいまいなあいづちを打つあたし。


　……いや……ひらかれたヴァンパイア、って……ンなもんひらかれても……


「……えっとつまり……


　近くの町とかに、別に悪さをするつもりはない、と……？」


　あたしの問いに、アレックスは、無意味ににこやかな笑え顔がおを浮かべ、


「はっはっはっ。もちろんですとも。


　……と、私が口先で申し上げたところで、とうてい信じてはいただけないでしょうから……いかがです？


　これからおいでになって、こちらの活動をご覧らんになっていただく、というのは？」


『…………』


　あたしとナーガは、しばし無む言ごんで顔を見合わせる。


　むろん、あたしたちを誘さそい込む罠わな、という可か能のう性せいも充じゆう分ぶんに考えられるのだが──


　もしもそうなら、そんな罠などぶち破やぶるのみっ！


「わかったわ。


　それじゃあご招しよう待たいに応じましょう」


　言ってあたしは、こっくりうなずいたのだった。





　──それはまさに、『城』と呼ぶにふさわしいものだった。


　巨きよ大だいな建たて物ものに立ち並ならんだ尖せん塔とう。屋や根ねの高いそのつくり。


　──ただ、普通の城と決定的に違うのは、妙みように人の気け配はいがしないことと、山と山とのその間に、身をひそめるように建っていることだけ。


「──どうぞ。こちらに」


　言って、アレックスが軽く押おしただけで、やたらデカくて重そうな玄げん関かんの扉とびらは、いともたやすく奥おくへと開く。


　その奥は、皓こう々こうと魔法の明りが灯ともる玄関ホール。


「……へえ……結けつ構こうちゃんとしたところね」


　扉をくぐりながらつぶやくあたしに、アレックスはにこやかに笑いながら、


「はっはっはっ。


　お気に召めしていただけて光こう栄えいですよ。


　なにしろここを造つくるのには、十日近くもかかりましたからね」


「十日？」


　思わずあたしは問い返す。


　町長さんは、たしか『数日』と言っていたはずだが……？


「ええ。


　建物自体は、まず設せつ計けい図ずを引いて──


　それがすんだら、あとはその通りに、魔力で地精ベフイモスに干かん渉しようしてやるだけですから、ふた晩ばんほどで完かん成せいしたのですが──」


　なるほど。彼はいわば、石人形ゴーレムの作さく製せい術じゆつを応用したのである。


　人間をはるかに超こえた吸血鬼ヴアンパイアの魔力があれば、この程てい度どの城など、ふた晩程度で築きずくこともできる、ということか。


「──まあ、そのあとの内ない装そうが結構大変でしたけどね。


　なにしろこればかりは、魔ま術じゆつでどうにかなるものでもありませんから。


　しかも我々は、夜しか出歩けませんから、いろいろと大変でしたよ。実じつ際さい」


「結構苦く労ろうも多いのね」


　あたりを眺ながめながら、まるっきりひとごとの口調で言うナーガ。


　広い玄関ホールは、ひとけこそないものの、天てん井じようも高く、じゅうたん、シャンデリアなどの調ちよう度ど品ひんなどもそろっている。


「ははははは。まあ、それほどでも。


　──では、うちのインストラクターをご紹しよう介かいいたします」


　言うとアレックスは、ぱんっ！　ぱんっ！　と二回手を叩たたき、


「マリアテーゼさん！　マリアテーゼさん！」


　拍はく手しゆと呼ぶ声のこだまが玄関ホールに響ひびき、それが薄うすれて消える頃ころ──


「──お呼びになりまして？　アレクサンドル様」


　ホール正面の扉を開けて姿を現あらわしたのは、一人の女性だった。


　やはり見た目は二十歳前後。銀髪プラチナブロンドの美人で、黒いシックなドレスに身を包んでいる。


　……やっぱし目ン玉赤いけど……


　彼女は楚そ々そとした足取りで、あたしたちの前にやって来ると、ドレスのすそをつまんでぺこりと一礼。


「はじめまして。


　わたくし、当ソサエティ・クラブのインストラクターを務つとめさせていただいておりますマリアテーゼ＝ハインラインと申します」


「……あ……リナです」


「ナーガよ」


　つられて自じ己こ紹しよう介かいするあたしたち。


「マリアテーゼさん。こちらは、施し設せつ見けん学がく希き望ぼうの方たちなんですよ。


　ご覧の通り人間の方ですが。


　我々がどのような活動をしているのか、案あん内ないと説せつ明めいをお願いしたいのです」


「喜よろこんで。


　──それではナーガさん、リナさん、こちらにどうぞ」


　ドレスのすそを優ゆう雅がにひるがえしてきびすを返し、楚々たる足取りで歩きはじめる。


　しかたなく、あとをついてゆくあたしとナーガ。


「──では、どうぞごゆっくり」


　後ろからかかるアレックスの声。


「──当上流社交界ハイソサエテイクラブの主しゆ旨しは、もうお聞きになりまして？」


　歩きながら問うマリアに、あたしはあいまいに、


「……なんか……上流社交界っぽいハイソなヴァンパイア・ライフを送って人間と共存共栄とか……」


「その通りですわ」


　肩かた越ごしにふり向き、彼女はにっこりほほえんで、


「わたくしどもとしても、『怪物モンスターの一種』などという呼ばれ方をされるのははなはだ不ふ本ほん意いですし。


　ですから、まずはイメージの改かい変へんから、というわけですのよ。


　……けどこの、わたくしたちの呼び名……『ヴァンパイア』というのが、わたくし、どうにも気に入りませんの。


　だってちっともハイソな感じがしないんですもの。


　特に『ヴァ』のあたりが。『ヴァ』ですわよ『ヴァ』。


　ハイソどころか野や蛮ばんなイメェジきわまりないと思いませんこと？


　できればもっと、ハイソなイメェジの漂ただよう呼び名にしていただきたかったものですわ。


　フランソワ、とかアルフォンソとか……


　お二人はどう思われます」


「……えっと……」


「その……」


　いきなり話をふられて、思わずことばを濁にごすあたしたち。


　……いや……どぉ……って聞かれても……


　とりあえず、人間の生き血を吸すう種族の呼び名がフランソワとかはイヤだろ。きっぱりと。


『夜な夜な町を襲おそうフランソワ』とか『〇〇の娘むすめさんがフランソワに血を吸われて』とか……めちゃめちゃ違い和わ感かんあるし……


　とはいえ、今ここでケンカを売ってもしかたない。


「……まあたしかに……ヴァンパイア、とゆーことばの響ひびきって、あんましいいイメージがないのは事実ですね……」


　とりあえず、あたしはぶなんな答えを返しておく。


「でしょう。


　──あ。とりあえずこちらがわたくしたちのトレェニングコォスです」


　言って彼女は、近くの扉を、優ゆう雅がでハイソなしぐさで開いたのだった。





　──案内された練れん習しゆう場じようは、なんとゆーか、めちゃめちゃ普通のシロモノだった。


　ことばづかいの練習、正しい発音、洋服の着付け、エトセトラエトセトラ……


　本を頭の上に載のせて、姿し勢せい良く歩く練習場で、『落ちかけた本を念ねん動どうでなおしちゃいけませんっ！』などと注意されている生せい徒とがいるところが、ちょっぴし違うといえば違うところだろーか。


「……全員ドレスは黒いのね」


　ひと通り練習場を見てまわったあと。


　ナーガがぽつりと漏もらしたつぶやきに、マリアはうなずき、


「ええ、その通りです。


　人間の裕ゆう福ふくな方の中には、宝石類や金銀をこれ見よがしに身につけて、気取ってらっしゃる方も多く見受けますけど……」


「ふっ。なるほど。


　真の高こう貴きさは自らの裡うちからこそにじみ出るもの、と言いたいわけね」


　ナーガのことばに、マリアは満まん面めんの笑えみを浮うかべ、


「ええ！　全まつたくその通りですわ！


　よくおわかりになっていらっしゃる！


　そして黒という色こそが、自らの本ほん質しつを如によ実じつに引き出す色なのですわ！


　……するとあなたのお召めし物が黒いのも、やはり……」


「当とう然ぜんよ！


　ほーっほっほっほっほっ！」


「まあ。おほほほほほほほほ！」


　ナーガにつられてマリアもまた、どこからともなく取り出した羽は根ね扇せん子すで、口元を覆おおって高笑い。
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「──ふっ。あなたの高笑いもなかなかよくってよ！」


「あらそんな、ナーガさんったら」


　……うあ……意い気き投とう合ごうしてるし……こいつら……


　しかし……ナーガの身につけてる、服とゆーよりむしろ『変な布きれ』と言った方がいいよーなシロモノを『お召し物』とか言うかこのひとは……？　いや、いくらハイソなことばづかいを心がけているとはいえ……


　──しかし──相手は何をどう言ったところでやはり吸血鬼ヴアンパイア。


　うちとけているところ悪いが、やはりはっきりと聞いておかねばならないことがある。


「──ところでマリアさん──」


「あ。いけませんわリナさん」


　あたしのことばを遮さえぎって、彼女はわずかに眉まゆをひそめ、


「ハイソな場では、相手の名前を勝手に省しよう略りやくなさるのはマナー違反ですわよ。


　マリアテーゼ、とお呼びくださいな」


「……わ……わかったわ……


　……で……聞きたいんだけど……


　ここから少し離れた町に、時々、夜中に集団で出かけられると聞きましたけど……


　あれは一体何の目的で？」


「ああ。


　あれは、実習を兼かねて、町のかたたちとの親しん睦ぼくを深めようという企き画かくですのよ。


　危き害がいは加くわえません。仲良くいたしましょう、と呼びかけているのですけれど……


　なかなかご理り解かいしていただけなくて……」


　……なるほど……たしかに町の人たちからしてみれば、吸血鬼ヴアンパイアの群むれに『危害は加えん仲良くしよう』などと言われても、からかわれている、としか思えないだろう。


　──しかし──


「それともう一つ──」


　最もつとも──重じゆう要ような質しつ問もんが残っていた。


「あなたたち、お食事はどうなさってるんです？」


　本質をずばりと突ついた質問に、彼女の動きが凍こおりつく──


　かと思いきや。


「ええ。


　宵よいの口と夜明け前に二度。


　なるべく規き則そく正ただしい食事を心こころ掛がけておりますのよ」


　いともさらりと言い放はなつ。


「主食はもっぱらサラダとかですわね。


　……従来のヴァンパイアは、相手の首くび筋すじにかぶりついて血を吸う、という方法が有名ですけれど……


　ひとさまの首すじにかぶりつく、なんて、全然ハイソじゃありませんわ！


　おお、いやだ！


　要は、何かの生せい命めい力りよくを摂せつ取しゆすればよいのですから、生野菜サラダとか肉や魚のお刺さし身みで十分ですのよ」


　……そーゆーもんなのか……？　おい……


　それじゃあ長い歴れき史しの中で、吸血鬼ヴアンパイアに血を吸われた人たちの立場って一体……？


「まあ確たしかに、血の味というのが一番わたくしたちの嗜し好こうに合うのですけど……


　とりあえず、温あたためたトマトジュースに塩と砂さ鉄てつを溶とかすだけで、かなり近い味になっておいしくいただけますから、何も問題はありませんわ。


　──あ、もちろん、お香こう茶ちやとかも普通にいただきますのよ。


　よろしければいかがです？　ご一いつ緒しよに。


　そちらにティールームもございますから」


「……はあ……」


　うながされるまま、あたしとナーガは、そのティールームとやらへ向かった。


　出された香茶は──見た目も香りも、ごく普通のもの──


　いや、ヘタな店のものよりも、よっぽどいい香りと色とをかもし出していた。


「さ。どうぞ」


　にこやかに促うながされ、あたしはおそるおそる、優ゆう美びなデザインのティーカップを口へ。


　おかしなものが入っているような味はしない──というか──


「……おいしい……」


　あたしは思わずつぶやいていた。


「あらあら。お気に召していただけてうれしいですわ。


　ナーガさんは──」


　言ってマリアはナーガの方に目をやり──


　その顔に、驚きよう愕がくの色がひろがった。


　……ナーガはただ、普通に香茶を飲んでいるだけだが……？


「──素す晴ばらしいですわ！」


　マリアの感かん激げきの声があたりに響く。


　うっとりとした表情でナーガを見つめ、


「素晴らしいですわナーガさん！


　香茶をお飲みになる時の、その姿し勢せい、手の運び、カップの傾かたむけ方！


　すべてが洗せん練れんされていますわ！


　特に！


　カップを持つ手の小指が一本立っているところがいかにもハイソな感じですわ！」


　……そーか……？　そーなのか？　ハイソサエティっつーのは小指が立ってるかどーかで決まるもんなのか……？


　困こん惑わく顔がおのあたしをよそに、マリアはナーガに詰つめ寄よると、


「あなたほどの方は、当クラブにもほとんどおりませんわ！


　まさに真のハイソと呼ぶにふさわしい方！


　……ああ……でも、これほどの方が普通の人間をやってらっしゃるなんて……


　──そうですわ！


　いかがです、ナーガさん、ここは一つ思いきって、あなたも吸血鬼ヴアンパイアになってごらんになっては!?」


「──えぇえっ!?」


　この提てい案あんには、さすがにナーガも声を上げる。


「そうしましょう！


　絶対それがいいですわ！


　あなたのような方においでになっていただければ、クラブの格かく式しきもずっとグレェド・アップしますわ！


　ぜひそうなさってくださいな！」


「……いや……それはちょっと……」


「まあまあ、そうおっしゃらずに。


　──試ためしに三か月ばかり吸血鬼ヴアンパイアになってごらんになっては？


　今吸血鬼ヴアンパイアになられた方には、抽ちゆう選せんで高級石せつ鹼けんや観かん劇げきのチケットも当たりますわよ！」


　……安い吸血鬼ヴアンパイアだなオイ……しかも抽選だし……


「試しに……って、一いつ旦たんなったら戻れないでしょうがっ！


　わたしはとりあえず、その気はぜんぜんないから……


　……ってリナ！　見てないでなんとか言ってよ」


「いやいや。


　人生はそれぞれの人が決めるもの。


　あたしが横から口出ししちゃあ、それこそマナー違い反はんってもんでしょ」


　言って香茶をひと口すする。


「ちょっとリナぁぁぁぁっ！」
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　……うーん、……ナーガが困ってるのを眺ながめてるのは、たしかに楽しいと言えば楽しいのだが……ナーガを絶ぜつ賛さんする一方、あたしにはハナもひっかけない、とゆーのが、そこはかとなく腹はらが立つよーな気も……


　──ま、『じゃあリナさんもぜひ吸血鬼ヴアンパイアに』なんぞと誘さそわれても、たしかにひたすら困るのだが……


「……あ……！」


　しかしあたしのそのことばに、マリアは胸を衝つかれたように顔を上げ、


「……そう……そうですわね……


　リナさんのおっしゃる通り……


　無理矢理ひとに勧すすめるのは、ハイソとは言えない行こう為いでしたわね……


　ごめんなさいね。ナーガさん」


「……ふっ……わかってもらえればいいのよ」


　にじんだ汗あせをぬぐいつつ、安あん堵どの吐と息いき混まじりに言うナーガ。


　マリアはあたしの方に向き直り、


「……ごめんなさいリナさん。


　わたくし、あなたを見み損そこなっておりましたわ。


　あなたがこれほどマナーをわきまえられた方とは……


　──どうです？　あなた吸血鬼ヴアンパイアに……」


「あたしを誘うなぁぁぁぁっ！」


　──などとやっていると──


「──失礼」


　いきなりの声に目をやれば、一体いつの間に現れたのか、そこには戸口に佇たたずむアレックスの姿があった。


　心なしか、その表情が引きつっている。


「──どうなさったの？」


　ただならぬ様よう子すを感じ取り、問うマリアに、彼は硬かたい口調で、


「……外を巡じゆん回かいしていて発見したのですが……軍ぐん隊たいがこちらに向かっています……」


『……な……!?』


　あたしとナーガとついでにマリア、三人は同時に声を上げていた。


「……ど……どういうことですの……？」


「──そうか……！」


　マリアのあせりの声に、あたしの声が続いた。


　マリアとアレックス、二人の視線がこちらに集まる。


　あたしは二人に交こう互ごに目をやり、


「あなたたちが時々行ってるあの町のひとたち──


　あなたたちがいつか危き害がい加えてくると思って、領主に助けを求めてたのよ！


　……いつまで経たっても軍隊来ない、って言ってたけど……


　今ごろになってやって来たのよ！」


「そんな……！」


　困惑の表情を浮かべるアレックス。


「私たちに戦たたかうつもりなどありません！


　……かといって……話し合いができる状じよう況きようでもなさそうですが……」


　ここにはそれなりの数の吸血鬼ヴアンパイアがいる。彼らが本気を出せば、ちょっとした数の人間の軍隊など、あっさり壊かい滅めつさせることができるだろう。


　だが、彼らに戦う気がないとなれば──


「──とりあえず──


　状況が見える場所ってある？」


「こちらに」


　あたしの問いにアレックスが答え──


　彼の案内で一同は、城の三階にあるテラスへとたどり着いた。


　そこからあたりを見み渡わたせば──


　連つらなる山々、茂しげる木々、


　無数の星を零こぼした夜空。


　そして──


「……あれが……」


　森の一角に目をやってあたしは呻うめく。


　黒い影かげと化した大地の中に、ひろがるオレンジ色の染しみ──


　それは、たいまつをかかげてこちらに向かう、無数の人の群むれだった。







（プライド・オブ・ダークネス：つづく）
















　次回予告





　城へと迫せまり来る軍を、リナとナーガは果はたして一体どうするのか!?


　とゆーか、ふと気がつくと、めっきり吸血鬼ヴアンパイアたちの味方してるけど、それでいーのか二人とも!?


　いやそれ以前に本当にそーいうライフスタイルでいーのか吸血鬼ヴアンパイア!?


　人と吸血鬼ヴアンパイア、異い種しゆ族ぞくの間に横たわる課か題だいを赤せき裸ら々らに描えがいた問題作（いやそんなたいそーなもんでは決して）『プライド・オブ・ダークネス』後編!


　夏場は暑いががまんして待て!




プライド・オブ・ダークネス［後編］













　あらすじ





　毎夜町に現あらわれて、人々を恐きよう怖ふに導みちびく吸血鬼ヴアンパイアの群むれ！


　町長の依い頼らいで退たい治じにおもむくリナとナーガの前に現れた吸血鬼ヴアンパイアアレクサンドルは、自分たちを人間よりも高こう等とう種しゆ族ぞくと断だん言げんする！


　その高等種族が下げ品ひんなまねをしていいはずがないっ！　よって我われ等らはここで紳しん士し淑しゆく女じよとしての上流社交界ハイソっぽい礼れい儀ぎ作さ法ほう教室を開いており、町に出るのも実じつ地ち研けん修しゆうだと！　案あん内ないされた城しろの中では、インストラクターのマリアテーゼのもとで、いつかは人間との共きよう存ぞんを目ざし、礼儀作法の修しゆ行ぎようにいそしむ、吸血鬼ヴアンパイアたちの姿すがたがあった！


　なんか違ちがう、とリナとナーガがためらううち、領りよう主しゆが放はなった討とう伐ばつ軍ぐんとおぼしきたいまつの群れが、吸血鬼ヴアンパイア城じように迫せまりつつあるのだった！







　風にふるえる水面みなものように、ゆらめく炎ほのおのじゅうたんは、ゆっくりと、しかし確かく実じつに、こちらに向かって近づいていた。


「……どういたしましょう……!?」


　すがるように問うマリアに、アレックスはしばし沈ちん黙もくし──


　視し線せんをこちらへと向ける。


「ごめんパス」


　彼が口を開くより早く、あっさりきっぱり言ったあたしのことばを無む視しし、


「お二ふた方かたそれぞれに、さきほど香こう茶ちやをお飲みになっていたティーカップ一いつ杯ぱいぶんの砂さ金きん。ことなきを得たらさらにもう一杯ぶん──


　依い頼らい料りようはこんなところでいかがでしょう」


　ぴくっ。


　あたしとナーガ、二人が同時に小さくふるえる。


　何の話かは言うまでもない。


　同じ人間のよしみで、あの一いち群ぐんを説せつ得とくするかだまくらかすか──ともあれ、吸血鬼ヴアンパイアたちとの衝しよう突とつをなんとか回かい避ひさせてくれ──


　アレックスの紅あかい瞳ひとみは、たしかにそう訴うつたえていた。


　面めん倒どうごとをいやがって、言われる前にことわったあたしたちに、依頼料はちゃんと払はらう、と彼は言ったわけである。


「……うーん……」


　あたしはあごに指当て、考えて、


「……けど……あれがもしあたしの予よ想そう通どおり領主ロードの軍ぐん勢ぜいなら、あたしやナーガが説得した程てい度どでどーにかなるもんじゃあないわよ」


「──ふっ。何を言ってるのかしら。リナ」


　あたしの悩なやみを、しかしナーガは鼻はな先さきで笑わらい飛ばし、アレックスとマリアに目をやって、


「要は、あなたたちとあの軍ぐん隊たいが衝突するのを避さければいいだけの話でしょ？」


「ええ。そうです」


　言われてナーガは胸むねを張はり、


「ふっ！　ならばっ！


　このわたしとリナの攻こう撃げき呪じゆ文もんであの連中を吹ふっ飛ばせばすむだけの話っ！」


「すむかぁぁぁぁっ！」


　一いち同どうを代表してツッコミを入れるあたし。


「第一っ！　ンなことやったら、あたしたちの方がおたずねものになっちゃうでしょーがっ！」


「ふっ！　まだまだ読みが浅あさいわねリナ！


　軍を完全に壊かい滅めつさせたら、わたしたちが犯はん人にんだと思う者はいなくなるでしょ!?


　そうなれば疑うたがいの目は、当とう然ぜんこのあたりにいる吸血鬼ヴアンパイアに……」


「何も解かい決けつしとらぁぁぁぁんっ！」


「衝突を避けるっていう点はきっちりクリアしてるじゃないっ！」


「何のために衝突を避けるのか、って点をクリアしてないでしょーがっ！　それはっ！」


「ふっ！　ハイソな人間はそんなこと気にしないのよっ！」


「……いや……あの……ナーガさん、その発はつ言げんはちょっと問もん題だいが……」


　横からおろおろ口をはさむマリア。


　この機を逃のがさずあたしは大きくうなずき、


「ほら！　マリアさん……じゃない、マリアテーゼさんもああ言ってるじゃない！


　それとも、彼女の意い見けん無む視しして、『やっぱり依頼料なし！』なんて目にあいたい!?」


「……くっ……！　そ……それはっ……！」


　必ひつ殺さつの『依頼料なし』攻こう撃げきの前に、さすがのナーガも沈黙した。


「とゆーわけで、この場はあたしの言うとおりにしてもらうわよ。


　とりあえず行くわよ、ナーガ」


「──どうか──」


「お願ねがいします」


　言うアレックスとマリアに小さくうなずいて、あたしとナーガは呪文を唱えはじめる。


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　声が重かさなり、そして二人は夜空に舞まう！





　あたしとナーガが降おり立ったのは、たいまつの群れから少し離はなれた場所だった。


　木々の間に身をひそめ、こちらに近づいて来る一団を見つめる。
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「……で、どうするのよ？　リナ」


　声をひそめて問うナーガに、あたしはしばし考えて、


「……そーねぇ……


　やっぱしここはとりあえず、間ま違ちがった方向へ誘ゆう導どうするしかないでしょーね……根こん本ぽん的てきな解決にはなんないけど……」


「なるほど。ならこのわたしが、連中の前に出ていって……」


「いや……それはやめといた方が……絶ぜつ対たいあんたのそのかっこう、吸血鬼ヴアンパイアと間違えられるから」


「失しつ礼れいね！　このわたしのどこが吸血鬼ヴアンパイアに見えるっていうのよっ！」


　ぜんっぜん自じ覚かくのない抗こう議ぎをするナーガ。


　いつもならここでツッコミ合がつ戦せんをするところなのだが、残ざん念ねんながら今はその時間はない。


「ともかくナーガには、別の役やく割わりがあるのよ」


　あたしは城しろとは別の方を指さして、


「あたしが軍ぐん隊たいの連中に、『吸血鬼ヴアンパイアたちはあっちに逃げた』ってウソつくから、ナーガはどこかに隠かくれてて、適てき当とうにタイミングをあわせて、あっちの方に攻撃呪文ぶっ放ぱなしてほしいのよ。


　なんとか時間をかせいで、その間に一いつ旦たん城に戻もどって対たい策さくを練ねる──


　これぐらいしかやりようはないわね」


「ふっ。そういうことなら仕し方かたないわね」


「それじゃあナーガ、適当なところで攻撃呪文お願いね。


　なるべくハデなのを、どーんっ！　と！


　それと、軍隊が来たら逃げるか隠れるかしてね」


「ふっ！　まかせなさい！」


　くそえらそーにそう言うと、ナーガはあたしの指した方へと駆かけてゆく。


　……さて……そーするとあとはあたしの番である。


　軍団の進しん行こう方ほう向こうを予よ想そうして、そのポイントと、ナーガが向かったポイントとの間に身をひそめ──


　──がざがざがざっ！


「……た……助けてくださいっ！」


　行こう軍ぐんする一団の鼻の先。


　しげみから飛び出るなりその場に転ころがり、おびえた声を上げてみせる。


「……ヴァ……吸血鬼ヴアンパイアが……！」


　肩かたで息いきをしてみせながらそういうと、おびえたまなざしで顔を上げ──


「──げ。」


　あたしは思わず声を上げていた。





　づどぉぉぉぉんっ！





　闇やみを引き裂さき静寂しじまを破やぶり。ド派は手でな爆ばく音おんと爆ばつ光こうが、夜の山中に閃ひらめいた。


「……は……？」


　いきなり起こった爆発に、ナーガは眉まゆをひそめてそちらに目をやった。


　むろん今の一発──彼女の放ったものではない。


　手はずと違ちがう一いち撃げきに、ふり向くナーガの目の前に──


　がざざざざっ！


　しげみを割わって現あらわれたのは、ほかでもないこのあたしリナ＝インバース！


　そう。今の一撃は、あたしが軍隊に向かってぶっ放した攻撃呪文だったのだ。


「──ちょ──


　ちょっとリナ！　話が違うわよ！」


「同感っ！」


　言ってあたしはナーガの手を取り、そのままつっ走る！


　その後ろからは、追い来る鎧よろいの群むれ！


「わたしには『吹っ飛ばしてどうする』とか言っておいて──」


　何やら言いながら、ナーガはその群れに目をやって──


「……っ！　ってリナ！　あれ！」


「わかってるっ！　だからびっくりして逃げてんのよっ！」


　後ろも見ずにあたしは言った。


　遠とお目めにはよくわからないが、近くで見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。


　鋼こう鉄てつの鎧兜かぶとに剣けんと盾たて。揃そろいの装そう備びで身をかためた彼らは──しかし、まともな人間ではなかった。


　……ま、生前はたしかに人間だったのだろうが。


　それは無む数すうの、完かん全ぜん武ぶ装そうのゾンビの群れだったのである。


　考えてみたら、吸血鬼ヴアンパイアを討とう伐ばつするのに、夜を選えらんで襲しゆう撃げきをかけてくる馬ば鹿かは普ふ通つういないだろう。


　それが生きている人間の軍隊ならば、の話だが。


「どういうことよ!?　リナ!?」


「それがわかんないから、とりあえず一発ぶっ放して逃げてるんじゃない！」


　ゾンビとゆーのは言うまでもなく、人間の死体が、低てい級きゆう死し霊りようにとりつかれたり、魔ま法ほうで操あやつられたりして、動きだしたもののことである。


　操る者を持たない野の良らゾンビとかも世の中にはいるが、むろんこんな完全武装の一団が野良ゾンビであるわけもない。


　ならば当然誰だれかが操っている、ということになるのだが……これだけ大たい量りようのゾンビたちを、統とう制せいを取って操るというのは、ケタ違いのウデと魔ま力りよくが必ひつ要ようである。


　などと考えて進むそのうち。


　がざっ！


　前ぜん方ぽうのしげみが音を立て、二つの影かげが現れる！


『!?』


　あたしとナーガはとっさに身がまえ──


「何があったんですか!?」


　かけられた声は、あたしたちの知っているものだった。


　そう。文字通り空から降ふってわいたのは、アレックスとマリアの二人だった。


「──二人とも！　どうしてここに？」


　あたしの問いに、アレックスは困った顔で、


「『どうしてここに』じゃあありませんよ。


　なんとか平へい和わ的てきに解かい決けつを、と申もうし上げたのに、城しろのテラスから拝はい見けんしていると、いきなり攻撃呪文の爆発が……」


　なるほど。それであわてて来た、というわけか。


「話のできる相あい手てじゃあなかったのよっ！」


「まあ確かに、相手も軍隊ですから、命めい令れいを第一に優ゆう先せん……」


「そーいう意味じゃなくてっ！　相手は人間じゃなくて、ゾンビの軍団だったのよっ！」


『……は？』


　あたしのことばに、アレックスとマリア、二人は眉をひそめる。


「だから、思わず逃げ……じゃなくて、戦せん略りやくレベルの読みが根本的に間ま違ちがっていたことを認にん識しきして、再対応のために一旦距きよ離りを置おいたのよっ！


　連中は間違いなく、誰かがどこかで操ってるのよっ！」


「そんな……何のために？」


「わかんないわよそんなことっ！」


「──なるほど」


　小さくうなずき、ずいっ、と──いや、楚そ々そとマリアが歩あゆみ出る。


「人間がたと争あらそうのは本意ではありませんが、相手が操られている死し人にんとなればお話は別ですわ。


　もともとはわたくしたちの問もん題だいでもあることですし──」


　視線を送るマリアに、アレックスはうなずいて、


「ならば私たちが解決するのが道どう理りというものですね。


　──では、参まいりましょうか。マリアテーゼさん」


「はい。アレクサンドル様」


　まるで夜や会かいのお誘さそいのように、二人は優ゆう雅がに一いち礼れいし──


　たんっ！


　軽く地を蹴けり、人間には決してマネのできないスピードで、木々の奥おく──ゾンビの軍団のいる方に向かって駆けてゆく！


「──あたしたちも追うわよ！　ナーガ！」


「どうして？　任まかせておけばいいじゃない」


「何言ってんのよ！　ここで二人に任せっきりにしてたら、礼れい金きんもらえるかどうかわかんないわよ！」


　──はっ！


　あたしの指し摘てきにナーガは小さく息を呑のむ。


　アレックスは、向かってくる人間の軍隊を平和的に退たい散さんさせる礼として、砂金をさし上げる、と言ったのだ。


　その実行が完全に不ふ可か能のうな以上、二人にすこしでも手を貸かして、恩おんを売っておくしかないっ！


「ふっ！　わかったわ！　リナ！」


「それじゃあ早さつ速そくレッツ・ゴーっ！」


　かくてあたしとナーガもまた、木々の奥へと駆け出したのだった！





　あたしたちがそこに着ついた時、すでに戦たたかいははじまっていた。


　──いや。それを『戦い』と呼んでいいものかどうか。


「滅めつ！」


　おそらくそれ自体が呪文になっているのだろう。マントをひるがえすアレックスの一いつ喝かつに、その正しよう面めんにいた数十のゾンビが瞬しゆん時じに塵ちりと化かし、装そう備びしていた武ぶ器き防ぼう具ぐだけが、けたたましい音を立てて地に落ちる。


「──お眠ねむりなさい」


　別のゾンビの一いち群ぐんは、マリアが手にした扇おうぎが生み出す爽さわ風かぜに撫なでられ、土へと還かえり、わだかまる。


　あたしたちが駆けつけた時じ点てんですでに、あたりには、ゾンビたちが消きえ去さったあとの鎧や剣が散さん乱らんしまくっていたりする。
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　うぅみゅ。相手がザコのゾンビとはいえ、さすがに強いぞ吸血鬼ヴアンパイア！


　とはいえ相手も、数だけはやたらといる。手て助だすけはあった方がいいだろう。


「手て伝つだうわ！」


　駆けつけ、声を上げるあたしに、アレックスは肩かたごしにふり向いて、


「助かります！　では左さ翼よくを！」


「ふっ！　まかせなさい！」


　胸を張り、ずいっ、とナーガが歩あゆみ出て、


「このわたしの無む差さ別べつ広こう範はん囲い浄じよう化か呪じゆ文もんの威い力りよく、たっぷりと……」


『やめぇぇぇぇぇぇぇぇっ！』


　こきぃぃぃぃぃんっ！


　ナーガを除のぞく三人の絶ぜつ叫きようと同時に、あたしはそばに落ちてたヘルメットで、ナーガのどたまをどつき倒たおす！


「……ちょっ……！


　ちょっとリナ！　何するのよ！」


「『何するのよ』じゃないわよっ！　ンな呪文使ったら、アレックスさんたちまで浄化されちゃうでしょーがっ！」


「ほーっほっほっほ！　それはまあ……なんと言うか……


　──ともかく今はいがみあってる場合じゃないわよっ！」


　笑わらってごまかし、あらためて呪文を唱えはじめるナーガ。


　ま、たしかに、ナーガのミスを責せめたてて、依頼料のわけまえを増ふやすのはあとでもできることである。


　今はともあれ、このゾンビ軍団を倒たおすことが先決っ！


　ゆらりゆらりと迫せまり来るゾンビ軍団に向かい、あたしも呪文を唱え──


　刹せつ那な。


　──ざあっ。


　ががらがららららんっ！


　砂すなの崩くずれるような音を、金きん属ぞくのぶつかるけたたましい音がかき消した。


『……な……!?』


　驚おどろきの呻うめきを口にして、あたしたちは思わずその場に立ちつくした。


　いきなり一いつ斉せいに──


　崩ほう壊かいしたのだ。まだ百や二百は優ゆうに残のこっていたはずのゾンビ軍団が。


　むろん、あたしたちがやったわけではない。


　広範囲にひしめいていた、あれだけの数のゾンビを一斉に砂さ塵じんと朽くちさせる──


　そんなマネができるのは一人しかいない。


　すなわち、ゾンビたちを操あやつっていた術じゆつ者しや。


『……くくくくく……やはりゾンビどもごときでは相手にならぬか……』


「──誰だ!?」


　いきなり響ひびいたしわがれ声に、アレックスが誰すい何かの声を上げた。


　その瞬しゆん間かん。


　気け配はいが出しゆつ現げんした。


『!?』


　強きよう烈れつなそれに、一同は思わず息を呑のむ。


　深く冷つめたいよどみにも似た、重い空気──


　すなわち──障しよう気き。


　それは前方──夜の虚こ空くうにわだかまり、星空を背せに、ひとつの影を形作る。


　──ローブとフードを身に纏まとい、両の瞳ひとみのあるべき場所には、二つの虚きよ無むが佇たたずむのみ。


　茶黒くかわいたその肌はだに、生命いのちの息吹いぶきは感じられない。


　──知らない者が見たら、ミイラ男マミーかゾンビだと思うだろう。


　しかし──纏まといつく圧あつ倒とう的てきな障気が、目の前の存そん在ざいが、そんな生ぬるい相手ではないことをはっきりと物もの語がたっていた。


「……魔道死霊リツチ……!?」


　アレックスが愕がく然ぜんとつぶやいた。


　リッチ──それは、強大な魔ま道どうを操るものが、自みずからの命いのちと引き替かえに、より強大な魔力を得て、不ふ死しの存在と化したもの──


　ネームバリューで言うならば、吸血鬼ヴアンパイアやゾンビには負けるかもしれないが、ゾンビなどとは違って自じ我がもあり、吸血鬼ヴアンパイアすら凌りよう駕がする圧倒的な魔力を操る。


　敵てきにまわせば、ヘタな低級魔族より、よっぽどタチが悪いかもしれない。


　……なるほど……リッチの圧倒的な魔力をもってすれば、たしかに常じよう識しき外はずれな数のゾンビたちを操るのも、不ふ可か能のうではないだろう。


「──その通り。


　我わが名はロガンザ。


　命を代たい価かに不死を得し者」


　ゆっくりと──


　虚空から地面に降おり立ち、リッチは言った。
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「……なんでそのリッチが、ゾンビの軍団連つれて吸血鬼ヴアンパイアにケンカ売るのよ!?」


　問いかけるあたしに、リッチは視線──いや、顔をこちらに向け、


「……ほう……もう人間を誑たぶらかしたか。


　ずいぶん手の早いことよのぅ……」


　と、今度はアレックスとマリアの方を向き、


「知っておるぞ。


　おぬしらが、人間との共きよう存ぞん、などということを画かく策さくしておるのは。


　しかし……なんと愚おろかな……


　生命いのちある存も在のと、我われ等ら、永と遠わを流れゆく命なきものとが、手を取り合えるとでも思っておるのか？」


「……私は……！　可能だと思っています！」


　答えるアレックスは、こんな時にもハイソにていねい語を使っていたりする。


　──とはいえその表ひよう情じようには、もはや余よ裕ゆうの色はない。


　リッチは細い指先で、アレックスたちの方を指し、


「果はたしてそうかな？


　では問うが、もし今攻せめてきたのが、我が生み出したゾンビではなく人間の兵なら──


　そして、手助けをしてくれる人間がおらぬのなら、一体どうするつもりであった？


　誇ほこりを捨すてて逃げ去るか？　それとも戦いの果てに血の宴うたげを開くか？


　どう言ったところで、おぬしらが捕ほ食しよく者しやで、人間が狩かられる者だという事実に変わりはない。


　ならば、おぬしらがたとえどう思おうと、狩られる側の人間が、おぬしらの言こと葉ばに耳をかたむけることはない。


　よほどの物もの好ずきか、変わり者でもない限かぎりは、な……」


「……私たちの理り念ねんは……理り想そうでしかないと言うのですか……」


「いいや──


　理想ですらない。妄もう想そうだ」


　ひるむアレックスに、リッチは無む情じようにもそう宣せん言げんし──


「ほーっほっほっほ！


　黙だまって聞いていれば、ずいぶんご親しん切せつなことばかり言ってるわね！」


　緊きん迫ぱくした空気をあっさりぶち破やぶったのは、ナーガの上げたバカ笑いだった。


　彼女はやおら、びしっ！　とリッチを指さして、


「相手の行動をひたすら非ひ難なんしているわりに、なぜ自分がゾンビの軍団で攻せめ込んだのか、理り由ゆうはぜんっぜん言ってない！


　つまりっ！


　ここでは言えないような理由で、あなたはゾンビ軍団をさし向けたのよ！」


「……うっ……」


　ナーガの指し摘てきに、ロガンザがわずかに動どう揺ようの色を見せた。


「吸血鬼ヴアンパイアたちが、人間には手を出したがらないのを承しよう知ちの上で、普ふ通つうの軍隊に見えるように、どていねいにもゾンビの軍団をつくり上げて、見せつけるように夜に襲しゆう撃げきをかける。


　ここまで手の込んだことをやるからには、ずばりっ！　吸血鬼ヴアンパイアたちのおたからが目め当あてねっ！」


「そんなわけがあるかっ！　第一金や宝たからなど手に入れたところで、そもそも使い道がないだろうがっ！」


　ナーガの指摘に思わずツッコミを入れるロガンザ。


　……たしかに……いくら金を持ってたとしても、いかにもアンデッド然ぜんとしたこやつが店にふらりとやって来て、『いやぁ。最さい近きん陽ひざしがキツくなってきたねぇ。あ。おばちゃん、ダイコン一本』などとフレンドリーにやった日にゃあ、町じゅうパニックになることうけあいである。


　……ま、リッチがダイコン買うかどーかは別の話として。


　──となればこいつの目もく的てきは──


「どーせ『吸血鬼ヴアンパイアたちだけが人間と仲なか良よくするのは許ゆるせない』とかゆーくだんない理由なんでしょーが」


　ジト目でリッチをにらみつけ、あたしは言った。


「自分ももとは人間だったから、きれーなねーちゃんとかにちやほやされたい。けどルックスがそんなのだから、しょせんそれは見み果はてぬ夢ゆめ──


　なんぞと思ってた矢や先さきっ！


　彼らの話を聞きつけて、『吸血鬼ヴアンパイアたちだけいい思いをさせてなるもんか。こーなったら邪じや魔ましてやる』とか思って攻めてきたんじゃないの？　ん？」


　ロガンザは不ふ快かいの表情を浮うかべ、


「……むぅっ……なかなかの洞どう察さつ力りよく」


　ちょっと待て正せい解かいなんかオイ！


　あたしは挑ちよう発はつのつもりで言ったんだけど……今の……


「……なるほど、そういうことでしたのね」


　マリアは言って、ロガンザの方に手をさしのべる。


「ご自分のご容よう姿しをずいぶんと気に病やんでいらっしゃるようですけれど……


　そんなのちっとも、お気になさる必要はありませんわ……


　──たしかに貴方あなたは黒くてしわしわ……」


「『しわしわ』って言うなぁぁぁっ！」


　マリアのことばに、全力ですかさずツッコミを入れるロガンザ。


　言われてマリアは一瞬考え、


「では……コゲ茶でかぴかぴ」


「『かぴかぴ』も許ゆるさぁぁぁんっ！」


「……そんなっ……！　『しわしわ』も『かぴかぴ』も駄だ目めだなんて、理り不ふ尽じんな……！


　それじゃあわたくしは一体どう言えば？」


「……お……おのれぇいっ……！　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいとはまさにこのことっ！　よくもここまで愚ぐ弄ろうしてくれたな！


　こうなれば、この場でお主ぬし等らを滅ほろぼしてくれるわっ！」


「ああっ！　なんと短たん気きなっ！　ハイソじゃあありませんわっ！」


「……いや。怒おこるって。あれはふつー。」


　横からツッコミ入れるあたしをよそに、ロガンザと、アレックス、マリアの二人は夜よ風かぜの中で対たい峙じした。


「……リッチ……か……手て強ごわいな……」


　アレックスの顔に緊きん張ちようの色が走る。


　その隣となりでマリアもうなずいて、


「……ええ……リッチ、というのが裕福リツチ、というのと語ご感かんが似にていて、ハイソな感じがするのが特に手ごわいですわね」


　そーゆー手ごわさなのか。おい。


　たしかに吸血鬼ヴアンパイアと比べ、リッチは、魔力も大きく、弱じやく点てんも少ない。


　そして何より問題なのが、アレックスとマリアの二人が、リッチに対してミョーな苦にが手て意い識しきを持っている、ということである。


　──ならばここは──


　あたしとナーガは、顔を見合わせ、うなずいて、


「ちょっと待った！」


　声を上げ、ずずいっ、と二人は前に出た。


　アレックスとマリアに目をやって、


「なんか苦手みたいですから……なんならこのリッチ、あたしたちでぶち倒しちゃいましょうか？」


「──っくははははははは！」


　あたしの提てい案あんに、ロガンザが爆ばく笑しようする。


　完かん全ぜんにあたしたちを見み下くだしきった口く調ちようで、


「威い勢せいのいい人間だな。


　しかしこれはおぬしらには関かん係けいのない話。


　人間風ふ情ぜいは引っ込んでいてもらおう」


「なぁぁに言ってんのよ。


　あんたに説せつ得とくされるか倒されるかして、またまた吸血鬼ヴアンパイアが人の血吸すいはじめたら、ぜんっぜんひとごとじゃあなくなるでしょーが。


　ンなこともわかんないなんて、脳のうミソカビ生はえてんじゃない？」


「何を言う！　これでも脳の保ほ存ぞん状じよう態たいには気を配くばっておるわ！


　……まあよい。自みずからの無む力りよくさが理解できぬというのなら、思い知らせて……」


「黒妖陣っブラスト・アツシユ！」





　どぅむっ！





　ことばも終わらぬそのうちに。ナーガが生み出した黒い何かが、ロガンザの全身を呑のみ込んだ！


　今のはまともに入った！


　ブラス・デーモンをも一撃で消しよう滅めつさせる攻撃呪文である。リッチもこれではひとたまりも──


「──思い知らせてやろうぞ。その身に」


　しかし──闇やみの奥おくからは、永えい遠えんに途と切ぎれたはずのことばの続きが流れ出る！


　──なにっ!?


　黒妖陣ブラスト・アツシユの闇が消え去さったそのあとには、平へい然ぜんと佇たたずむロガンザの姿すがた！


「……敵が二人以上いるなら、当然不ふ意い打うちの可能性もある……


　そちらの娘むすめが、こっそり呪文を唱となえていたことなど、とうに気づいておったぞ。


　……しかしそちらは、我が左の指先が、虚こ空くうに防ぼう御ぎよの印いんを描えがいておったことには気づいておらなんだようだな……」


　とんでもないことを、さらりと言ってのける。


　たしかに強大な魔力があれば、詠えい唱しようなしで呪文を発動させることは可能だが──


「ではこちらからもゆくぞ。上う手まくよけねば少々痛いたいかもしれぬぞ」


　言うと同時に、光を失うしなったはずのリッチの両目が、一瞬輝かがやいたように見えた。


　反はん射しや的てきに、その場を飛び退のくあたしとナーガ。


　刹せつ那な。


　どんっ！


　木々をゆるがす音を立て、たった今まであたしたちの立っていた地面が土つち煙けむりを上げてえぐり裂さかれた！


　不ふ可か視しの衝しよう撃げき波はか!?


　続いてロガンザは呪文の詠唱に入る。


　おそらくは、問もん答どう無む用ようの大おお技わざなのだろうが──そうはさせないっ！


　あたしは唱えた呪文を解とき放はなつ！


「覇王雷撃陣ダイナスト・ブラスっ！」


　ばぢばぢばぢばぢっ！


　生まれ出た魔力の雷いかずちが、リッチをまともに打ちすえる！


　雷に巻まかれて、ロガンザの姿はあっけなく消滅し──


「……自分の『影かげ』をつくり出すなど、人間の魔ま道どう士しにでもできること。


　……たやすいこと、とは言わぬがな」


　声は、消えた場所のさらに向こうから聞こえた。


　同時に闇ににじむように、ふたたびリッチが姿を現す！


　──いつの間に影とすり替かわった!?


　佇たたずむリッチの左右の手には、すでに呪文を紡つむぎ終おえた魔力の光が灯ともっている！


　まずいっ！


「──では、ごきげんよう」


　ロガンザは、魔力の光をひとつずつ、あたしとナーガに向かって解き放つ！


　二つの光は、あたりの空間をよじれさせつつ、あたしたちに向かってつき進み──


　──ぱぎぃっ！


　突とつ如じよ、砕くだけるような音を立て、虚空に四し散さん、消滅する！


　あたしたちとリッチの間に割わって入り、一撃を迎えうったのは、言うまでもなく──


「アレックス！　マリア！」


「アレクサンドル、です」


「マリアテーゼとお呼びください、と申したはずですわ。リナさん」


　吸血鬼ヴアンパイア二人は、こんな時でもきっちりと、ハイソなスタイルを崩くずさなかった。


「やはり私たちも戦たたかいます」


「そうですわ。もともとはロガンザさんがわたくしたちに仕し掛かけてきた戦い。


　争あらそいというのは決してハイソじゃあありませんけど、だからといって、それを他人任せにするのは、もっとハイソじゃあありませんから」


　二人はロガンザを見すえたままで口々に言う。


「……ほぉう……吸血鬼ヴアンパイア二人も加くわわるか」


　しかしロガンザの口調から、いまだ余裕の色は消えない。


「……丁ちよう度ど良い。永ながき時を費ついやした、我が魔道研究の一つの成せい果か──


　変へん身しん魔ま法ほうのちょっとした応おう用ようをお目にかけようぞ」


　言うと同時に両りよう手てで印を切り──


　るぅぅぅあぁぁぁぁぅあぁぁぁ……


　吠ほえたその刹那、足あし下もとからふき出た闇が一瞬、リッチの姿を包つつみ込み──


　それが消え去さったあとに現れ出たのは、完全なる異い形ぎようと化したロガンザ！


　二本の足で立ってはいるが、頭は倍ほどの大きさにふくれ上がり、その両りよう側そく面めんには不ぶ気き味みな亀き裂れつが二つずつ。


　細くしなびていた長い手は、いっそう細く長くなり──その数を十にも増ふやしていた。


　がっ！


　音すら立てて、十本の腕うでが印を組み、頭の亀裂四つがそれぞれ別の呪しゆをつむぎ出す！


　まさか──あれは口か!?


「……くくくく……複ふく数すうの呪文と印による複ふく合ごう混こん成せい呪文……受けてみるがよい」


　正面の、呪を唱えていない口が勝ちほこる。


「……こ……こんな……！　ハイソじゃあありませんわっ！」


　ひるんでマリアはあとずさる。


　アレックスもナーガも、あまりのことに気を呑のまれ──


　そしてあたしは、ふとあることを思いつき、眉まゆをひそめて──


「……ねえ……


　そもそも『自分も人間と仲良くしたい』ってぇのなら、変身魔法で人間に変身すればいーだけの話なんじゃあ……」


　……ひたりっ……


　ロガンザの呪文詠唱がいきなり途と絶だえ──


『……をう。』


　五つの口が声をそろえ、十本の手が、ぽんっ、と五つ手を打った。


　……………………あ……………………


『あほかぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　どぎゃるっ！


　絶ぜつ叫きようとともに、あたしとナーガの、決してハイソとは言えない跳とび蹴げりが、まともにロガンザを直撃したのだった──





「──ではここにサインを。


　それで貴方あなたも当ハイソサエティ・クラブのれっきとした会員ですわ」


「ふむふむ……


　やはり礼れい儀ぎというものは大たい切せつよの」


　──戦いからしばらくの後──


　リッチのロガンザは、吸血鬼ヴアンパイアの城しろで、いきなり入にゆう会かい申もうし込こみ書しよにサインをしていた。


　……いやまあ……もぉなんでもいーけど……この際さい……


「──さあ。ロガンザさん。


　これであなたも立りつ派ぱな会員ですわ。


　──あ。そうそう」


　思い出したようにそう言って、マリアは戸と棚だなから、四角い箱はこを取り出した。


　その上じよう面めんには丸い穴あなひとつ。


「今ご入会の方には、抽選でいろいろと景けい品ひんが当たりますのよ」


　くじ引きの箱か。オイ。


「ほほぅ。どれどれ……」


　ロガンザは穴に手を突っ込んで、中をがさごそやってから、取り出した紙切れをマリアに渡わたす。


　マリアはそれを、ハサミでていねいに切り開き、


「まあ！　ロガンザさん！　高こう級きゆう石せつ鹼けんセットが当たりましたわ！


　素す晴ばらしいですわ！」


「おおっ！


　……とは言っても、考えてみたら、我の体自体、すでに一部、石鹼化しておるからのう」


「まあ。うふふふふ」


「はははははははは」
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　……いやまあ……もぉマジでどぉでもいいけど……この際さい……


　あたしとナーガは、目を点にしたまま傍かたわらに佇たたずみ、そんなにこやかなやりとりを、ただぼーぜんと眺ながめるのだった……


　かくて一つの事件は終わった──


　いや終わってないだろ、とゆー説せつがあるのは十分承しよう知ちの上だが。


　アレックスたちからは、迷めい惑わく料りようという名めい目もくで、いくばくかの料りよう金きんはもらったので、採さい算さんの面めんではいいとして──そもそも最さい初しよに、町のひとから依い頼らいを受けた、『吸血鬼ヴアンパイアの退たい治じ』


とゆー依頼は、ちっとも遂すい行こうしていない。


　で、結けつ局きよく。


　あたしは町のひとたちがおびえている、という事じ情じようを彼らに話し、町での集団夜歩きをやめることと、城のまわりを、呪文を使って岩の壁かべで覆おおい、城が消えたように見せることとを提てい案あんしたのだ。


　ややしぶっていたアレックスやマリアも、無む用ような衝しよう突とつを避さけるため、というあたしの説せつ得とくに、おとなしく首を縦たてに振ふったのだった。


　──というわけで──


　事じ態たいすべて丸くおさまり、吸血鬼ヴアンパイアたちは、今もどこかで礼儀作法の修しゆう得とくにいそしんでいるはずである。





　めでたしめでたし。


　……たぶん。







（プライド・オブ・ダークネス：おわり）
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「あなたですか？　リナ＝インバースさんとおっしゃる方は」


　スープはポタージュ、蒸むしロブスターに子ラ羊ムソテー、ローストチキンにサラダにバケット。


　彼女が声をかけてきたのは、とある町の食しよく堂どうで、あたしが軽かるい昼食をとっていた時のことだった。


「……そう……だけど？」


　口の中のものを飲のみくだしてから、フォークとナイフを操あやつる手を止め、あたしは言った。


　としの頃ころなら二は十た歳ち過すぎ。淡あわい金髪ブロンドの美人で、フォーマルなドレスを一いち分ぶのスキもなく着こなしている。


　……ざわりっ……


　店にいあわせた他ほかの客たちがざわめいて、中には、そそくさと店を出てゆく奴やつもいる。


　……どーゆー意味だ……？　それは……？


　たしかに世の中には、あたしに関かんする、あんましよくない噂うわさもあるが、名前が出ただけでこの反はん応のう、とゆーのははじめてである。


　しかし、そんな他の客たちのリアクションなどおかまいなしで、フォーマルドレスの彼女はしばし、あたしの頭のてっぺんからつま先までを、じろじろ眺ながめ回していたが、やがて、ぽつりっ、と、


「……いまひとつ……」


　ぴくっ。


「何がいまひとつなの？」


　険けん悪あくなまなざしで見つめるあたしに、しかし彼女はへーぜんと、


「その服ふく装そうです」


　いともあっさりと言ってのけた。


　……断ことわっておくが、あたしはそれほど変なかっこうをしているわけではない。わりと普ふ通つうの魔ま道どう士しスタイルだと思うのだが……


「黒いマントはいいとして、その他ほかがいけませんわ。やはり魔道士たるものは、あくまでも正式フオーマルに。


　死ぬほど地じ味みな黒ローブに、人ひと目めをはばかる黒フード！　身につける護ご符ふはあくまで黒くろ水すい晶しよう！　怪あやしく！　地味にっ！　こそこそとっ！　こいつら絶ぜつ対たい陰かげで犯はん罪ざいやってるぞ！


　一いつ般ぱんの方かた々がたの目をしてそう思わしめる！


　それこそが魔道士たるもののフォーマル・ファッションというものですっ！」


　店じゅうに響ひびくような声で、力いっぱい言い放はなつ。


「……聞くけど……ひょっとして、あたしにケンカ売りに来たの……？」


「そうではありませんわ」


　彼女は、右手の人さし指で、髪かみをかき上げ、


「お仕事の依い頼らいです。金きん貨か五十枚まい──というところでいかがでしょうか？」


　ぴぴくっ！


　彼女のことばに、あたしの耳がかすかに動く。


　──金貨五十枚──


　むろんしごとの内容なかみにもよるが、決して小さな額がくではない。


「ここ──座すわってもかまわないかしら？」


　テーブルの、空あいている席せきを目で指し、問う彼女に、あたしは無む言ごんでうなずいた。


「私わたくしの名はタチアナ＝デイワード。


　このリシャールの町でファッション・デザイナーをやっている者です」


　彼女が口を開いたのは、優ゆう雅がなしぐさでいすに腰こしかけてからだった。


「ファッション・デザイナー？」


「はい。


　──とは言っても、私のやっていることは、服のデザインの完かん成せい度どを上げる、といったところですが。


　つまり、フォーマル・スタイルの服のバリエーションデザインですね。


　そもそもフォーマルがフォーマルたるゆえんは、そのデザインが一つの完成を見ているがゆえのことっ！　ならば我われ々われデザイナーにできることは、その完成度を上げることのみっ！」


　またまた自分の演えん説ぜつにひたって口く調ちようが熱くなりはじめる。


「……あ……あのー……」


「──そう。おしごとの話でしたね」


　タチアナは、こほんっ、と小さくせき払ばらいをして、


「ところが──です。


　最さい近きんこの町で、ティーン・エイジを中心に、つまらないファッションが流は行やりはじめたのですっ！


　その原げん因いんは一人の女！


　自みずからをファッション・デザイナーと称しようするその女は、おせじにもフォーマルとは言えないデザインの──いえ、デザインと、服と呼よぶことすらおこがましいようなシロモノを次々と発表しているのですっ！


　あまつさえ、人々の前で公こう然ぜんと、フォーマル・ファッションを否ひ定ていするような発言をすることさえもっ！


　一つの完成を極きわめたものを否定するなど愚ぐの骨こつ頂ちよう！


　愚おろか者ものには死を！


　──ということで、その女を成せい敗ばいするのに、力を貸かしていただけますよね？」


「帰れ。あんたは。」


　それが、あたしの答えだった。





　世せ間けんのひとは言いました。春だの夏だのになると、変な連れん中ちゆうが増ふえてくる、と。


　しかし、もちろんそれは間ま違ちがいである。


　やつらは年がら年じゅう活動している。


　さっき食堂で、あたしに声をかけてきた彼女のよーに。


　……ったく……思い込みの激はげしすぎる人間っつーのはこれだから……


　この町で、ひとしごとを終えて、ほっとひと息。


　ゆーゆーと昼食をとっていた時にアレである。


　こーゆーエンギの悪い町は、とっとと立ち去さるにかぎる。


　でなければ──


「ほーっほっほっほっほっ！　こんなところにいたのねっ！　リナ＝インバース！」


　……トラブルは、向こうの方からやって来る。


　……どーやら今回は、逃にげ遅おくれたみたいだけど……


　何も聞かなかったことにして、歩あゆみ去るというテはむろんボツ。後ろにいるのが、あたしの予よ想そうした相手なら、ンなことしても、名指しで呼よび止とめられるのがオチである。


　覚かく悟ごを決きめて、あたしはふり向き──


「──うげっ!?」


　思わず顔を引きつらせ、あたしはその場で硬こう直ちよくした。


　ふり向いたそこにいたのは、季き節せつ感かん無む視しした変な服ふく装そうに、毎度毎度のバカ笑わらい、おなじみ、あたしの金きん魚ぎよのうんち、白蛇サーペントのナーガ！


　──しかし、単に彼女がいただけならば、それはもうすでに覚かく悟ごの上。心の準じゆん備びはできていた。


　あたしが驚おどろいたのは、彼女のまわりにたむろする連中に、である。


　あるいはラメ入りハイレグビキニ、そしてあるいはおなか丸まる出だしのワンピース。


　デザインはたしかに違ちがえども、季節を無視した変な服、という点では、ナーガと変わらぬ一いち団だんが、彼女のまわりをとり巻まいているのだ。


　通行人のみなさんが、あわてて退たい却きやくしてゆくのが、視し界かいの片かた隅すみに映うつる。


「いいしごと、見つけて来たわよ」


　あたしは瞬しゆん時じに決けつ断だんした。たとえ何がどうあろーと、この場は迷まよわず逃げ出すべきだ、と。


　あたしはくるりっ、と背せを向けて──


「ナーガさん、何です？　このダサい女？」


　ぴくっ！


　あたしの足を止めたのは、後ろから聞こえたその声だった。


「ふっ。そう言うもんじゃあないわよ。マーティー。


　ああ見えても結けつ構こう役に立つんだから。


　ま、わたしの知ってるかぎりなら、実力から言えば、このわたしの次、といったところかしらね」


「ナーガさんの次に!?　へぇぇ！　すごいじゃん！　見かけがチンケなわりには」


　ぴぴぴぴくぅっ！


　ゆるりっと、ふり向いたあたしの、瞳ひとみの奥おくに眠ねむる殺さつ意いに気づかず、ナーガは、隣となりに佇たたずむ一人を指ゆびさした。


「紹しよう介かいするわ。リナ。


　こっちが依い頼らい人にんのマーティーよ」


　としの頃ころなら二は十た歳ち前。おそらく染そめているのだろう。不ふ自し然ぜんに赤い髪かみに、見るからに寒そーな赤いビキニに赤ブーツ。


　左手にだけはめた赤い手袋グローブには、ところどころに金属鋲メタル・リベツトが打ち込んであったりする。


「マーティー＝レンフォードよ。


　あたいさぁ。この町でファッション・デザイナーなんかやってんだけどぉ」


　彼女は、くそえらそーな態たい度どで、ずいっ、と前に進み出て、自じ己こ紹しよう介かいをはじめる。


　──なるほど。こいつが、さっきのひとが言ってた、成せい敗ばいしたい相手とやらか。


　……成敗したくなるその気持ち、たしかにわからないでもない。


「あたいと同じくらいの娘こならぁ、あたいのベストなセンスわかってくれんだけどぉ、ちょいと歳とし食くったオジンやオバンなんかじゃあ、ちっともわかんないわけね。あたいのセンス、ってのがー。


　ま、いつかはあたいも、この業ぎよう界かいで頭アタマ取ってやるつもりだしー、じーさんばーさん連中にもー、あたいの良さ、ってわからせてやるつもりだしー。


　まずはこの町で、みんな、あたいの色に染めてやろーかなー、なんて思ってー。


　けどぉ、この町に一人、すっげームカつく女いるのよねー。


　ダサダサの古くさい服いじり回して、デザイナー気き取どりしてる奴やつぅ！


　おっまけにあたいのセンスにいちいちケチつけんのよっ！


　あんまりムカつくからぁ、ちょっとシメてやろうと思ってぇ。


　ま、頼たのまれてくれるんなら、ちゃんと払うもん払ってあげてもいーわよ。


　なんならぁ、ついでにその服、あたいがもーちょっとセンスいいのに改かい造ぞうしてあげてもいーかなー、って……」





「爆裂陣メガ・ブランド」





　づごぉぉぉぉぉんっ！





　あたしの怒いかりの一いち撃げきは、ナーガもろとも、その怪あやしい一いち団だんを吹ふっ飛ばしたのだった。





「さっきの依い頼らい──喜よろこんで受けるわっ！」


　そう言って、あたしがタチアナのところに駆かけ込んだのは、それからほどなくのことだった。


「そうですよねっ！　やっぱりフォーマル・スタイル以い外がいはすべて邪じや道どう！　闇やみの奥おくへと滅めつするべきですよねっ！」


　よほどうれしかったのか、それとも単に血に飢うえているだけなのか、タチアナは、あたしの返事に、ひとり盛もり上がっていた。


　むろんあたしが、このしごとを受けたのは、別に彼女に賛さん同どうしてのことではない。


　はっきし言って、受けたくはなかったのだが──


　それ以上に、ナーガとマーティーたちを野の放ばなしにするのがヤだったのだ。


　このままなんかの間ま違ちがいで、マーティーが世の中に受け入れられでもしようものならっ！


　ほとんど量りよう産さんタイプ・ナーガのよーな格かつ好こうした連中が、世の中にあふれることになるのである。


　それだけはっ！　なんとしてでも防ふせがねばっ！


「どうやらリナさんも燃もえていらっしゃるようですね」


　あたしの気き合あいの入り方を察さつしてか、ブキミな笑えみを浮うかべるタチアナ。


「ならば早さつ速そく！　かねてより私わたくしの立りつ案あんしていた作戦の実行をお願ねがいしますっ！」


「作戦？」


「ええっ！　この町にある、あの女、マーティーの工房アトリエを、あなたの攻こう撃げき魔ま法ほうで一撃のもとに……！」


「ちょっと待てぃ」


「何か？」


　あたしのことばに、しれっ、と問い返す。


「ンなことしたら、一発で役やく人にんに捕つかまっちゃうでしょーがっ!?」


「大だい丈じよう夫ぶです。捕まるのは私ではありません」


「をい。」


「何をおっしゃってるんです。リナさん」


　彼女はあたしの肩かたを、ぽんっ、ぽんっ、と叩たたくと、あさっての方を指ゆびさして、


「伝でん統とうと格かく式しきに裏うら付づけられたフォーマル・スタイルを守るためなら、たとえこの町──いえ、世界を焦しよう土どと化かそうともいとわないっ！


　そう誓ちかいあった仲なかじゃないっ！」


「誓ってない誓ってない」


「たとえ何がどうあろうとも、フォーマル・スタイルを守るためには、すべてのことは正当化されるんですっ！」


　完かん全ぜんにイッた瞳ひとみで、遠くの方を眺ながめていたりする。


　……このひとの依い頼らい受けたのって……ひょっとしたら間ま違ちがってたかも……


　そんな考えが、ふと頭をよぎったりもするが、むろん今さら手て遅おくれだが。


　ナーガやマーティーをぶっ飛ばす、というのには、もちろんなんの異い存ぞんもない。すでに一回、実じつ際さいぶっ飛ばしてたりするし。


　とはいえ町の建たて物ものごとぶっ飛ばして、あたしが犯はん罪ざい者しや扱あつかいされるのはまっぴらである。


　ならば一体、どうするか。


　──やはりここは──





　づがぁぁぁぁぁんっ！





　まとまりかけたあたしの考えをぶちこわし、轟ごう音おんとともに、建物の壁かべが爆ばく発はつした！


「ほーっほっほっほ！」


　爆音の余よ韻いんを圧あつして、あたりに響ひびくバカ笑わらい！


「ナーガっ!?」


　破やぶれた壁のそのむこう、おさまりつつある爆ばく煙えんの中にすっくと佇たたずむは、ナーガとマーティー、二人の姿すがた！


「なぁる……そーゆーことね」


　マーティーは、険けん悪あくな視し線せんで、タチアナと、つづいてあたしに目をやって、


「ナーガさんの持ってきたいい話蹴けって、いきなりあたいらぶっ飛ばしたのは……なーんのことはない、そこのダサダサ女に先に雇やとわれてたわけ。


　しょせんダサダサちゃんはダサダサちゃん同どう士し、ってね」


　むかっ。


　一いつ瞬しゆん額ひたいに青スジ立てるあたし。


　しかし腹はらが立ったのは、タチアナの方も同じだったか、


「笑わせてくれますねっ！　伝でん統とうの何たるかも理り解かいできない未み熟じゆくなかたが、よくも他人の悪わる口ぐちなんて言えますねっ！


　完かん成せい度どの低い、奇きをてらっただけの変なものと、斬ざん新しんとの見み分わけもつかないような人間に、ファッションということばを口にしてはもらいたくないわっ！」


　こちらも負けじと言い返す。


「はぁっ!?　こっちこそ、伝統なんてことばにしがみついて、昔むかしの連中がつくったもんいじり回してるだけの奴やつに、デザイン、なんてことば使ってもらいたくないねっ！


　歳とし重かさねるのがエラいなら、ゾウガメに土ど下げ座ざでもしてりゃいーじゃん！」


「あなたこそっ！　そんなに斬ざん新しんなのがいいのなら、ププカマスアオガエルの着ぐるみでもつくって、お子こ様さまショーにでも出てればいーのよっ！」


「てめえっ!?　ケンカ売ってるのか!?」


「売ってるのはそっちでしょうっ!?」


「面おも白しろいじゃん！　決けつ闘とうね！」


「のぞむところよっ！」


　タチアナとマーティー、二人の視し線せんが火花を散らす。


　マーティーは、びっ！　と、町のはずれを指ゆびさして、


「あっちのはずれに、野のっ原ぱらあるの知ってっでしょ!?


　夕ゆう陽ひが山にかかる頃ころ、あそこで待ってるからぁ、ちゃぁぁんと来るんだよっ！


　戦ヘ闘イ要タ員イはいくら連れてってもオーケー。


　ま、デントーだのカクシキだの言ってる奴の根こん性じようなんて、しょせん知れてるからぁ、こわくなって来なくてもそれはそれでいーけどぉ、もし来なかったら、あとで何言っても負け犬の遠とお吠ぼえだ、ってこと、おぼえてた方がいーわよ」


「わかったわ！　そちらこそ逃にげずに来るのねっ！　時間通りにっ！」


　二人はしばしにらみ合い、ついっ、と同時に視し線せんをそらす。


　しかし──


　あたしとナーガ、二人の視線は、いまだ火花を散らしたまま。


「ふっ……どうやら今回は敵てき同どう士しのようね、リナ＝インバース！」


「あたしに勝てると思ってるわけ？　ナーガ」


「愚ぐ問もんねっ！　このわたしのセンスと美、そしてそれを理解できる人間に、あなたがかなうと思って!?


　今こそ真の美というものが、世界にはばたく時なのよっ！」


「そんな邪じや悪あくなこと……あたしが絶ぜつ対たい許ゆるさないっ！」


　心の底から使命感に燃もえるあたし。


「──行こ。ナーガさん」


　二人のにらみ合いを中断したのはマーティーのことばだった。


「ふっ。そうね。一体どちらが正しいか、今日きようの夕方にははっきり答えが出るでしょうから。


　ほーっほっほっほ！」


　言いたいことを言い捨てて、背を向け、去ってゆく二人。


　……お……おにょれあやつらっ！


「決けつ戦せん──ですよっ！　リナさんっ！」


「わかってるっ！」


　あたしとタチアナ、二人は互たがいに見つめあい、同時に大きくうなずいたのだった。





　時が流れる。陽ひが沈しずむ。


　あたしとタチアナ、そしてそのとり巻まき五人が彼女のアトリエを出発したのは、夕陽が町を茜あかねの色に染そめ上げる頃ころのことだった。


　太たい陽ようが西の山にさしかかるまでには、まだすこし時間がある。


「ふっ。たぶん、せっかちなあの女のこと。


　今ごろもう決けつ闘とうの場所に赴おもむいて、『遅おそい』とかなんとか、勝手なことを言ってるんでしょうね」


　言いながら、タチアナは夕ゆう暮ぐれの通りを進む。


「きっとそうに違ちがいありませんわ」


「全まつたく、タチアナ様のおっしゃることがわからないなんて、困ったものですわ」


　愛あい想そうよく調ちよう子しを合わせるとり巻きたち。


　とり巻きは全員女性。タチアナのアトリエの針はり子こさんたち。むろん断ことわるまでもなく、全員が全員、『今日びこんな奴やついねーよ』と言わんばかりに、針子さんらしい服ふく装そうをしていたりする。


　実を言うと、あたしも出発直前に、タチアナから、もっと魔ま道どう士しらしい服装を、と、黒ローブにフードを押おしつけられかけたのだが、今の服装にはちゃんとそれなりの理り由ゆうがある、と断った。


　──言い訳ではなく実じつ際さいに、あたしの服装には理由がある。


　どこかにこもって研けん究きゆうべったりの魔道士ならば、ぞろぞろとした黒ローブでもかまわないだろうが、あたしのよーなアウトドア派ははそれでは困る。


　森や草地を歩く場合も多た々たあるのだ。ローブではいくらなんでもジャマである。足もと保ほ護ごのロング・ブーツ。手て袋ぶくろも同様に手の保護用。


　マントは保温の効こう果かもあるし、野の宿じゆくの時にはシーツになる。森を行く時、ジャマになるなら、外はずしてたためばすむことだし。


　……まあ、つきつめるところまでつきつめれば、ロング・ヘアというのも、実はいろいろたいへんなのだが、それに関かんしてはゆずれない乙女おとめのこだわり、とゆー奴やつである。


「──さて、と」


　タチアナが、ぴたりっ、と足を止めたのは、町のどまん中なかでのことだった。


　何かがはじまりそうなのを予よ感かんしたか、あわてて逃にげ出すまわりの通行人たち。


「……どーしたの？」


　あたしの問いに彼女は、街まち角かどの一いつ軒けんの家を指ゆびさして、


「あれがマーティーのアジトよっ！　さあっ！　リナさんっ！　連中がいないこの間に、攻こう撃げき呪じゆ文もんであそこを一いち撃げきっ！」


「ちょっと待てぃっ！」


　いきなりな彼女の指し示じに、さすがにあたしはあわてて、


「決けつ闘とうに行くんじゃなかったのっ!?」


「行きますよ。もちろん。


　あんな女に『逃にげた』とか言われるのは絶ぜつ対たいいやですから。


　行きますけど──その前にっ！


　工房アトリエなどと自じ称しようする、悪あくのアジトを壊かい滅めつするまでっ！」


「だからぁっ！　ンなことやったら、役人に捕つかまっちゃうでしょーがっ！」


「大だい丈じよう夫ぶですっ！　先に私わたくしの工房アトリエの壁かべを砕くだいたのは向こう！


　とすれば、ここであの女の家を砕いたところで、先に手を出したのはあちら！　すなわち、すべての非ひはあちらにありっ！


　たとえその巻まきぞえで、何万人が死んだところで、すべては正せい当とう防ぼう衛えいにっ！」


「ならんならんっ！」


　あわててぱたぱた手を振ふるあたし。


　……うーむ……


　ナーガやマーティーのセンスが世の中にひろがるのは、なんとしてでも阻そ止しする必ひつ要ようがあるのだが、かといって、このタチアナを野の放ばなしにしておくとゆーのも、かなり危き険けんなよーな気が……


　ここはいっそ、決闘のどさくさにまぎれて、全員いっしょくたにふっ飛ばすのがベストかも……


　しかしそーすると、とーぜんタチアナが依い頼らい料りようを払はらってくれるわけはない。


「さあっ！　リナさんっ！　早くっ！」


「……うーん……」


「さあっ！　さあっ！　さあっ！」


　づどがぁぁぁぁぁんっ！


　タチアナのことばを、遠い爆ばく発はつ音おんが遮さえぎった。


『!?』


　一同そちらに目をやれば、町の中、南のほうに、たなびく黒い煙けむりひとすじ。


　──あっちって──たしか──


「まさかっ!?　私わたくしの工房アトリエがっ!?」


「……どーやらおたがい、考えてることは同じだったよーね……」


「マーティー！　卑ひ劣れつなっ！」


「言えん言えん。ひとのこと言えん」


「……しかしそれならば……連中は、丘おかへと向かう前にこの場所を通るはずっ！


　なら、マーティーの目の前で、あいつの工房を壊こわしてあげますっ！　ふふふふふふっ！」


　完全にイッた瞳ひとみでふくみ笑わらい。夕ゆう暮ぐれの大通りに、仁に王おう立だちに佇たたずむと、タチアナは、通りの果はてに決けつ然ぜんと視し線せんを送るのだった。





　やがて──


　オレンジ色の世界の向こうに、いくつかの人ひと影かげが姿すがたを見せたのは、それからしばらくたってからのことだった。


「──ずいぶんごゆっくりね」


　タチアナの声が夕ゆう焼やけ空ぞらにひびく。


　前方の一いち団だんが、ぴくりっ、と一いつ瞬しゆん歩あゆみを止めた。


「──な──なんだってこんなとこにいるんだよ!?」


　返ってきたマーティーの声には、動どう揺ようの色がまともににじんでいた。


　小こ走ばしりに近づいてきた一団は、言うまでもなく、マーティーとナーガ、それにプラスしてとり巻まきが六人。


　このとり巻きたち、やはり予想通り、無意味な輪わっかのついてる服とか、不ふ可か解かいなデザインの帽ぼう子しとか、よくわからない服ふく装そうで身を固めている。


　とーぜんその姿から、傭よう兵へいなのか魔ま道どう士しなのか、はたまた単なる町ちよう人にんなのか、察することは不可能だった。


「私たちがここにいる理由？　簡かん単たんよ。あなたたちがやったのと同じことをやるためよ」


「な……なんだとぅっ!?」


　タチアナのことばに、夕ゆう陽ひの中でもはっきりそれとわかるほど、マーティーの顔かお色いろが変わった。


「冗じよう談だんじゃないわよっ！　誰だれがこれ以い上じようあたいのアトリエ爆ばく破はなんてさせるもんかっ！」


　タチアナのかまかけに、あっさり引っかかるマーティー。自分がタチアナのアトリエ吹ふっ飛ばしたと、自白したよーなもんである。


　……って、これ以上……？


「……ねえ、『これ以上』って……タチアナって、今までにもマーティーのアトリエ爆破したことあるの？　ひょっとして？」


　近くにいた針はり子こさんのひとりに、こっそりとあたしは尋たずねた。


　問われて彼女は、さわやかな笑えみを浮うかべつつ、


「ええ。こんなことしょっちゅうですから。


　当とう然ぜん向こうにも、何度もアトリエ爆破されましたけど」


　をいをいをいをいっ!?


「しょっちゅうって……よく役人に捕つかまんないわね!?」


「ええ。死人やケガ人出てませんし、タチアナ様も、まきぞえになった建たて物ものの持ち主ぬしには、定てい額がく以上の賠ばい償しよう金きんをお払はらいしてらっしゃるようですから、役人に訴うつたえよう、というかたはいらっしゃらないようですね」


　……いーのかそれで……町の連中……？


　なるほど……最初のメシ屋やで、あるいはゆく道々で、まわりのひとが逃にげまくっていたのは、タチアナやマーティーたちにかかわって、へたに巻まき込まれるのをおそれていたからなのだろう。


「けど……爆破って、誰がどうやって……？」


「もちろん私わたくしたちですわ。


　タチアナ様のもとで働かせていただいていると、爆ばく発はつ物ぶつの扱あつかいが上じよう達たつする一方で……


　──あ。でも私、クロスステッチとか、かがり縫ぬいとかも得とく意いなんですよ」


「……そぉ……すごいわね……」


　てきとーにことばを返すあたし。


　……これ以外に、何をどうコメントのしようがあるとゆーのだ。この会話に。


　あたしは視し線せんをタチアナとマーティーの方へと戻もどし──


　そして、気がついた。


　不ふ毛もうなにらみ合いと、なんだか意味不明の悪口の応おう酬しゆうを続けながらも、二人がじわり、じわりと間合いを詰つめていることに。


　──どうやら決けつ戦せんの場は、野原ではなく、ここになりそうだった。





『とうっ！』


　気合を発して地を蹴けったのは、タチアナが先か、マーティーが先か。


　駆かけ抜ぬけた二人が、夕ゆう陽ひの中で交こう錯さくする！


　双そう方ほうの指ゆび先さきには、一いつ体たいいつの間に出したのか、それぞれ一本ずつの針はりが夕陽にきらめいていた。


　そして──


「──くっ!?」


　呻うめいてのけぞったのはマーティーだった。


　胸むねを覆おおう、派は手でな赤のビキニの左胸に──


「──これはっ……!?　ひよこさんのアップリケっ!?」


　そう。すれ違ちがったあの一いつ瞬しゆんに、タチアナは、マーティーの左胸にひよこさんのアップリケを縫ぬいつけたのだった！


「ふっ……アップリケの基本といえば、ひよこかチューリップか太たい陽よう！


　広い面積をカバーでき、なおかつお子様に好こう評ひような、オーソドックスなモチーフよっ！」


「やるなっ！　あいかわらずっ！


　けどまだ甘あまいねェ！　自分が何されたかも気づかないなんてさ！


　ベルト見てみなっ！」


「──なっ……!?」


　今度はタチアナの方が、驚きよう愕がくの声を上げる番だった。


　すれ違う直前までは、ごく普ふ通つうの黒くろ革かわのベルトだったものが、鋲びよう打うち、チェーンフックの、なんだかみょーにヘビーなデザインのものへと改かい造ぞうされていた。


　表面も、グリスか何かを塗ぬったかのように変にてかてか光っている。


　あの一瞬で、ベルトをここまで改造するとはっ！　どーでもいーが、手にした針が、改造内容と全然関係ないよーな気がするぞっ！


「……こ……こんなっ……！　せっかくの、ゼフィーリア子こ牛うしのなめし革がわベルトを、こんなアンフォーマルなものにっ！」


「てめーこそっ！　わざわざエルメキアホタル貝がいからつくったラメ生き地じに、ひよこさんのアップリケなんか縫いつけてぇっ！


　ムカツクんだよっ！


　みんなっ！　やっちまおーぜっ！」


『おうっ！』


「みなさんっ！　アンフォーマルに死を！」


『はいっ！』


　二人の命令に応こたえて、双そう方ほうのとり巻まきが戦せん端たんを開いた！


　タチアナの針はり子こが、蜘く蛛ものごとくに、レース編あみで相手の動きを封ふうじれば、マーティーのとり巻きの服に打たれた鉄てつ鋲びようが、無む数すうのつぶてとなって飛び出し、相手を襲おそう！


「ダセーんだよっ！　あんたらはっ！」


　マーティーのとり巻きのひとりが、服にくっついている輪わっかのひとつを取り外し、針子に向かって投げつける。


　しかし針子はあわてず騒さわがず、風に木綿もめんの糸を流して、飛び来る輪の勢いきおいを殺さぬままに、軌き道どうを変える。


　コースを変えられた輪のゆく先は、マーティーのアトリエ。


　リングは窓まどを破やぶって中へと飛び込み──





　ぐがぁぁぁぁんっ！





　次の瞬しゆん間かん。


　マーティーのアトリエが大だい爆ばく発はつを起こした！


「しまった!?　中の火か薬やくに引火したか!?」


　ぎりっ、と奥おく歯ばを嚙かむマーティー。


　なんでファッション・デザイナーのアトリエに火薬が……？　などとは問うなかれ。二人の性格考えれば、アトリエを武ぶ器き庫こがわりにしていても何の不ふ思し議ぎもない。


　そして、あたしとナーガもまた──


　距きよ離りを取り、全まつたく同時に、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っていた。


　──すべては──一いち撃げきで決まる。


　あたしはそう確かく信しんしていた。


　ナーガはおそらく、いつも通り、敵てきも味み方かたも関係なしの大おお技わざを、いきなし放はなってくるだろう。


　となればあたしも、大技でそれに応こたえるのみっ！


　むろん、竜破斬ドラグ・スレイブクラスというわけにはいかないが、まわりの建たて物ものが壊こわれない程てい度どの破は壊かい力りよくで、人間だけを吹ふっ飛ばす術じゆつはある。


　……ま、まちがって建物吹っ飛ばしても、タチアナがなんとかしてくれるみたいだけど。


　むろんこの状じよう況きようでは、タチアナたちを巻き込むことにはなるだろーが、彼女なら、まちがいなしにこう言うだろう。こちらが勝てばそれでよしっ！　と。


　あたしが唱となえるのは──地霊咆雷陣アーク・ブラス。


　広こう範はん囲いの雷らい撃げき術じゆつで、一いち撃げき必ひつ殺さつの威い力りよくはないが、受ければしばらくは動けなくなる。範囲がやたらと広いだけに、身をかわすのは不ふ可か能のうである。


　あたしの呪じゆ文もんが完成し──


　同時に、ナーガの呪文も完成したようである！


　させるかっ！


「地霊咆雷陣アーク・ブラス！」


　あたしの呪文と──


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


　ナーガの呪文が、全く同時に発動した！


　──風の呪文で来たかっ!?


　あいうちかっ!?


　思った瞬しゆん間かん。





　ばぢばぢばぢっ！





　すさまじい雷らい撃げきと烈れつ風ぷうとが荒あれ狂くるった。





「……う……く……ここ……です……」


　へろへろになったあたしとタチアナ一行が、彼女の別のアトリエに到とう着ちやくしたのは、とっぷりと陽ひの暮くれたあとのことだった。




[image: ]


　今日きようの勝しよう負ぶは──痛いたみ分わけ、といったところだろうか。


　あたしの放はなった広範囲の雷撃呪文と、ナーガの放った広範囲の風の呪じゆ文もん。


　同時に放たれた二つの術じゆつは、みょーな相そう互ご干かん渉しようを引き起こしたか、全員に、かなりキッツいダメージを与あたえていた。


　もはや全員、戦たたかいを続ける気力も体力もなく、どちらからともなしに引き上げ、ということになったのだった。


「……残った工房アトリエは……あと二つ……」


　疲つかれのせいだろうか。つぶやいたタチアナのことばは、気弱なものに聞こえた。


「……すべての工房アトリエを破は壊かいされるよりは……あの女との共きよう存ぞんを模も索さくした方がいいかもしれないわね……」


「なぁぁぁぁに言ってんのよっ！」


　そのことばに、まっ先に反はん論ろんしたのは、ほかでもないこのあたしだった。


「こぉぉのあたしをこれだけの目にあわせた相手と、おめおめなかよしこよしになったとあれば、それこそリナ＝インバースの名おれってもんよっ！


　タチアナっ！　あんたも、ここでやめたら女がすたるわよっ！」


「……こ……こんな目……って、そもそもリナさんと、相手の魔ま道どう士しの呪文が……」


「経けい過かはどーあれ結果は根ねに持つ！　それが乙女おとめ心ごころとゆーもんよっ！


　見てらっしゃいっ！　ナーガっ！　マーティーっ！


　次は泣かすっ！」


　脱だつ力りよくしているタチアナたちをしりめに、あたしは一人、復ふく讐しゆうの情じよう熱ねつを燃もやしまくるのだった！




「とにかくっ！　先せん手て必ひつ勝しようあるのみよっ！」


　沈しずんだムードのアトリエに、あたしの声が響ひびき渡わたった。


「こっちのアトリエはあと二つ──って言ってたけど、マーティーの方は、あといくつ残ってんの？」


「こちらの調査では……あと一つのはずです。


　隠かくしアトリエとかがなければの話ですけど」


　やや放ほう心しんぎみのタチアナにかわって、針はり子こさんの一人が答える。


　あたしは、タチアナの肩かたをぽんっ、ぽんっとかるく叩たたき、


「なぁぁぁんだ。それじゃあ楽らく勝しようじゃない。


　こちらは二つ。相手は一つ。


　たとえこっちが一つつぶされても、あっちの一つをつぶせば勝ちよっ！」


「……たしかに……それはそうですけど……」


「なぁぁにいきなり弱気になってんのよっ!?


　フォーマル・スタイルを守るためなら命の一つや二つ、みたいなこと言ってたでしょ!?


　それとも何!?


　しょせんフォーマルはマーティーみたいなスタイルには勝てないわけ!?」


　……ぴくっ。


　あたしのことばに、タチアナの眉まゆがかすかにはね上がる。


　おしっ！　もうひと押おしっ！


「あなたがここであきらめたら、一体どうなると思う!?


　やっぱりフォーマルなんてデザインじゃない、かなわぬと知ってあきらめた、なぁぁぁんて言われるのよっ！　あのマーティーにっ！


　そーなったら全部おしまいよっ！　あとで何を言おうとも、『負け犬の遠とお吠ぼえ』のひとことで片かたづけられる！


　噂うわさは世界にひろまって、フォーマル撲ぼく滅めつ運動とかが持ち上がって、世界はすべてアンフォーマルにっ！


　そのうち八や百お屋やのおっちゃんが、蛍けい光こうピンクのビキニパンツで紫むらさきキャベツ売るよーな世界になっちゃうのよっ！


　あなたそれでも平へい気きなのっ!?」


　我われながら、多た少しよう無む理りのある理り論ろん展てん開かいのよーな気はしないでもないのだが、他た人にんを説せつ得とくするには、理り屈くつよりもいきおいが大たい切せつな時とゆーのはあるものなのだ。


「……たしかに……」


　ゆらりっ、と、タチアナの全身がゆらいだように見えた。


　さきほどまでは、ほとんど完かん全ぜんに消え去っていた彼女の気力が、ふたたびオーラとなって立ちのぼっているかのように。


「……そう……ですわね……


　私わたくしったら……一体何を迷まよっていたのか……」


　彼女はいきなり、ごごぉっ！　と身を起こし、胸をそらしてこぶしをにぎり、


「たしかにリナさんのおっしゃる通りっ！


　このままアンフォーマルをのさばらせ、世界を闇やみに包つつませることは必かならず防ふせぐべきっ！


　工房アトリエは壊こわれても建たて直せばすむこと！


　しかしっ！　一度誤あやまった道に進んだ人々の価か値ち観かんを正ただすことは至し難なんの業わざ！


　ゆえに今こそ、すべてを賭かけて、諸しよ悪あくの根こん源げんアンフォーマルを撲滅するべきですよねっ！　それがたとえ、この町を、血の海に沈しずめる結果になろうともっ！」


　おおおおおおおっ！　ぱちぱちぱちぱち！


　とり巻まきの針はり子こさんたちは、感かん激げきのどよめきと惜おしみのない拍はく手しゆとを送り、どとーの涙なみだを流しつつ、


「さすがですわっ！　タチアナ様！」


「そう言ってくださるのをお待ちしておりました！」


「それでこそ世界一のデザイナー！　およばずながら私わたくしたち、お手て伝つだいをさせていただきますっ！」


「──あなたたちっ！」


　タチアナは、彼女たちと、ひしっ！　と抱だきあい、


「ありがとうっ！　みんなっ！


　フォーマル・スタイルを守まもり抜ぬき、アンフォーマルを撲滅する！


　その目的のためならば、すべての行いはすなわち正せい義ぎっ！


　たとえ他人の目から、悪あつ鬼き羅ら刹せつの道に見えようと、それはもちろん気のせいですっ！」


「はいっ！　私たち、アンフォーマル撲滅のためになら、親おや兄きよう弟だい売り飛ばす覚かく悟ごはできておりますわっ！」


　完全にイッた目をして言う針子さんたち。


　……まさか……今までマーティーとのケンカの巻まきぞえでめーわくかけた町のひとへの慰い謝しや料りようって……本気で親兄弟売って工く面めんしてたりするんじゃないだろーな……？


　……自分であおっといて今さらこー言うのもなんだが……やっぱしこいつらも抹まつ殺さつしといた方がいーよーな気が……


　ま、とりあえず、そのあたりのことは、依い頼らい料りようもらってから考えるとして。


「とにかくっ！


　そうと決きまれば話は早いわっ！


　早さつ速そく敵てきのアトリエに……」


　……ご……ごごごごごご……


　遠い地じ鳴なりが聞こえてきたのは、まさにその時だった。





「──外!?」


　あたしは窓まどにかけ寄より、開き、身を乗り出してあたりを見回す。


　夜の色に染そまった町の上には、星々と、裂さけ目から漏もれる光のような細い月。


　あえかな月と星との光の下もと──


「──何ですの!?　あれ!?」


　となりの窓からのぞいていたタチアナの声が風に流れる。


　夜の町を、巨きよ大だいな何かが動いていた。


　暗くらくてよくは見えないが、大きさは、そのあたりの家くらいはある。


　それが、通りの左右に並ならんだ建たて物ものをぶち砕くだきつつ、まっすぐに、こちらに向かってつき進んで来る！




[image: ]


　──一体──


「まさかっ!?　あれはっ！」


「知ってんの!?　あれが何か!?」


　あたしの横から外を眺ながめて悲ひ鳴めいを上げた針はり子こさんに、あたしは視し線せんを送り、問う。


「──あれは──


　マーティーの、残った最後の第九工房ですっ！」


「──なっ!?」


「ほーっほっほっほ！」


　針子さんのことばに反はん応のうしたかのように、あんまし聞きたくもない高たか笑わらいが、夜の町に響ひびき渡わたった！


　よく見れば、迫せまり来る巨きよ大だいなもののその上に、佇たたずむ怪あやしい人ひと影かげひとつ！


　かっ！


　瞬しゆん間かん、闇やみの中に光が生まれた。


　放はなたれた魔ま力りよくの明かりは、術じゆつ者しやの姿すがたを照らし出す！


　闇色をした長い髪かみ。トゲトゲつきのショルダー・ガードに、季き節せつを無む視ししたコスチューム！


　やっぱし早さつ速そくやって来たかっ。金きん魚ぎよのうんち、白蛇サーペントのナーガ！


「そこにいるのはわかっているのよっ！　リナ＝インバースっ！


　そしてタチアナ＝デイワード！


　さっきの借り、早速返させてもらいに来たわよっ！」


「そーゆーこと！」


　言ってナーガのそばに歩あゆみ寄よったのは、銀ぎんラメビキニに着き替がえたマーティー！


「タチアナー！　さっきのことで、あたい、超ちようムカツいてるから！　今度こそ本気でつぶそうかな、って思ったわけー！


　決着つけさせてもらうから！


　この重じゆう機き動どう工こう房ぼうマーティーⅨナインでっ！」


「──重機動工房!?」


　マーティーのことばに、驚きよう愕がくの声を上げるタチアナ。


「ど……どうしましょう!?　タチアナ様!?」


「あんなものに攻せめて来られたら……！」


「落ち着いてっ！」


　うろたえまくる針はり子こさんたちを、あたしは一いつ喝かつし、


「心しん配ぱいしないでっ！　石人形ゴーレムつくる呪じゆ文もんを応用して、建たて物ものまるごと動かしてるだけっ！


　しょせんはただのハッタリよっ！」


　言って、不ふ敵てきな笑えみすら浮うかべつつ、向かい来る重じゆう機き動どう工こう房ぼうをにらみつける。


「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですかっ!?」


「とーぜんよっ！　その証しよう拠こ、今見せてあげるわっ！」


　不安がるタチアナに、大きく胸を張り、言い放はなつと、あたしは呪文を唱となえ──


「振動弾ダム・ブラス！」


　迫せまり来るそれに向かって呪文を解とき放つ！


　ちょいとした石いし壁かべくらいなら、あっさりぶち破やぶるくらいの破は壊かい力りよくはある。一いち撃げきは、ナーガの操あやつる重機動工房の壁をあっさり粉ふん砕さいする──はずだった。


　しかし、あたしの呪文が命めい中ちゆうするより早く。





　ばきばきゃばぎっ！





　いきなり『マーティーⅨナイン』から伸のび出た腕うでが、近所の建物の屋や根ねをもぎ取り、目の前にかざす！


　ばぎっ！


　あたしの放った一いち撃げきは、その屋根をぶち破ったにとどまった。


「ほーっほっほっほ！　甘あまいわね、リナ＝インバースっ！


　この『マーティーⅨナイン』の近所の屋根シールドに、そんな術じゆつが通つう用ようすると思う!?」


　くっ！　そーいうテで来たかっ!?


　移動工房に手だけをくっつけ、いざという時には、近所の建物の屋根をもぎ取って、盾たてとして使うとはっ！


　これならば、いくら攻こう撃げきを受けても、ご近所の家に屋根のあるかぎり、いくらでも替かえは利きく。


　となれば、広こう範はん囲い攻撃型がたの呪文でいくしかないが、それでなおかつ工房にも十分なダメージが与あたえられる呪文といえば、竜破斬ドラグ・スレイブくらいしかなかったりする。


　しかしいくらなんでも、この町なかでンなもの使うわけにはいかない。


　飛行呪文で直接工房アトリエに乗り込んで、内部から──というテもないではないが、向こうは当然迎げい撃げきしてくるはず。これはリスクが大きすぎる。


「どうするんですっ!?　リナさんっ!?」


　せっぱ詰つまったタチアナの悲ひ鳴めい。


　その間にも『マーティーⅨナイン』は、立ち並ならぶ家をなぎ崩くずしつつ、こちらに向かって近づいてくる。


「──しかたないわっ！　とりあえずここは一いつ旦たん退たい却きやくっ！　残のこった最後の工房で勝しよう負ぶをかけるわよっ！」


「で……でも……


　もう一つの工房アトリエは、ちょっと不ふ便べんなところにあるんです。


　布ぬのの買い付けとかにも……」


「んだぁぁぁぁぁぁぁっ！　ンなこと言ってる場合じゃないでしょーがっ！


　とにかく今は逃にげなきゃあ、この工房ともども、あたしたちもおしまいよっ！


　そーなったら、誰だれがマーティーたちを止めるのよっ!?」


　しぶるタチアナに言うあたし。


　彼女はしばし、沈ちん黙もくし、


「……わかりました……


　どうやら……それしかなさそうですね……」


　苦にがい口く調ちようで、つぶやくようにそう言った。


「おしっ！　そうと決まればとっとと逃げるわよっ！」


　あたしのことばに、こっくりうなずく、タチアナと針はり子こさん一同。


　全員で玄げん関かん口ぐちへと飛び出して──





　ぐごごごごごごご！





「ひょえぇえええぇぇぇぇっ!?」


　扉とびらを開けたその目の前に、『マーティーⅨナイン』の巨きよ体たいが迫せまっていた！


　──移い動どう速そく度どが思っていたより速はやい!?


　ここから逃にげるのは無む理りかっ！


「裏うらよっ！」


　言ってあたしは、きびすを返して走り出す。


　だむっ！


　裏口の扉を蹴けり開けたその向こうには、闇やみの中へと延のびゆく細い裏うら路ろ地じ。


「こっちですっ！」


　先頭をきって走るタチアナに続いて、あたしたちは路地を駆かけ抜ぬける。


　どがぁっ！


　夜をふるわせ、轟ごう音おんがあたりに響ひびきわたったのは、いくらも走らぬそのうちだった。


　肩かたごしに、ちらりと後ろをふり向けば、タチアナの工房アトリエが、崩くずれ去さりゆく光こう景けいがそこにはあった。


「ああっ！　私わたくしの工房アトリエがっ!?」


　思おもわず足を止め、なげくタチアナ。


「止まっちゃだめっ！　走って！」


　あたしの叱しつ責せきと同時に──


　まだおさまらぬ土つち煙けむりを裂さいて、二本の腕うでがこちらに伸のび来くる！


『マーティーⅨナイン』の巨きよ大だいな腕が、立ちつくしたままのタチアナを捕とらえようとした、まさにその時！


「──くっ！」


　針はり子こさんその一が、呻うめいて、ふところから小さな何かを取り出すと、そこについているスイッチを──


　ぷち。





　づごぉぉぉぉんっ！





　瞬しゆん間かん、ド派は手でな爆ばく発はつが、『マーティーⅨナイン』を包つつみ込む！


「──これは!?」


　あわてて遠ざかり、問うタチアナに、針子さんその一は得とく意い顔がおで、


「はい！　こんなこともあろうかと、タチアナ様にはないしょで、地下に自じ爆ばく装そう置ちをつくっておいたんですっ！」


　つくるな。そんなもん。


「まあ[image: ]　気が利きくわね[image: ]」


　ほめるなよ。お前も。


「長話はあとよっ！」


　二人の会話に、あたしは横から割って入る。


「今ので敵てきの工房アトリエが倒たおれたとはかぎらないわっ！


　一いつ刻こくも早くこの場ばを──」


「ほーっほっほっほ！　さすがにこっちの実力はわかっているようね！　リナ＝インバース！」


　爆ばく音おんの余よ韻いんすらをもつんざいて、あたりに響ひびくバカ笑わらい！


　おさまりゆく煙の中から現あらわれたのは、ほとんど無む傷きずの『マーティーⅨナイン』と、その屋おく上じように佇たたずむナーガとマーティーの姿すがた！


「これも、わたしたちの洗せん練れんされたセンスを世界にひろめるためのことっ！　悪く思わないでねっ！　ほーっほっほっほ！」


　おにょれっ！　ナーガっ！　ひさしぶりに本気出してるなっ！　こいつっ！


「リナさん！　こっちですっ！」


　そのセリフにはとりあわず、タチアナは言って走り出す。


　ナーガに背を見せるとゆーのはくやしいが、戦たたかいは、最後に勝てばそれでよしっ！　あたしと針はり子こさんたちも、いっしょになって駆けだした。


「ほーっほっほっほ！　この『マーティーⅨナイン』から逃にげられるとでも思って!?


　やるのよっ！　『マーティーⅨナイン』！」


　ぐごごごごごごごごっ！


　ナーガの命令に応こたえ、あたりの建たて物ものぶち壊こわし、『マーティーⅨナイン』はふたたび進しん撃げきを開かい始しした！


　路ろ地じを駆かけ抜ぬけ、通りを走り、あたしたちは町の中をつき進む。


　すこし遅おくれて『マーティーⅨナイン』。なんとか引き離はなしたいところだが、基き本ほん速そく度どがかなり速いのか、差はいっこうにひろがらない。


「まだなの!?　タチアナ!?」


「もうすぐそこ──見えました！」


　通りを曲まがったその先、タチアナが目で指したところには──


　崩くずれかけたビルが一いつ軒けん。


「ちょっとぉぉぉっ!?　まさかあれがっ!?」


　もともとは、二、三階建ての建物だったのだろう。その二階から上の部分が、きれいさっぱり吹ふっ飛んで、ほとんどガレキと化かしている。


　おそらく、あたしがこの町に来る以前に、マーティーとの抗こう争そうで壊こわされた工房、といったところだろうか。


　むろん、こんなものの中に逃にげ込んだところで、マーティーの重じゆう機き動どう工こう房ぼうの攻こう撃げきを防ふせげるとは思わない。


　──しかし──


「早く！　こっちですっ！」


　タチアナにうながされるまま、あたしは、朽くち落ちた扉とびらをくぐって、建物の中へと飛び込んだ。


　そして──





　ばがぁぁぁぁんっ！





　重機動工房マーティーⅨナインが、その工房アトリエ跡あとをうち砕くだいたのは、あたしたちが飛び込んで間まもなくのことだった。





　──あたりには、じっとりと濡ぬれた空気がよどんでいた。


「明かりライテイングよ」


　あたしのかざした指先に、小さな魔ま法ほうの明かりが灯ともる。


　地下道は、光の届とどかぬ闇やみの奥おくへと、まっすぐに延のびていた。


　間かん一いつ髪ぱつ──


　あたしたちは、『マーティーⅨナイン』が工房跡をぶち壊こわすよりも早く、隠かくし扉とびらから、この地下通路へともぐり込んだのだった。


「この先が──私わたくしの最後の工房アトリエです」


　通路の先にわだかまる、闇の奥へと目をやって、タチアナは声をひそめてそう言った。


「……この日のあることを予よ感かんして用意した、地下通路ですけど……まさかこれを、実じつ際さいに使うことになろうとは……」


「とにかく──先に進みましょ。


　連中が、この隠し通路に気づかないとはかぎらないわ」


　あたしのことばにこっくりうなずき、一同は、通路の奥へと歩あゆみはじめた。


「……けど……本当に、あの『マーティーⅨナイン』に勝てるんでしょうか……？」


　針はり子こさんＡが、不安な声でつぶやいたのは、かなりえんえんと歩いた頃ころのことだった。


「考えてみれば、相手の強きよう度どは異い常じようですわ。


　まわりの建たて物ものも、同じように石いし造づくりのはずですのに、それをあっさりなぎ倒たおして、工房自じ体たいには傷きずはなし。


　それに、あの爆ばく発はつにも耐たえるなんて……」


「たぶん──魔ま力りよく強きよう化かしてあるのよ」


　彼女の疑問に、あたしはあっさりとそう言った。


「魔力強化……ですか？」


「そう。


　たとえば、たこ糸くらいのものでも、ちゃんと魔力強化してやれば、子供がぶら下がれるくらいの強さにはなるわ。


　建物全体──は無む理りでも、表ひよう面めんとかに、その処しよ理りをしたんでしょうね。


　けどま、強化って言ったって、やっぱし限げん界かいってもんがあるし、あたしもその術じゆつ知ってるから、残のこったこっちの工房に術かければ、条じよう件けんは互ご角かくよ」


「それじゃあ──」


　問う針はり子こさんに、あたしは大きくうなずいて、


「こっちの勝しよう機きは──じゅーぶんにあるわ」


「それを聞いて安心しました」


　言ったのは、それまで沈ちん黙もくを続けていたタチアナだった。


「出口です」


　言われてからさらに、かなりの距きよ離り、階段を上り──


「──!?」


　そこにひろがる光こう景けいに、あたしは思わず、一いつ瞬しゆんことばを失うしなった。


　えんえんたる緑みどりの連つらなり。


　見下ろしたはるか先には、町のかすかな明かりが見える。


「リシャールの町の北東にある山の中ちゆう腹ふくあたりです」


　おどろくあたしに、タチアナは得とく意いげに、


「そしてこれが──


　こんなこともあろうかと造つくっておいた、最さい終しゆう決けつ戦せん用よう要よう塞さい工こう房ぼう『クチュール』ですっ！」


　もぉすでにファッション・デザインなんぞとカケラもかかわりのないことばを吐はいて、タチアナが指ゆびさしたその先には、星空を背に、ずんぐりとした塔とうが、くろぐろと佇たたずんでいるのだった。





「ただ今もどりましたっ！」


　物もの見みの針子さんが、タチアナの要塞工房に戻もどってきたのは、昼をややまわった頃ころのことだった。


　──あたしたちがここに立てこもって、今日きようで二日。


　ちなみに一日目は、部へ屋やの掃そう除じと工房表面の強きよう化か処しよ理りでつぶれた。


　そしていよいよ今日。まず情じよう報ほう収しゆう集しゆうを開始した、というわけである。


　町からここへの秘ひ密みつの通つう路ろは、念ねんのため、あたしの術でつぶしておいたが、だからといって、ここが相手に見つからないとはかぎらない。


　ともあれ向こうの動きは、チェックしておく必要はある。


　そこで、顔の割われているあたしやタチアナではなくて、針子さんＢを町まち娘むすめに変へん装そうさせて、町の様よう子すを探さぐってもらいに行ったのだ。


「どうだった!?」


　問うあたしたちに小さくうなずき、


「敵の重じゆう機き動どう工こう房ぼう『マーティーⅨナイン』は、町の中心に座ざして動かず。


　マーティーたちの一いつ派ぱは──


　酒さか場ば貸かし切りで、タチアナ様打だ倒とう記き念ねんの祝しゆく勝しよう会かいやってました！」


「なんですってぇぇぇぇぇっ!?」


「ああっ!?　タチアナ様！　落ち着いてっ！」


「愚おろかなマーティーが勝手にそう思いこんでいるだけですわっ！　タチアナ様がお気になさることなんてありませんわっ！」


　怒いかるタチアナ。必ひつ死しでなだめる針子さんたち。


「……そ……それに、こちらを倒たおしたと思って、相手が油ゆ断だんしている今こそ、反はん撃げきのチャンスですわっ！


　そうですよねっ！　リナさんっ！」


　話をふってきた針子さんに、しかしあたしは、ゆううつな口く調ちようで、


「──とはかぎらないわね」


「……へ……？」


　あっさりと言ったことばに、針子さんたち一同と、タチアナの動きまでもが止まる。


「不意をつく作戦なら、相手が出で払はらってる時にこっちが『マーティーⅨナイン』に乗り込んで、中からつぶす、ってテがオーソドックスだけど……


　もしも相手がかんづいて、先に『マーティーⅨナイン』に乗り込んだら、あっさりかえりうちになるわよ」


　相手が町のどまん中にいるのでなければ、少々表面を魔ま力りよく強化してあろうと、あたしの術じゆつでぶち砕くだいてみせるのだが……例の近所の屋や根ねシールドがある以上、なまはんかな攻こう撃げきは効きかない。


「それじゃあ──相手と同じように、この『クチュール』を動かして戦たたかいを挑いどむ、というのは？」


　タチアナの問いに、あたしは左右に首を振ふり、


「たしかに強度は互ご角かくかもしんないけど、それで勝てるとはかぎらないわ。


　引き分けくらいならとにかく、負けでもしたらシャレになんないわ」


　──ナーガの二に番ばん煎せんじするのなんてヤだ、というのが本心ではあるが、それは伏ふせたまま、あたしは言った。


「なら……何かいい案あんはないんですか!?」


「……うーん……」


「ほっほっほっほ！　そんなもの、考える必要はないわよ！　リナ＝インバース！」


　聞きなれた声があたりに響ひびいたのは、その時のことだった。





「ナーガ!?」


　声のした方に目をやれば、そこにはナーガとマーティーと、そのとり巻まきの正しよう体たい不ふ明めいのご一同！


「どうしてここがっ!?」


　おどろきの声を上げるタチアナに、マーティーは、偵てい察さつに出ていた針はり子こさんを指ゆびさして、


「町でそいつ見かけてぇ、尾つけてきた、ってわけ」


「そんなっ!?　私わたくし自みずからがコーディネートした、この完かん璧ぺきな変へん装そうが見み破やぶられるなんてっ！」


「完璧すぎたからわかったんだってば。


　今時そんないかにもの格かつ好こうした娘こなんているわけないじゃん」


「くくぅっ！　しまったっ！」


　マーティーの指し摘てきに、思わず歯ぎしりするタチアナ。


　うーむ。変なところでこだわりが裏うら目めに出たか。


「そういうことで。


　悪いけど、ここで決けつ着ちやくつけさせてもらうわよっ！　リナっ！」


　言うなりナーガは呪じゆ文もんの詠えい唱しように入る。


　これは──魔竜烈火咆ガーヴ・フレア!?


　こちらの工房を砕くつもりかっ!?　こんなものをぶちかまされたら、いくら魔力強化していようが、間ま違ちがいなく風かざ穴あなを開けられる！


「させませんっ！」


　針子さんＡの投なげ放はなった竹ベラは、しかし、呪文詠唱中に生まれた呪じゆ力りよく結けつ界かいによって、ナーガに届とどかず、あさっての方へと流れ飛ぶ。


　──ならばっ！


　こーゆーのはどうだっ!?


　──黄昏たそがれよりも昏くらきもの


　　　血の流れより紅あかきもの──


　あたしはナーガに向かってダッシュをかけて、いきなり竜破斬ドラグ・スレイブの呪文詠唱をはじめる。


　止めようと突つっ込んできた、マーティーのとり巻きたちが、あたしの呪力結界に、いともあっさりはじかれる。


　──時の流れに埋うずもれし──


　そして──


　ナーガの呪力結界と、あたしの呪力結界とがぶつかり合った！





　ばんっ！





「ひあっ!?」


　ド派は手でな破は裂れつ音おんとともに、全身に、しびれるような痛いたみが走る！


「あだだだだだだだだだっ！」


　思わず声を上げてうずくまるあたし。


　とーぜん呪文詠唱は中ちゆう断だんしたが、それはナーガの方とて同じこと。よっぽど痛かったのか、すこし離はなれたあたりで、声をなくしたまま踊おどっていたりする。


　……同レベル以上の呪力結界をぶつけてやれば相そう殺さいできる、と、ごく単たん純じゆんに考えてやったことだが……


　たしかにうまくいったけど、……こんなイタいのもうヤだ。


「きさまっ！」


　あたしが痛がっている、その一いつ瞬しゆんのスキをついて、つっかかってくるマーティーのとり巻まき！


　しまったっ！


　だがその瞬間！


「明かりライテイングよ！」


　響ひびいた声と同時に、あたしの頭上でまばゆい光が閃ひらめいた！


『うあっ!?』


　目を灼やかれ、のけぞるマーティーのとり巻きたち。


　あたしがやったのではない。おそらくは、針はり子こさんたちの誰だれかが放はなってくれたのだろう。


「──ちっ！　町まで退たい却きやくするわよっ！」


　やや不ふ利りとみるや、あっさり退却命令を出すマーティー。


　とり巻きたちが、目がくらんでいる仲間やナーガをひっぱって、あわてて木々の間へとかけ込む。


「──逃にがしませんっ！」


「待って！」


　追いすがろうとする針子さんたちに、あたしはストップをかけた。


「深追いは危き険けんよ！……まあ、罠わながあるとは考えにくいけど……」


　本当は、逃げてゆく後ろ姿すがたに、大おお技わざ一発プレゼント、とかやってやりたいところだが、体のぴりぴりちくちくが、いまだ消えていない以上、集中のいる大技はむりである。


「……それよりも──


　今、明かりライテイング飛ばしてくれたの誰？」


「……あ……私わたくし……ですけど……


　いけませんでしたか……？」


　申もうし訳わけなさそうにおずおずと言う針子さんのひとりに、あたしはにっこりほほえむと、


「いーえ。助かったわ。ありがと。


　それで──


　聞きたいんだけど、ひょっとして、あなたたちみんな魔ま法ほう扱あつかえるの？」


　たかが明かりライテイングの呪じゆ文もんとはいえ、炸さく烈れつするようにアレンジするには、呪文の丸まる暗あん記きではなく、ちゃんとした魔ま道どうの知ち識しきが必要である。


「ええ、一いち応おう……


　本ほん格かく的てきに研究をする時間はないので、みんな、攻こう撃げき呪文とかは知らないんですけど……」


「みんな──ってことは、あなただけじゃなく、ほかの針子さんたちも、魔道の基き礎そ知識はできてんの？」


　あたしの問いに、こっくりうなずくご一同。


「ふぅん……」


　あたしはしばし考えて──


　やがて、にまりっ、と笑えみを浮うかべた。


「これは──使えるわね」





　ぐごごごごごごごごごごごご！


　森を裂さき、大地をゆるがし。


　あたしたちを乗せた『クチュール』が、リシャールの町を目ざして進しん撃げきを開かい始ししたのは、それからしばらく経たってからのことだった。


　動かしているりくつは相手と同じ。石人形ゴーレム作さく成せいの術じゆつを少々アレンジして、『クチュール』を、移い動どう要よう塞さいと化かしたのだ。


　サル真ま似ねなどとは思うなかれ。こっちは、向こうのとはひと味違ちがう。


　……まあ、作さく戦せんの関係上、移い動どう部ぶ分ぶんは建たて物もの全ぜん部ぶではなく、最さい上じよう階かいの部分のみ。見た目、『マーティーⅨナイン』に比くらべてかなり小さいことは事実だが……


　しかし作戦は完かん璧ぺき！　あたしのダメージも完全に回かい復ふくしている！


「もうすぐ町に入るわよっ！　みんな、配はい置ちについてっ！」


『はいっ！』


　タチアナの号ごう令れい一いつ下か、針はり子こさんたちが、屋おく上じようの端はしに円えんを描えがいて配置につく。


　そしてあたしとタチアナの二人は、屋上にすっくと立った。


『ほーっほっほっほ！　のこのことやって来たわねっ！　リナ＝インバースっ！』


　やたらとデカいナーガの声が、あたりに響ひびきまくったのは、『クチュール』が、町のはずれあたりにさしかかった時のことだった。


　なるほど。風の系けい列れつの呪じゆ文もんを使って、声を増ぞう幅ふくしているわけか。


『なぁぁんのつもりか知らないけどぉ。そぉんなサル真似のちっちゃいモノで、この『マーティーⅨナイン』に勝てると思ってるわけ？』


　続いて響くマーティーの声。


　あたしもちょちょいっ、と呪文を唱となえ、こちらの声を増幅し、


『笑わらわせてくれるわねっ！　この『クチュール』が、そっちの単なるものまねだなんて思ってるなら、おーまちがいよ』


　あたしはタチアナと顔を見合わせ、大きくうなずき、


『用意レデイ！』


　あたしの指し令れいに、そばに控ひかえた針子さんたちの呪文詠えい唱しようがはじまる。


　そして──呪文は完成した！


　おしっ！　起き動どう準じゆん備びオーケイっ！


　そこにあたしの指令が下る！


『空中要よう塞さい工こう房ぼう『クチュール』、浮ふ上じようっ！』


『浮遊レビテーシヨンっ！』


　針子さんたちの声が唱しよう和わした！


　そして──


『クチュール』が宙ちゆうに舞まう！





『──っなっ……!?』


『うそーッ!?』


　ナーガとマーティーの驚きよう愕がくの声。


　ふっ！　見たかぁぁぁぁぁぁっ！　じまぁぁぁぁぁんっ！


　魔ま道どうの基き礎そができている針子さんたちに、浮遊レビテーシヨンの術じゆつを教えることは、造ぞう作さもないことだった。


　しかし、かなりの重じゆう量りよう物ぶつが運べる浮遊レビテーシヨンを多人数でかけるとはいえ、さすがに工房の建たて物もの全部を持ち上げることはできず、しかたなく、最さい上じよう階かい部分のみでの移い動どうとなったのだが。


『『クチュール』前っ進っ！　目もく標ひよう、リシャール中央部分に停てい止し中ちゆうの、敵てき重じゆう機き動どう工こう房ぼう『マーティーⅨナイン』っ！』


『え……ええいっ！　空飛んだからってエラいってもんじゃないっ！　『マーティーⅨナイン』前進っ！　タチアナのおもちゃをたたきつぶすのよっ』


　焦あせりをにじませたマーティーの声。


　上空から地上を見下ろせば、家いえ並なみを蹴け倒たおして、こちらへと向かい来る『マーティーⅨナイン』の姿すがた。


　たしかに実際の話、マーティーの言ったとおり、空を飛んだからといってエラいとゆーわけではない。


　しかし──相手をビビらせる、という以外にも利り点てんはあるのだ。


　やがて『クチュール』と『マーティーⅨナイン』はその距きよ離りを詰つめ──


『『クチュール』上じよう昇しようっ！』


　あたしの声に応こたえて、針子さんたちは術をコントロール。『クチュール』はさらに高度を取る。


『逃にがすな！　『マーティーⅨナイン』！』


『マーティーⅨナイン』から生はえた二本の腕うでが宙ちゆうを薙なぐ。しかしそれは、空むなしく宙を切っただけ。この『クチュール』には届とどかない。


『前進やめっ！　さらに上昇っ！』


　あたしの指し令れいに『クチュール』は、さらなる高みへと昇のぼってゆく。


　もはや『マーティーⅨナイン』が、いかに手を伸のばしたところで、こちらには届かない。


　だがその時。


　がぅんっ。


　小さなゆれと爆ばく音おんが、『クチュール』をゆり動かした。


『何!?』


『ナーガの魔ま法ほう攻こう撃げきよ』


　うろたえるタチアナに、冷れい静せいな声で答えるあたし。


　こちらには、防ぼう御ぎよ用ようの機き能のうはついていない。


　真下にいるナーガから、攻撃呪じゆ文もんを受けたなら、それを防ふせぐ手段はないのだ。


『ほーっほっほっほ！　どうしたのかしらリナ!?　ご自じ慢まんの空くう中ちゆう要よう塞さいとやら、下がまるっきりがらあきよっ！』


『ふっ。わかってないわね。ナーガ』


　得とく意いげなナーガの声に、しかしあたしは、余よ裕ゆうしゃくしゃくで、


『聞くけど……今、浮遊レビテーシヨンかけてるひとがこの要塞放棄したら、どーなると思う？』


　……………………


『だえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』


　ナーガとマーティー、二人の悲ひ鳴めいが終わるより早く。


『全ぜん員いん撤てつ退たいっ！』


　叫さけぶと同時に、あたしとタチアナは、別々の針はり子こさんに抱だきついた。


　そして、針子さんたち全員が、一いつ斉せいに屋おく上じようの床ゆかを蹴ける！


　──狙ねらいたがわず──


　浮遊レビテーシヨンの枷かせを失った『クチュール』は、真下で足を止めていた『マーティーⅨナイン』を、もののみごとに直ちよく撃げきしたのだった。





　かくて──


　夕ゆう陽ひの中、リシャールの町を二に分ぶんした戦たたかいに、ついに終しゆう止し符ふが打たれたのだった。


　ちなみにナーガは、復ふつ活かつして反はん撃げきしてくるおそれがあるので、気を失ってるその間かんに、さるぐつわかましてしばり倒たおし、ガレキの間あいだに転ころがしておいた。


「……う……く……」


　ガレキの中から身を起こしたマーティーは、そばに佇たたずむあたしたちに気がつくと、重いため息をついた。


「……負けよ……あたいの……」


　きゃーっ！


　彼女の敗はい北ぼく宣せん言げんに、タチアナの針はり子こさんたちが歓かん声せいを上げる。


「……けど覚えときな……今はあたいの負けだけど……世界に人間がいるかぎり……いつか……斬ざん新しんなファッションはふたたび生まれ出る……」


「なぁぁぁに悪の大だい魔ま王おうみたいなこと言ってるんですかっ!?」


　どげっ！


　言ってマーティーをどつき倒たおすタチアナ。


「負け犬の遠とお吠ぼえとは見苦しいですわねっ！　ともかく私わたくしがこうして勝った以上、やはりフォーマル・スタイルが正義と証明されたのも同じっ！


　これからは心おきなく、世界にフォーマル・スタイルをひろめられますわっ！」


「……いやー。そうはならんと思うぞ」


　いきなり近くから聞こえてきたのは、聞き覚えのない男の声だった。


「……なんで……！すっ……て……？」


　ふり向いたタチアナの視し線せんの先にいたものは──


　ずらりと並ならんだ警けい備び兵へいたち。その数ざっと二、三十人。


「これだけ騒さわぎが大きくなると、さすがに町の連中もがまんできなくなったらしくてな。


　ま、そーゆーことだから、十年単位でくさいメシ食ってもらうことになると思うけど」


　隊たい長ちようさんらしき一人が、淡たん々たんとした口く調ちようで言う。


　……そ……そー言えば……ノリと私し怨えんでやりたいほーだいやったけど……れーせーに見てみると、町がちょっぴりクレーター化かしてるよーな……


　いかぁぁんっ！　このままでは、あたしもいっしょくたにつかまるっ！


　となればここはやはりっ！


「タチアナさんっ！　そんなひどいことしてたんですかっ!?」


　いきなりぶりっ子ポーズにぶり声で、あたしは瞳ひとみをうるうるさせて、


「ひどいっ！　あたしを利用してただけだったんですねっ！　ばかぁっ！」


　言うなりきびすを返してダッシュ！


「……あ！　きみっ!?」


　隊長さんの呼よびかけを無む視しして呪じゆ文もんを発動！


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術じゆつでそのまま宙ちゆうに舞まう！


　秘ひ技ぎっ！　うやむやのうちに高飛び攻こう撃げきっ！


　よい子はマネしちゃいけないぞっ！


　依い頼らい料りようがもらえなくなるのはむろんイタいのだが、とっつかまるよりマシである。


　かくて、あたしはタチアナを見捨て──もとい、その場に残し、とっとととんずらこいたのだった。


　そのあと、置おいてけぼりのナーガがどうなったか──


　むろん、あたしの知ったこっちゃあない。







（リナちゃん[image: ]おしゃれ大作戦：おしまい）
















　スレイヤーズすぺりおぉる


　本ほん格かく推すい理りドラマだと思って読むとがっかり！


　エイプリルの事じ件けん簿ぼ２・美人看かん護ご婦ふ湯ゆ煙けむり三人姉し妹まいおさげで三つ編あみセーラー服ネコ耳メガネっ娘こ連続猟りよう奇き殺人事件・ちなみにタイトルと内容は無関係です

















　登場人物





　フラニガン＝ハニンバル　　エイプリルの叔お父じ。実じつ業ぎよう家か。


　メリッサ　　　　　　　　　フラニガンの妻つま。


　マーク　　　　　　　　　　ハニンバル家けの一人ひとり息子むすこ。


　レイチェル　　　　　　　　マークの恋こい人びと。


　ロバート　　　　　　　　　マークの友人。犯はん人にん。


　ザラカス隊長　　　　　　　セルリアン・シティ警けい備び隊たいの隊長。


　エイプリル＝ランドマーク　紫むらさき色いろの脳のう細さい胞ぼうを持つ著ちよ名めいな探たん偵ていになりたがっている人。


　リナ＝インバース　　　　　エイプリルの助じよ手しゆ。って待て。







「人間、空くう腹ふくになると腹はらも立ちやすくなるというものだよ。リナくん。


　そうは思わないかね？」


　うららかな午ご後ごの陽ひざしを浴あびながら。


　馬ば車しやはゆく。


　緑みどりに包つつまれた庭てい園えんを。


「んっんっんっんっ。思わないわね。


　おなかがすかなくても、腹立つ時は腹立つし」


　あたしの正しよう直じきな意見に、しかしなぜか、正面に腰こしかけた彼女──エイプリル＝ランドマークはかすかにおびえた表情を見せ、


「……は……はっはっはっはっ……


　リナくん。目が怖こわいよ」


「ふぅん。そぅお。


　あたしは自分の胸むねにわき起こって来る、なにやらドス黒いモノの方がよっぽどコワいんだけど」


「……ま……まあまあまあまあまあ。


　今日きようの食事は、きっとリナくんにも満まん足ぞくしてもらえるはずだよ」


「はず？」


「いやいや絶ぜつ対たいいや絶対」


　だらだら脂あぶら汗あせ流し、エイプリルは、ぷるぷる左右に首を振ふる。


　──しばらく前──


　あたしはエイプリルからの依い頼らいで、とある事件の解かい決けつに協きよう力りよくしたのだった。


　しごとの上でいろいろと、くそ腹立つこともあったりしたのだが──


　何よりも。彼女の手て違ちがい、不ふ備びのせいで、結けつ局きよく依い頼らい料りようは、銅どう貨か一枚まいたりとて入って来なかったのだ。これがまた。


　怒おこりまくってあばれ倒たおすあたしに、彼女は、その埋うめ合わせに食事に招しよう待たいする、と申もうし出てきたのである。


　なんでも彼女の叔お父じとやらは、商しよう売ばいで成せい功こうし、町はずれにある没ぼつ落らく貴き族ぞくの屋や敷しきを買い取ったとかいう話。


　あたしたちが今向かっているのはそこだった。


　……って……


　正門くぐってけっこう走ってるのに、まだ停とまんないし……


　あたしは馬車の窓まどから、ひょいっ、と顔をのぞかせて──


「ど……どひぃぃぃぃぃっ！」


　驚おどろきの声を思わず上げていた。


　むやみやたらとだだっ広ぴろく、手入れの行き届とどいた緑の庭てい園えん。


　ゆく手に佇たたずむ白はく亜あの豪ごう邸てい。


　敷しき地ちの広さは、ちょっとした村くらいはあるだろうか。


「……な……何者……？　あんたの叔父さん……？」


「言っただろう？　商売で成功した、と」


「……そりゃあまた……めちゃめちゃ成功したわねー……」


「なぁに。たいしたことはないさ。


　建たて物ものの裏うらに池があって──それを囲かこんだところで敷地は終わりだからね」


「池までっ!?」


　あたしはまたまた声を上げる。


　没落貴族の屋敷──と聞いていたから、わりと大きめの小こ洒落じやれた邸てい宅たく、くらいのモノを想そう像ぞうしていたのだが……


「叔父も食べることは好きな方だからね。


　食事に期待はしてくれていてもいいよ」


　言うエイプリルの声とともに、馬車はようやく、屋敷の玄げん関かんに到とう着ちやくしたのだった。





「やあやあやあ。あなたがリナ＝インバースさんですか。


　エイプリルから話は伺うかがっておりますよ」


　むやみに広い屋敷のホールで。


　にこやかな笑え顔がおであたしたちを迎むかえたのは、エイプリルの叔父、フラニガンさんだった。


　四十をすこし過ぎたくらいの年と齢しだろうか。黒い髪かみにはちらほらと、白いものが混まじりはじめている。


　ハンサム、というわけではないが、穏おん和わな好人物という印いん象しようである。


　──むろん、これだけの財ざいを築きずき上げたのだから、単たんに見た目のままの人物ではないだろうが。


　最さい初しよエイプリルに話を聞いた時には、成なり金きん趣しゆ味みのおっちゃんを想像していたのだが、服ふく装そうにしても内装にしても、なかなかに趣しゆ味みのいいものを揃そろえている。


　ともあれ彼は、そばに老ろう執しつ事じを従したがえて、にこにこ笑顔のままで、


「おや。今日は黒いお召めし物ものですか。


　エイプリルからは、ピンク色のローブがよく似に合あう、とお聞きしていましたが」


「んっんっんっんっんっんっんっんっ」


　あたしは笑みを浮かべたままで、そばにいたエイプリルのえり首ひっ摑つかみ、ほんのちょっぴり物もの陰かげに行き──


　どすっ！　ぼすっ！　どぶっ！


「──いやぁ。その話は忘れてください」


　おとなしくなったエイプリルといっしょにふたたび姿すがたを現あらわして、あたしはにこやかに語かたりかける。


「ともあれ今日は、お招まねきいただいてありがとうございます」


「なぁに。たいしたもてなしもできませんけどね」


　細こまかいことは気にせずに、フラニガンさんは気さくに言った。


「まあ、食事の用意が整ととのうまで、奥おくでゆっくりと──」


「──エイプリルちゃん!?　エイプリルちゃんじゃないの!?」


　二人の会話を遮さえぎって響ひびいた声は、女性のものだった。


　じゅうたんの敷しかれた広いホール。壁かべにかかったタペストリ。部へ屋やの両りよう端たんからは、階かい段だんが、弧こを描えがいて階う上えへと続いている。


　その階段を駆かけ下りて来るのは、ドレスを纏まとった金きん髪ぱつの女性──


「メリッサ叔お母ばさん！」


　エイプリルが言ったそのとたん。


　彼女──メリッサさんは、ふわりっ、とドレスのすそをたなびかせ、優ゆう雅がに手すりを飛び越こえて──





　どぼすっ！





　そのいきおいを利用して、エイプリルの腹に跳とび蹴げりをかます！


「もぅ。


　いやだわ。エイプリルちゃんったら。


『おばさん』だなんて。他た人にん行ぎよう儀ぎな。


　メリッサ、で、いいわよ」


「……そ……そうだね……メリッサ……さん……」


「紹しよう介かいしよう」


　フラニガンさんは、メリッサさんの肩かたを抱だき、あたしに向かってにこやかに、


「これがメリッサ。


　私の妻つまだ。


　私の女によう房ぼうにしては結けつ構こう若わかいだろう？　ここでうなずかなかった奴やつが一体何人病院送りになったことか」


「はじめまして。娘むすめさんかと思ったわ」


　さらりと言ったフラニガンさんのことばに、一いち応おう調ちよう子しを合わせるあたし。


「まあそんな[image: ]


　お上じよう手ずなんだから[image: ]　そんなこと言われると、塩しおスープ以外の料理もご馳ち走そうしてあげたくなるじゃないの[image: ]」


　……って、ここで同意しなけりゃ塩スープだけ出すつもりだったのか。オイ。


　フラニガンさんは、今度はあたしを彼女に示し、


「こちらは、エイプリルの友人のリナ＝インバースさんだ。


　エイプリルに似に合あわずよくできたお嬢じようさんで、噂うわさくらいは聞いたことがあるだろうが、攻こう撃げき呪じゆ文もんの使い手だそうだ」


「まあ[image: ]　可愛かわいらしいお嬢さん[image: ]」


　すかさず笑顔で言うメリッサさん。


　……な……なんだかなぁ……


「まあ、こんな所で立ち話もなんですから、どうぞ奥へ。


　息子むすこたちもおりますから、どうかご歓かん談だんください」


「それではわたくしがご案あん内ないさせていただきますわ」


　メリッサさんの先せん導どうで、屋や敷しきの奥へ行きながら、あたしは横をゆくエイプリルにことばをかける。


「エイプリル……あなたの推すい理りを聞かせてほしいんだけど──」


「推理？　何かね？　リナくん？」


「ひょっとしてあんた……力の限かぎり嫌きらわれてない？」


「……それは本ほん件けんとは無む関かん係けいだ……」


　言って彼女は、静かに視し線せんをそらしたのだった。





「やあエイプリル！　ひさしぶりだね！」


　その部屋であたしたちを出迎えたのは、三人の人物だった。


　言ってイスから立ち上がったのは、ブラウンの髪をした二は十た歳ちほどの青年。


　面おもざしがフラニガンさんによく似ている。


「紹介しますわ。


　息子のマークです。


　そしてそちらのお二ふた方かたが、マークのご友人、レイチェルさんとロバートさん」


　メリッサさんは、言ってほかの二人、マークと同世代の、金髪ブロンド女性と黒髪の男性の方を指さす。


　続いてあたしの方を指し、


「こちらはエイプリルちゃんのお友達でリナ＝インバースさん。


　ちゃんとした人よ」


「へぇぇぇ」


「エイプリルの友達なのに？」


「そりゃあ珍めずらしい」


　口々に言う三人。


　……………………えーっと……………………


　あたしは横目でエイプリルを見て、小さな声で、


「……あんた……ここで以ま前え、何やらかしたのよ？」


「本件とは無関係だと言ったはずだよ」


　視線も合わさず言うエイプリル。


　……いや……まあいいけど……


「そうだ、リナさん」


　思いついたようにマークが言う。


「実じつは、父が最さい近きん手に入れた、珍めずらしい像ぞうがありまして。


　みんなで見てみないか、と話をしていたところなんです。


　どうです？　ご一いつ緒しよにごらんになりませんか？」


「そうね。それじゃあおことばに甘あまえて」


　食事まではどうせまだ時間がある。あたしはマークの提てい案あんにうなずいた。


「なら、こちらへ」


　席を立つマークたちのあとについて、あたしとエイプリルも部屋を──


「──おや？」


　部屋を出ようとしたその時。


　マークはこちらをふり向いて、意外そうな口く調ちようで、


「エイプリルも来るんだ。ふーん」


　……こいつ……本当に一体何やらかしたんだろーか……？


　知らない方がいいような気がして、あたしは、今度は何も聞かなかったのだった。





　その部屋は、屋敷の三階がいにあった。


　窓まどはなく、薄うす暗ぐらいその部屋に──


「明かりライテイングよ」


　マークが生んだ魔ま力りよくの明あかりが、部屋をしらじらと照てらし出す。


　だだっ広い部屋の中には、所ところ狭せましと雑ざつ多たな品々が置いてある。


　シロウト目には、ただの物置、ガラクタ置き場としか見えないだろう。


　が──


「──へぇぇぇ。たいしたもんねぇ」


「あ、わかります？」


　あたりを見回し、つぶやいたあたしにマークが言う。


「父は、美び術じゆつ品ひんも扱あつかってまして」


　そう。


　部屋の中に置かれているのは、美術品の山だった。


　一級品から三級品がとり混まぜて置いてあるせいで、やたらと雑多な印いん象しようは受けるが。


　そして。


「これです」


　言ってマークが取り出したのは、木の箱はこだった。


　部屋の中央──これも美術品とおぼしきテーブルの上に置いて、フタを開ける。


　そして中から取り出したのは──


「──うそっ……!?」


　あたしは小さく息を呑のみ、かすれた声でつぶやいていた。


　それは──人の頭ほどの大きさをした竜りゆう神じん像ぞう。


　おそらく赤の竜神スイーフイードをイメージしたものなのだろう。


　普ふ通つうのドラゴンに比くらべると、ずいぶん細長いその体が、螺ら旋せんを描いて天に昇のぼりゆく構こう図ず。


　空間の緊きん張ちようと緩かん和わ。動と静の狭はざ間まを見事に捕とらえた構図。精せい緻ちで確たしかな細さい工く。


　まさに超ちよう一級の芸術品。


　そしてその材質は、銀しろがね色いろよりやや鈍にぶく、沈しずんだかがやきを見せる金きん属ぞく──


　金より貴き重ちようなオリハルコン！


「……すっごい……！」


　思わず声を漏もらすあたし。




[image: ]


「……これ……銀ぎん？」


「オリハルコンよ。金よりずっと高級品」


　見入ってつぶやくレイチェルさんに、あたしも見入ったままで応こたえる。


「すごいな。おい。


　値ね段だんもずいぶんするんだろ」


　下げ世せ話わなロバートの問いに、しかしマークは気を悪くしたそぶりも見せず、


「まあ……ちょっとした家くらいは建たつかな。


　けど何より、この細工がいいだろ？」


「確かに……すごいよな……」


　一同の見守るその中で、オリハルコンの竜は魔力の明りを受けて、しらじらと輝かがやいていた。





　きりりと冷ひえたパンプキンスープ。サラダ風温おん野や菜さいに合あい鴨がものロースト。


　出された料理は、いずれもかなりの出来だった。


「んー。見事ねー。


　ドレッシングに、レモンじゃなくてウィアードオレンジを使ってるところがまた泣かせるわねー」


「あら。おわかりになります？　リナさん」


　あたしの感かん想そうに、メリッサさんは上じよう機き嫌げんにほほえんだ。


「なら──次のはおわかりになります？」


　彼女のことばを合あい図ずに運ばれてきたのは、魚料理の皿さらだった。


　何かの魚のフライに、色あざやかなグリーンとレッド、二色のソース。


「──ふむふむ」


　あたしはナイフとフォークを使ってひと口──食べて、思わず眉まゆをひそめた。


　美お味いしい。もはや文もん句くなしに。


　二つのソースのハーモニー。主役の魚の揚あげぐあい。衣ころもはサクサク歯ごたえよく、身は中までしっかり熱が通っていながら、しっとりとした旨うま味みを失うしなってはいない。


　だが──


　一体何の魚なのか、それだけがわからない。


　白身の魚なのだが、その味の特とく徴ちようは、あたしの知っているものの中にはない。


「──私の推理によれば──」


　おもむろに、エイプリルが横で口を開く。


「……サンマ？」


「はいはいエイプリルちゃんは黙だまっててね[image: ]」


　さらりと流すメリッサさん。


　皆みなの視し線せんがあたしに注目する中、ロバートが、フォークをぴこぴこ振ふりながら言った。


「ヒント。僕ぼくが、裏の池で釣つってきたんだ」


「池で？」


　ますます混こん乱らんするあたし。


　食事の前に、裏の池も見せてもらったが……大きくはあったが、水もやや濁にごっており、正直言って、あんましきれいだとは思わなかった。


　あそこで釣った魚って……


　悩なやむあたしに、フラニガンさんは、いたずらっぽい笑みを浮かべて、


「レッドバスだよ。これは」


「レッドバス!?　うそっ!?」


　あたしは思わずすっとんきょうな声を上げていた。


　淡たん水すい魚ぎよの中では大型で、その身には独どく特とくのくさみがあり、食べてもあんましおいしくはないのだ。


　だが、今皿に載のっている一品には、そのくさみも癖くせもなにもない。


「……これが？　ほんとに？」


「こいつがやたらと釣り好きでね」


　ロバートを目で指し、マークが言う。


「しょっちゅううちに来ては、裏庭の池で糸垂たれてるんだ。


　で、釣ったのをなんとか利用できないか、ってことでね。


　うちのシェフがいろいろ工く夫ふうしてくれて──こうなった」


「うそ？　どうやって？」


「よければあとで調理法を教えるように言っとくけど」


「ぜひお願ねがいっ！」


　おしっ！　これでまた一つ、料理のバリエーションがひろがったわねっ！


　魚料理のあとに運ばれてきたのは子牛のステーキだった。


　エイプリルは、ひと口食べて、むずかしい顔で、


「……私の推理によると、この材料は……」


『誰だれが食べても牛。』


　ほぼ全員が同時に発した、冷たいツッコミの声は、見事なまでに唱しよう和わした。





　最初に知ち覚かくしたのは、声。


「大変だよ。リナくん」


　ノックの音に重かさなって、聞こえたそれがエイプリルのものだと知って──あたしはとりあえず、ベッドの中で目だけを開けた。


　躰からだを包み込む、やわらかく、あたたかいおふとんさんが、果はてしなく心地ここちよい。


　昨日きのうは結けつ局きよく食事のあと、なんだか話が盛もり上がり、フラニガンさんのところに泊とめてもらい、ふかふかのベッドで眠ねむったのだ。


　何がどう大変なのかは知んないが、エイプリルの寝ね言ごとにつきあって、この気持ちよさを手て放ばなすわけには──


「昨日見た竜神像が盗ぬすまれた」


　瞬しゆん時じに意識が覚かく醒せいした。


「待ってて」


　言いながらベッドから飛び起きて、最さい速そくで身だしなみを整ととのえる。


　ドアを開けたそこには、真しん剣けんそのものの顔をしたエイプリル。


「──きみが犯はん人にんだね」


「なんでそーなるっ!?」


　どがしっ！


　迷まよわず言った彼女のどたまに、あたしは即そく座ざに回かい転てんパンチをぶちくらわした。


「……か……簡かん単たんな推理だよリナくんっ……」


　頭おさえてうずくまり、それでも彼女はことばを続けた。


「きみが泊まった夜に事件が起きた……なら犯人はきみしか……！」


「あのねぇ。


『他ほかにも泊まった者はいる』とか、『そう思わせようとする犯人の手口』とかいう発はつ想そうはないわけ？」


「……う……」


　彼女は呻うめいてしばし沈ちん黙もくし、


「……なかなかいい着ちやく眼がん点てんだ。


　いやぁ。実は今のは、きみが私の助じよ手しゆたるにふさわしいかどうか、ちょっと試ためしてみただけなんだよ。


　喜よろこびたまえリナくん。合ごう格かくだよ。はっはっはっはっ」


「喜ぶかぁぁぁっ！」


　げすっ！


　あたしの蹴けりは、うずくまったままのエイプリルを、数回前転させたのだった。





　居い間まに下りると、そこにはすでに、全員が集まっていた。


　フラニガンさんとメリッサさんとマーク、昨日やはりここに泊まったレイチェルとロバート。


　くわえて、いくつもの見知らぬ顔。


　見知らぬ彼らの全員が、軽けい装そうの鎧よろいと剣けんとで武ぶ装そうをしている。


　おそらくは、街まちの警けい備び兵へいたちだろう。


「──これで、昨日泊まった方全員ですかな？　使用人の方々は除のぞくとして」


　あたしとエイプリルの方を見て、そう言ったのは、すこしデザインの違う鎧を纏まとった一人だった。


　全員が席につくのを待ってから、彼は一同を見回し、おもむろに口を開いた。


「セルリアン・シティ第七警けい備び隊たい隊長のザラカス＝マッキンガムです。


　昨夜から今日未み明めいにかけ──


　ここ、フラニガン＝ハニンバル邸てい三階において、オリハルコンの竜神像が盗とう難なんに遭あいました」


　全員すでに知っているらしく、特に何の反はん応のうもない。


「今け朝さ、一番に起きた執しつ事じさんが廊ろう下かを通ると、保ほ管かん室しつの鍵かぎが壊こわされ、こじ開けられているのを発見。


　竜神像が無なくなっているのに気づいた、というわけです」


　隊長さんは言う。


　この屋敷は三階建てで、メイドさんたちは一階で寝ね泊とまりし、二階が客間や娯ご楽らく室しつ、そして三階が保管室と、主人たち、執事やメイド頭がしらの部屋、となっている。


「部下たちを捜そう索さくに当たらせましたが、いまだ現在邸てい内ないから像は発見されず。


　それともう一つ──」


　もったいつけてことばを切ると、隊長さんは、ふたたび全員を見み渡わたしながら、


「犯はん行こう当時、この屋敷すべての扉とびらと窓まどは、すべて内側から鍵かぎがかかっていた模も様ようです」


『──!?』


　今度こそ。


　全員の顔に動どう揺ようの色が走った。


「……ち……ちょっと待ってください！　それって……？」


　顔色を変えて言うロバートに、隊長さんは重々しくうなずいて、


「そう。


　内部の人間による犯行、ということです。


　つまり──」


　三たび全員を見渡して、


「犯人はこの中にいる、ということです」


　沈ちん黙もくが──場ばに落ちた。


「──もちろん──」


　しばし間を取ってから、彼はふたたび口を開く。


「使用人の方々の誰だれか、という可能性もありますから、そちらの調査は現在、部下たちが進めています。


　しかしすべての可か能のう性せいを考こう慮りよに入れねばならない以上、あなた方からもお話をおうかがいする必ひつ要ようがある、ということはご理り解かいください」


「……ほ……本当に中にいた人のしわざなんですか？」


　不安げな口く調ちようで問いかけるレイチェル。


「魔ま法ほうを使えば、鍵を開けたり閉しめたりすることもできる、って聞いたことがあるんですけど……


　もしそうなら、たまたまやって来た泥どろ棒ぼうのしわざ、ということも……」


「──残念だけどそれは無む理りね──」


　あたしは言って──


　びすっ！


「あだっ!?」


　いきなり横手──エイプリルからチョップを受ける。


「……ちょっ……ちょっと！　いきなり何すんのよっ!?」


「それはこっちの科白せりふだよリナくん！


　こういう場合こそ！


　この、エイプリル＝ランドマークの、紫むらさき色いろの脳のう細さい胞ぼうが暗あん躍やくする時っ！」


　……暗躍って……表立っては活かつ躍やくしないのか……？


「そんな場面の最初の科白を、きみが口にしてどうするんだ！」


　言って彼女は、乞こわれてもいないのに一人席を立ち、


「残念だがそれは無理だよ。レイチェルくん」


「……はあ……」


　言われてあいまいにうなずくレイチェル。


「確かにある種の魔道を使えば、きみの言う通り、扉とびらの鍵かぎを開けることもできる。


　そしてまた、扉を魔力で開かなくすることもできる。


　しかし、ね──


　扉を魔力で開かなくする、というのは、単に魔力を籠こめて扉を開かなくするだけのこと。


　外した掛かけ金がねや錠じよう前まえが元通りになる、という意味ではないのだよ。


　つまり、隊長さんの言う『内側から鍵がかかっていた』という状態に戻もどすことは、たとえ魔道を使っても、到とう底てい不ふ可か能のうなのだよ」


「じゃあ、やっぱり犯人は、我われ々われか使用人の中にいるというのかね？　エイプリル」


　フラニガンさんの問いに、エイプリルは、意味ありげな笑みを浮かべて、


「まあまあ。落ち着いてください。叔お父じさん。


　この程てい度どの事件、この私の紫色の脳細胞にかかれば、謎なぞというほどのものですらありませんよ」


「……って、まさか……!?」


　あたしの漏もらしたつぶやきに、彼女はもったいぶってうなずくと、


「そう。


　この私の頭の中では、すべての謎はすでに解とけているのだよ。リナくん」


「本当か!?」


　いきおい込んで問う隊長さんを、しかし彼女はじらすかのように、


「隊長。


　お聞きしたいのですが、保管室の扉そのものは、何かで強ごう引いんにこじ開けられていませんでしたか？」


「確かに……そうだが」


「ふむ。やはり」


　彼女は一人、得とく心しんして、一同を見回しながら、


「フラニガン叔父さんは、この街ではちょっとした有名人です。


　しかし商売に成功すれば、それを妬ねたむ者も当とう然ぜん出てきます。


　そして、美術に少々興きよう味みのある者ならば、彼があの素す晴ばらしい竜りゆう神じん像ぞうを入手したことを知っていても不ふ思し議ぎではありません」


「……いや……それで犯人は？」


「ふむ……では単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げましょう」


　エイプリルは、先をうながす隊長さんにうなずくと、もったいぶった動作で一同を見回して──


「犯人は──


　この中にいないっ！」


『えぇぇぇええええええぇっ!?』


　さすがに声を上げる一同。


「……ちょっ……！　ど……どういうことかね!?　それはっ!?」


　問う隊長さんに、エイプリルは落ちつきはらって、


「つまりは──部外者の仕し業わざ、ということですよ。


　ただの泥どろ棒ぼうか、叔父さんに恨うらみを持つ者の犯はん行こうなのか、あるいは竜神像をどうしても欲ほしがっていた者なのか──


　そこまではわかりませんけれどね」


「……ちょっ……ちょっと待ってよエイプリルちゃん。


　けど、窓や扉にはみんな、内側からカギがかかっていた、って隊長さんが……」


「その通り。使用人のみなさんにも確認を取りました」


　メリッサさんのことばに隊長さんもうなずく。


　しかしエイプリルは余よ裕ゆうの笑みで、


「そう思われるのは当然です。


　しかし、そここそが、この事件を複ふく雑ざつに見せていたのです」


「……意味がわからんのだが……」


　眉まゆをひそめる隊長さんに、エイプリルは胸むねを張はり、


「つまり、事件の真しん相そうはこうなのです。


　昨夜、迂う闊かつにも鍵をかけ忘れられていた窓から賊ぞくが邸内に押おし入り、保管室の扉をこじ開けて、オリハルコンの竜神像を盗ぬすみ、そのまま二階の、裏庭に面した窓から逃とう走そうした」


「それじゃあ、どうやって犯人は窓に鍵を？」


「かけませんよ。


　保管庫の鍵を壊こわすような大おお雑ざつ把ぱな賊が、そんなことに気を配くばるわけがないからね」


「……じゃあ一体……？」


「賊が去さったあと。


　ふと目を覚さまして廊ろう下かに出た私が、開いている窓を見つけて、物ぶつ騒そうだな、と思って閉めて鍵をかけたのだよ」


『お前のしわざかぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　どごばぼすっ！


　全員の放はなった蹴けりが、拳こぶしが、エイプリルの体につき刺ささる！


「……な……!?


　何をするんだねきみたちっ……!?」


「最初に言えっ！　そういう重要なことはっ！」


　頭かきむしって叫さけぶ隊長さん。


「しかし……


　ただ、『そういえば夜中に目が覚さめた時、窓が開いていたので閉めた』などと普ふ通つうに話しただけでは、私の見せ場というものがなくなるじゃあないか」


「なくていいっ！　捨すててこいそんなものっ！　どこか遠くへっ！


　あんたが最初にそう言ってくれれば、もっと早くに外部犯のセンで捜そう査さもできたんだぞっ！」


　顔を朱しゆに染そめてどなる隊長さん。


　その気持ちはとことんわかる。よくわかる。


「……ふっ……こぉなったら仕方ないわね……」


　言って、ゆらりっ、と立ち上がったのは、ほかでもないこのあたしだった。


「隊長さん。こんな事じ態たいになったこと、簡かん単たんに解かい決けつする手が一つだけあるわよ」


「あ？　なんだね？　これ以上馬ば鹿かな意見はもう聞かんぞ」


「いやいや。責任の所しよ在ざいってものをはっきりさせよう、ってだけのことよ。


　と、いうことで──」


　あたしは一同を見み渡わたして、朗ろう々ろうと言い放つ！


「犯人はエイプリル！　以上、事件解決！　ってことでいいと思う人手を上げてっ！」


　一人を除のぞく全員の手が一いつ斉せいに上がる。


「おし決定っ！」


「えっ!?」


　小さな悲ひ鳴めいを上げたエイプリルの腕うでを、ザラカス隊長が、わしっ！　とひっ摑つかみ、


「それ採さい用よう」


「えぇぇぇえぇぇぇえぇぇえええぇぇっ!?」


　叫さけぶ彼女のもう片腕を、別の兵へい士しが捕つかまえて、戸口の方へと向かってゆく。


「……ちょっ……！


　ちょっと待ちたまえきみたちっ！


　こんないい加か減げんな話が……！　ちょっ……！　ちょっと……！」


「おらおら。黙だまってきりきり歩け」


「ちょっとぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　ばたむ。


　かくて。


　自じ称しよう紫色の脳細胞は連れん行こうされて、事件は一応の解決を見たのだった。


　めでたしめでたし。




[image: ]


　エピローグ




　屋や敷しきの事じ件けんも知らぬげに、満まん々まんたる水をたたえた池は、静かにたゆたっていた。


　小さな水音。水面みなもが揺ゆれる。


　ひろがる波は紋もんの中心には、一本の釣つり糸。


「釣れる？」


　訊きいたあたしのそのことばに、釣り糸の主──ロバートは、びくんっ、とひとつ、身をふるわせた。


「……や……やあ。リナさん」


　彼はこちらをふり向き、ややこわばった笑え顔がおを浮うかべた。


　屋敷の裏うら庭にわにある池のほとり。


　時じ刻こくは昼をすこし回っていた。


　あのあと。


　隊たい長ちようさんたちは、エイプリルと部下たちを連つれて引き上げて、残るみんなでいろいろ雑ざつ談だんをし──昼食を終えたあとのことである。


「レッドバス、ほんっとおいしかったから。


　今日きようもじゃんじゃん釣ってね」


「は……はあ……」


　あいまいに答えて──沈ちん黙もく。


　長い沈黙。


　風に吹ふかれた木の葉ずれ。湖こ面めんの立てる小さな波なみ音おと。そんなものがただ、時間を埋うめてゆく。


「……あのー……そこに立っていられると魚が……」


　その沈黙に耐たえかねたのか、ロバートが口を開く。


「あ。ごめんごめん」


　言ってあたしはその場にしゃがみ込んだ。


「これならオッケーね」


「……あ……はあ……」


　歯切れの悪い返事。


　そしてふたたびの沈黙。


「……けど……よかったんだろうか……？　本当に？」


　今度の沈黙は、そう長くはなかった。


「何が？」


「いや……あの警けい備び隊長……


　エイプリルのこと、本気で引っぱって行っちゃったけど……


　エイプリルがぶち込まれるのはいいとしても……実じつ質しつ事件が解決してない、っていうのは、いいのかなー、って」


「そうねー。まずいかもねー。


　エイプリルのことはともかく、あとで隊長さん、上じよう司しのひとからしかられたりするかもしれないし……


　……んー……」


　しばし小首をかしげてから、あたしは、ぽんっ、と手を打って、


「あ。じゃあこういうのはどう？


　どぉせエイプリルの推すい理りなんてハズれまくってるわけだから……


　彼女の推理じゃあ外部の人間の犯はん行こう、ってことになってるけど、これがハズれてる、ってことは内部犯、ってセン」


「内部犯……？」


「そう。


　そもそも、外部犯のわけがないのよ。


　犯人は保ほ管かん室しつだけを物ぶつ色しよくして、竜りゆう神じん像ぞうだけを盗ぬすんだ。


　ただの泥どろ棒ぼうなら、他ほかの場所も物色するはずだし、竜神像以外のものも盗んで行くはずよ。


　もっと軽くて、値ね打うちのありそうなものもいくらでもあるんだし。


　竜神像を欲しがっていて、屋敷に出入りした経験のある外部の人間、ってセンもないわね。


　もしもそうなら、犯人は美術品に興きよう味みがある人間。


　ところが──


　保管室にあった、他の美術品には目もくれず。


　中には、あの像並なみに美術的価値のあるものさえあったのに、よ。


　つまり──


　犯人は、内部の人間で、美術品にはうといけれど、あの像がかなりの価値があると知っていた人間に限定されるのよ」


「……………………」


　ロバートは何も言わない。


　ただ、手にした竿さおが小さく揺ゆれている。


「で、次に。


　犯人はなぜ窓を開けたか？


　これには二つの意味があるのよ。


　まず一つ。


　盗んだ竜神像をどこかに隠かくすため。


　盗みが発覚すれば捜そう査さがはじまる。


　当とう然ぜん、手もとに置おいておくわけにはいかない。


　かといって、たとえば空あき部べ屋やとか、すぐに見つかるような所に隠すのも意味がない。


　そしてもう一つの意味は、外部の人間の犯行だと思わせるため。


　……ま……なんともおそまつな計画ね。


　わかる？　犯人がやらかした、大おお間ま抜ぬけなポカミス」


「……いや……」


「でしょうね。


　正解は、二階の窓を開けたこと、よ。


　盗みを働はたらいた三階でも、地に足がつく一階でもなく、客きやく間まのある二階の、ね。


　なぜそんなことをしたか？


　理由は一つ。二階に用があったのよ」


「……用？」


「あたしの想像だと──


　犯人は、像をこの池に沈しずめたのよ。


　透とう明めい度どの低いここなら、底に像が沈んでいても見えない。


　問題は、それをどう回かい収しゆうするか。


　まさか池を網あみでひっかき回すわけにはいかない。なら、像のあちこちに糸を張はっておけば、何かで引っかけて引き上げることはできるんじゃあないか。


　犯人はそう考えて、自室にある、手持ちの道具で像に細さい工くをほどこした。


　そして、同じ階の廊ろう下かの窓から池にドボン。


　……ひょっとしたら、エイプリルが夜中に目を覚さましたのも、その音を聞いたせいだったかもしれないわね」


　沈黙。いくど目かの。


「──まるで──


　それじゃあ、僕が犯人みたいに聞こえるな」


「でしょうね。そう言ってるんだから」


　きっぱりと。


　あたしは言った。


「犯人は、昨夜二階の客間に泊とまり、美術に関心はないけどあの像が高価なものだと知っている──ついでに言うと、ここでしょっちゅうたむろしていても、誰だれにも怪あやしまれない人物。


　つまり、あなたしかいないのよ」


　……ふ……


　あたしのことばに、ロバートは、水面に釣り糸を垂たれたままで小さな笑えみを漏もらす。


「面おも白しろい推理だとは思うけど……僕は犯人じゃないよ。


　きみはさっき、窓を開けておいたのは外部犯に見せかけるため、って言ったけど……


　それなら、犯人が二階の窓を開けたのだって、二階に泊まっていた人間が犯人だと見せかけるため、ってすじがきも成り立つじゃないか。


　あるいは、僕に何かの恨うらみがあって、罪つみをかぶせるため、とかね。


　──そうだ。事件を解決して名声を得えるため、あるいはこの家の人たちに取り入るための、きみの自じ作さく自じ演えん、なんてすじがきも考えられる」


「なるほど。想像だけならなんとでも言える、ってわけね」


「そういうこと。証しよう拠こがない。


　──言っておくけど、もしこの池から像が発見されたからといっても、それは単に、きみの想像が一部正しかった、というだけのこと。


　僕が犯人だという証拠にはならない。それはわかるだろ？」


　言われてあたしは立ち上がる。


「あら。あるわよ。別の、ちゃんとした証拠が」


「……は……？」


　ロバートの困こん惑わくの顔。


「どこに？」


「あなたがずっと持ってる」


　言ってあたしは、硬こう直ちよくするロバートの手から釣つり竿ざおを取り上げた。


　糸をたぐり寄せ、指し示し、


「──で？


　エサも浮うきもついてない、太い糸とでっかい針だけを池に垂らして、一体何を釣るつもりだったわけ？


　魚じゃあないことは確かよね。


　じゃあ、何？」


「……そ……それはっ……！」


　問われてロバートはことばに詰つまり──


　がさがさっ！


「まさかロバート……お前が……！」


「そんな……」


「どわっ!?　マーク!?　レイチェル!?」


　いきなり現あらわれた二人に、おどろきの声を上げるロバート。


　二人は今まで、すぐそばで、庭木のフリをしてうずくまっていたらしい。


　……いや……たしかにあたし、気づかれないようにして近くにいてくれ、って言ったけど……


「まさかきみが犯人だったなんて……」


「信じられませんわ」


　壁かべのフリをしていたフラニガンさんにメリッサさん。


「えぇっ!?」


　ふたたび声を上げるロバート。


　いや。あたしもびっくりしてるけど。


　てゆーかこのひとたち、隠れていることを知っているあたしにすら、気け配はいも違い和わ感かんも感じさせずに潜ひそむとは、一体何者……？


「……もう……あきらめたまえ」


「ひぃぃっ!?」


　そばの庭にわ石いしが変形し、鎧よろいをつけたザラカス隊長に。


　ロバートは、バレたショックか、みんなの出現っぷりにおどろいたか、ともあれしばし硬こう直ちよくし──


「……ふっ……」


　観かん念ねんしたかのように小さく息を吐はき、


「……ああ……そうさ……僕がやったのさ……


　けどな……理由は、単なる金目当てじゃないぜ……」


「あーそーか詳くわしくは詰つめ所しよで聞こう」


「ちょちょちょちょっと待てっ！」


　かまわずさくさく連れて行こうとするザラカス隊長に、抗こう議ぎの声を上げるロバート。


「僕にはまだまだ言いたいことがあるんだっ！　ややこしい出しゆつ生せいの秘ひ密みつとか悲しい過去とかいろいろな事じ情じようとかっ！」


「聞きたくないし。別に。」


「同感だね」


「さよなら。ロバートくん」


「きみのことは忘れないよ」


「二日ふつかくらいは」


　口々に言うあたしたち。


　隊長さんは、ロバートの腕をひっ摑つかみ、


「と、いうことだから。


　さ。行こうか」


「待てぇぇぇぇっ！　待ってくれぇぇぇっ！　そもそもことのはじまりは僕のじいちゃんが、若い頃ころゼフィーリアを旅行中……」


　なんだか長くなりそうな因いん縁ねん話ばなしの余よ韻いんを残し。


　ロバートは、隊長さんに、あっさり引っ張っていかれたのだった。


　──かくて──


　事件は終わった。本当に。


　犯人の去った裏庭には、ただ、静かに風が吹くばかり。


「……けど……ロバートが犯人だったなんて……」


　どこか──遠くの空を眺ながめながら、レイチェルが言う。


「ああ……なんてことだ」


　マークも同じ場所を眺めてつぶやき、フラニガンさんとメリッサさんも、沈ちん痛つうな面おも持もちでことばを続けた。


「これでは、たぶん数日のうちに、エイプリルがシャバに出てきてしまう……」


「……一生つかまえててくれたらいいのに……」


　……え……えーっと……


「……あ……あのー……」


　おそるおそる。


　尋たずねるあたしに、四人の視線が集まった。


「……エイプリルって……前に一体何やらかしたんです……？」


　問われた四人は、ふたたび視線を遠くに戻し、口々に、


「それは聞かないでください。リナくん」


「思い出したくもないことというのはあるものですわ」


「それに……聞かない方がいいと思いますよ」


「身内の恥はじというのは、あまり晒さらしたくないからね」


「……………………」


　言われてあたしは視線を向ける。


　彼らが見ている、その遠い空へと。


　そしてあたしは──思うのだった。


　──エイプリル、何やらかしたか知んないけど、とにもかくにもあやまっとけ──と。







（エイプリルの事件簿２（以下略）：おわり）







　あとがき
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Ｌ：なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃいぃぃぃいいいいいぃぃぃッ!?


作：うわ何だっ!?　まだあいさつも済すまないうちにっ！


Ｌ：なぁぁぁにが『あいさつ』よンなことしてる場合じゃないわっ！


　　ちょっとこれどーいうことよっ!?


作：ど……どういうこと、って……何が？


Ｌ：この本よこの本っ！


　　タイトルが『エイプリルの事じ件けん簿ぼ』でかき下ろしが『エイプリルの事件簿２』!?


　　前回のあとがきであれだけ大々的に広こう告こくしてファンレターでもリクエストあって某ぼうサイトの掲けい示じ板ばんとかでも盛もり上がってた『ぶらりＬ様旅日記　道どう頓とん堀ぼりの大だい魔ま王おう』はっ!?


　　あれ書くって約やく束そくはどーなったのよっ!?


作：しとらんっ！　そんな広告も約束もッ！


Ｌ：したわよっ！　あたしがっ！


作：お前のした約束を、なんでオレが守らにゃならんのだっ!?


Ｌ：なんで……って……まだ死にたくないでしょ？


作：いや、そんな、ごく当たり前のよーに言われても。しかも片手にブレードむき出しのフードプロセッサーとか構かまえつつ。


　　……って、なにげにコンセント差さすなコンセント！


Ｌ：じゃあ書くわね？


作：……いや……とか言われてもなぁ……


　　今回の書き下ろし分はもう書き終わってるし……


　　第一、ンなもん書いたら書いたで、また『あたしのおいしいシーンが少ない！』とか『ストーリーがいまいちねっ！』とか言いだしそうだし……


Ｌ：そんなことないわよ。


　　もしデキが気に入らなかった時は、文ぶん豪ごうヘミングウェイの偉い大だいなことばを実じつ践せんするのみよ。


作：ヘミングウェイ？　どういう言葉？


Ｌ：曰いわく。


　　──言葉はいらない。ただチェーンソーとかあればいい──


　　ｂｙアーネスト＝ヘミングウェイ


作：ヘミングウェイがンなこと言うかぁぁぁぁっ！


　　てゆーか、どっちにしろ俺おれ、挽ひき肉にく決定っ!?


Ｌ：何言ってんのよ。あたしが気に入る話を書けば万ばん事じ解かい決けつじゃない。


作：じゃあ聞くけど、どんなストーリーだったらいーんだ？


Ｌ：え？　んー……急に聞かれると……


　　そーねー……外国の映画とかで魔ま族ぞくを扱あつかったので、よくこーゆー話、あるじゃない。


　　街まちで起こる奇き怪かいな事件。それに関かん係けいしてくる刑けい事じ。捜そう査さを進める刑事の前に、ミステリアスな空気を漂ただよわせる者が現あらわれる。それは実じつは、人間ではなく──


　　とかゆーあらすじの。


　　そーゆーセンで行ってみるとかっ!?


作：むう。つまりこういうところか。


　　──道頓堀警けい察さつ署しよに勤きん務むする末すえ蕪かぶ刑事のもとに、奇き妙みような事件の通つう報ほうが入る──


Ｌ：て待て。ちょっと。


作：なんだ？　いきなり


Ｌ：道頓堀警察署なんてもん、あったっけ？　それに刑事のネーミングも心おきなく適てき当とうだし。


作：気にするな。あくまでアウトラインだし。


　　ここで細こまかいことまで詰つめても仕方ないだろ。続けるぞ。


　　──事件の内容は、グ○コのネオンで有名な、道頓堀の引っかけ橋で、通行人に声をかけていた黒服ホスト集団が、外人と思われる金きん髪ぱつの少女に、トゲ付きハンマァでカチ倒たおされまくった──


Ｌ：だから待て。そこ。


作：『奇怪な事件』だろ？　トゲ付きハンマァだぞトゲ付きハンマァ。


　　これを奇怪と言わずしてどー言う？


Ｌ：……いや……奇怪っちゃぁこの上なく奇怪だけど……なんか根本的に……


作：でもって、連日捜査を続ける末蕪刑事。思わせぶりなセリフを吐はく、正体不明の新世界のおっちゃん。会社には逆さからえない、と、頑かたくなな態たい度どを取る新人お笑い芸人。


　　さまざまな人に出会う中。


　　夜のナンバを疲つかれてさまよう末蕪刑事に、声をかける者がある。


　　そこには──


　　道ばたで金きん龍りゆうラーメンすすりつつ、両足の間にトゲ付きハンマァはさんだ一人の少女が──


　　ってちょっと待てっ！


　　なにゆえフードプロセッサーのスイッチ入れるっ!?


Ｌ：んっんっんっ。あたしは『ミステリアス』って言ったのよ。


　　何なのよそのビジュアルはっ!?


作：道ばたでラァメン。足の間にトゲ付きハンマァ。かなり謎なぞっぽい。


　　謎っぽい。すなわちミステリアス。


Ｌ：……いや……あたしの言ってる『ミステリアス』ってのは、『変』って意味じゃなくて『神しん秘ぴ的てき』って意味で……


　　……まあ、もぉいーです。


　　もぉいーから、かわりにフードプロセッサーね[image: ]


作：ち……ちょっと待……！





　　（文明の利り器き、威い力りよく発現中）





Ｌ：さて。今夜のおかずがハンバーグに決定したところで。


　　スレイヤーズの長編は終わっちゃったけど、こっちの短編の方はなんかまだずるずるしつこく続くみたいですし。


　　きっとそのうち作者も改心して、あたしの外伝とかあたしの正伝とかあたしのミステリーロマンスものとかあたしの（以下十二ページ略りやく）とか、そーゆーの書いてくれるに違ちがいないわっ！


　　それまでにはどーせ作者もハンバーグ状じよう態たいから復ふつ活かつするだろーし。


　　……今のうちに鶏とりミンチとか混まぜといたらどーなるんだろ……


　　ま、それはともかく。


　　何はともあれそれではみなさん。


　　次のスレイヤーズすぺしゃるでお会いしましょ～♪







（今日の料理：おしまい）　　
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